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　　　序章《新たな世界の中心で》





　　　　　１



「はうぅぅっ！　ま、まずいですっ、こいつは初日からとんでもないピンチですよっ!?」

　ひーと半泣きになりながら、イリア・レイノルズはアスファルトの上を駆かけた。

　場所は市街地のど真ん中。

　平日の朝の通勤時間という事もあり、通りは行き交う人々で溢あふれていた。

　そんな場所を全力疾しつ走そうだ。当然なら周囲の人々は何事かとこちらを見てくる。

　対するイリアは地面を蹴ける度たびにスカートの裾すそが翻ひるがえり、かなり際きわどい感じになってしまうのだが、とはいえ構ってもいられない。

　もちろん恥はずかしい気持ちがないではないが、事態は最早もはやちょっとやそこらのパンチラに怯ひるんでいられるような生易しいものではないのだ。

　──おかしい。意味が解わからなかった。本来ならとっくに目的地に着いていた筈はずなのに、一体なぜ世界は、自分を三十分も置き去りにして、さっさと先に行ってしまったのだろう。

「ううっ、そんな事は決まってますよぅ……」

　今朝起きたら、目覚まし用にアラームをセットしていた携けい帯たい電話の電池が切れていた。

　それが今のイリアを追おい詰つめている原因であり、状じよう況きようの全すべてだ。

　無論──携帯の電池が残り少ない事は、昨夜の段階でイリアも気が付いていた。

　だから、きちんと充じゆう電でん器きにセットしてから就しゆう寝しんしたのだ。朝になれば携帯の電池は満タンになり、さらに目覚ましのアラームが鳴っても充電器にセットされているため電池を消費する事もない。正にベストな選せん択たくだった筈。当然ながら、充電器のコードをコンセントに差していなかったなんて手て抜ぬかりもしていない。電気を消して暗くなった部屋で、充電中の赤いランプが点灯した事を、この目でしっかりと確かく認にんしている。

　それなのに、

「ま、まさかっ、寝ねている間に大本の充電器が故障するなんて……っ」

　何だそれは。まるで出来の悪いコントではないか。こんなの言い訳にもならない。

　しかし、よりにもよって新生活が始まるこのタイミングとは、ツイてないにも程ほどがある。

　焦あせりを伴ともなう全力疾走は息を上がらせ、乱れた呼吸と脈みやく拍はくはどうしようもなくイリアの心を不安にした。どうにか試験に合格し、念願叶かなって正式に所属が決定したというのに、

「ど、ど、どうしましょう……こ、このままもし初日から遅ち刻こくなんて事になったら」

　たるんでいる奴やつなど必要ないとか言われて、合格取り消しなどされでもしたら。この人工島へやって来て約一年、これまで必死に頑がん張ばってきたのに、その意味が消失してしまう。

　……そんな事だけは勘かん弁べんですよっ。

　思わず俯うつむいてしまいそうになる己おのれを必死に奮い立たせ、イリアは前を向いた。

　現在絶賛爆ばく走そう中の歩道には、他にも多くの人がいた。そしてすれ違ちがった人も、追い抜ぬかれた人も、一様に戸と惑まどいとそれ以上の驚おどろきを以もつてイリアに視線を向けてくる。

　絶えず変化する人ひと混ごみの中。イリアは数メートル先のスペースを常に見つけながら、誰だれともぶつかる事なく、微み塵じんも速度を緩ゆるめずに疾走を続ける。

　それは既すでに、常人にできるレベルの業わざではない。

　だが──イリア・レイノルズは、そのさらに上を行く。

「えっと……し、失礼します！」

　そう叫さけぶや否いなや、イリアはさらなる加速を行なった。始めの一歩に跳ちよう躍やくを入れると、そのスピードは最早、完全に人混みの中を走れるようなものではなくなった。

　わあ、と周囲で歓かん声せいが上がった。それは何もイリアの速度にのみ反応した驚きではない。

　イリアが選んだ疾走ルート──それは、歩道の上にありながら決して人が通らない道。

　通りに面して林立している建物の窓や壁へき面めんだ。

　水平走行を行なうには、地面以上に足場を強く蹴らなくてはならない。よって本来ならば、窓ガラスは人間の水平走行に耐たえる事は不可能だ。しかし、疾走するイリアが踏ふんだ窓ガラスには、僅わずかなヒビすら入る事はなかった。

　そして己の視界を真横にしながら疾走を行なうイリアを、もはや遮さえぎるものは何もない。

　たとえそれが、交差点の赤信号だろうとだ。建物の中からはショーツが丸見えの状態になってしまう事は、一いつ旦たん思考の外へと追いやって。

　行く。

　交差点に差さし掛かかる手前、通りの端はしにある建物の壁面を勢い良く蹴ったイリアは、己の身体をさらなる高さの宙へと飛ばした。斜ななめに捻ひねりを入れた縦回転を行ないながら、刹せつ那なに天地を逆転させたイリアは、己の頭の下を大型のトラックが駆け抜けてゆくのを見る。

　そしてそのまま大通りを飛とび越こすと、体操競技よろしく足から歩道に着地。

　すると、

「っ？　なっ……ぁ!?」

　イリアの着地地点の半歩先で信号待ちをしていたお年寄りの男性が、突とつ然ぜん空から降ふってきたイリアを見て、腰こしを抜かしたように地面にへたり込み掛け、

「っ──あ、危ないですっ」

　慌あわててイリアが老人の身体を支え、転てん倒とうを未然に阻そ止しした。

「す、すみませんお爺じいさん！　急いでいるあまり、とんだ失礼をっ」

　申し訳なさそうにイリアは頭を下げ、

「あの、お怪け我がはありませんか？」

「あ、ああ……大だい丈じよう夫ぶだが」

　老人は信じられないようにイリアを見ていたが、やがて、

「その制服──そうか、お前さん『ノア』の」

「は、はい……今日からお世話になる予定なんです」

　頷うなずくこちらに、得心したとばかりに笑って、

「道理で凄すごい身体能力な訳だ。そして急いでいた理由もな。なら儂わしの事は良いから、早く行きなさい」

「え、でも……」

「儂は大丈夫だ。それよりお前さんには、もっと大事な事があるだろう」

　そう言って、老人は呵か々かと笑った。

「今日は世界が注目している結成式典だ──たとえ新人でも遅刻してはいかんよ」

　さあ、と促うながされ、イリアは「はい」と頷きを返すと、再び前へと向かって駆け出だした。

　その背に、

「──お嬢じようちゃん」

　ふと老人の呼よび掛けが来る。慌てて足を止めて振ふり返かえると、

「大変だろうとは思うが、どうかこの老いぼれに見せてくれ──儂らが『彼かれ』を選んだ事は間ま違ちがっていなかったと」

　行き交う人々の波の中、穏おだやかな表情でこちらを見つめながら老人は言った。

「この世界はまだまだ捨てたものではないと……そんな、この世界の新しい可能性をな」

　その言葉に、イリア・レイノルズは「はいっ」と表情を明るい笑え顔がおに変えて、

「コクーンや朱あけの黄昏たそがれが目指すものとは異なる世界を、きっと作って見せます」

　一息、

「──皆みなで、凰おう沢さわ暁月あかつきさんと一いつ緒しよに」
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　コクーンを裏切った氷ひ神かみ京きよう也やによる、ＪＰＮバベルを舞ぶ台たいにしたクーデターとその失敗。

　世界を揺ゆるがしたあの事件から、間もなく二年が経たとうとしていた。

　──十代の少年少女が異世界へ召しよう喚かんされ始めてから、およそ三十年。

　それはこの世界に、異世界で得た異能の力を持ち帰った者達たちが現れ始めた事を意味する。

　彼らの力は、普ふ通つうの人間からしてみれば恐きよう怖ふの対象でしかない。

　よってその力を正しい方向へと導くため設立されたのが教育機関バベルであり、異能の力を得た少年少女の保護と管理を目的として、当時の先進七カ国の中から組織された新国連──Ｇ７、即すなわちアメリカ・ロシア・中国・インド・オセアニア連れん邦ぽう・ＥＵ連合・日本の国内に特別自治区が設けられた。そして新国連の議長や事務総長、各国バベルのトップとして世界の頂点に立ったのが『コクーン』だ。

　異世界で得られた魔ま法ほうを始めとするあらゆる特とく殊しゆ能力や技術を『コクーン』が管理し、大国の上に立つようになった事で、世界は一応の安定を保っていた。それは『朱の黄昏』という、コクーンに対たい抗こうできるテロリスト集団の存在があっても変わる事はない。

　圧あつ倒とう的てきな力を持った存在は、それだけで世界を従わせる事ができるのだ。

　よって本来なら、二年やそこらで安定していた世界の在り方が大きく変わる事はない。

　だが──既に切きっ掛けが生まれ、世界が大きな変革の最中にあったとしたなら話は別だ。

　その一つが、コクーンの一角であった氷神京也のクーデターであり。

　もう一つが、その氷神京也によるクーデターを阻止し、世界にその名と新たな可能性を知らしめた凰沢暁月の台頭だった。
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　そして歴史の転てん換かん点てんの舞台となったＪＰＮバベルと特別自治区の人工島は、クーデターの収束後、暁月に対して悪意を持つ者の侵しん入にゆうを拒こばむ強力な概がい念ねん結界で覆おおわれ──以降、長きに亘わたってコクーンが手を出せない状態に陥おちいる事になる。

　──そんな中、凰沢暁月は恐おそろしい程の迅じん速そくさで動き出していた。

　詳しよう細さいこそ公おおやけにはされていないものの、強大な政治・経済的支し援えんの後うしろ盾だてを得た彼は、バベルやコクーンに代わり新たに人工島の自治組織を暫ざん定てい設立。クーデターの一件で巻まき添ぞえを食った形で国家の解体と消しよう滅めつが決定した日本から企き業ぎようや民衆の受け入れを開始した。

　また広く門戸を開いた彼は、自分達の考えに賛同する者を世界中から募った。

　異世界に召喚されるという悲劇。

　この世界に戻もどっても家族と離はなればなれにならなければならない悲劇。

　管理という名の隔かく離りを受け入れなければならない悲劇。

　そうした悲劇の数々によって流れる涙なみだを少しでも減らすために、コクーンによって一方的に管理されるのではなく、能力者も一いつ般ぱん人じんも分わけ隔へだてなく暮らせる世界を実現するという自分達の目標に賛同する者は、自分達の下へ来るようにと。

　──結論から言えば、この呼び掛けはかなりの部分で成功した。

　コクーンの呼び掛けに応じ、特別自治区の人工島から避ひ難なんした者は少なからず出たものの、その数を大おお幅はばに上回る人間が暁月の呼び掛けに応じ、合流したのだ。

　コクーン主導の世界の在り方に不満を持ち、暁月に賛同する動きを見せた者達。

　その中で、力を持たない一般人についてコクーンが取とり締しまる事はできない。コクーンが管理しているのは、表向きはあくまで異世界に関する技術や知識、人間に関してなのだ。

　たとえ暁月に賛同する事がコクーンが管理している現在の世界に明確なノーを突つき付つけていたとしても、かといって何の力も持たない一般人を逮たい捕ほや拘こう束そくする事はできない。それが政治に長たけた者や、国際的な大企業であろうともだ。

　おまけに京也は、自らが世界の頂点に立つために起こしたクーデターの際に、コクーンの失しつ墜ついを計った内部告発を行なっていた。当時のコクーンはそのフォローを行ない、世界の信しん頼らい回復に努めなければいけなかった。よって強ごう引いんな真ま似ねを行なえば、その行ないを不当なものとして世界はよりコクーンに対して反発を強めていただろう。

　特に解体が決まった日本は、国家としてはフェニックス細さい胞ぼうの一件で京也のクーデターでコクーンに向いた矛ほこ先さきを躱すためのスケープゴートとなった反面、国民や企業はコクーンである京也に裏切られたも同然だ。彼らが日本と環かん境きようが近い暁月の人工島へ移ろうとしても、手出しはできなかった。

　ならば──コクーンやバベルが管理している異世界帰りの能力者はどうだったか？

　もし暁月に賛同し、バベルを持つＧ７にある特別自治区を許可なく出て暁月の下へと合流しようとしたら、その時点でテロリストと認にん定ていして容よう赦しやなく拘束する事ができる。

　当然ながらバベルや特別自治区は監かん視しと締め付けを徹てつ底てい的てきに強めた──だが、それこそが暁月の狙ねらいだった。コクーンや朱の黄昏を敵に回そうとしているのだ。ならば気持ちや想おもいだけでなく、最低限その厳しい状況下でも合流を果たせるような実力の持ち主でなければ、その先に待っている戦いに生き残る事はできないと考えたのである。

　結果、コクーンが敷しいた監かん視し網もうと包ほう囲い網もうを突とつ破ぱし、概念結界に問題なしと判断されて暁月の下へと集った能力者達は、そのいずれもが精せい鋭えい揃ぞろいとなった。

　だがコクーンに反旗を翻した者の全てが暁月の下へ集った訳ではなく、誰にも従うことなく自由に生きる事を選んだ者達もいる。

　そしてコクーンの支配力が一時的に落ちている好機を見み逃のがす事なく、朱の黄昏も活動を活発化。この二年の間に、一時は新たに建造中だったバベルタワーとそのダミーを全て破は壊かいする事に成功し、状況は一気にコクーン不利へと傾かたむいていった。
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　──とはいえ、コクーンもただ指を咥くわえて黙だまって状況を見ていた訳ではない。

　異世界の召喚が始まって以降、彼らには数十年に亘って世界の安定をもたらした歴史と実績があった。世界の管理者という異名は伊達だてではない。先進国との強力なパイプや、巨きよ大だい企き業ぎように対する多大な影えい響きよう力りよくは、京也の内部告発程度で完全に崩ほう壊かいする事はなかった。

　また暁月は弱者を救うために立ち上がったが、力を持たない者達はリスクのある変化や冒ぼう険けんを嫌きらう生き物だ。よって直接的な手出しはできなくとも、彼らを不安にさせる風説を流る布ふさせる事は容易に行なう事ができ、一般人の暁月への賛同者は当初の予想の半分以下に抑おさえる事ができた。

　また各地で起きていた反コクーンに端を発した内戦や反乱に対しても、幾いくつかにコクーンが直々に出向き、世界の頂点と謳うたわれる実力を以て鎮ちん圧あつする事でその圧倒的な力を改めて世界に誇こ示じ。新規のバベルタワー建造も再開し、解体が決まった日本から取り上げた国土全体を新たな特別自治区とし、世界の管理者としての力を存分に発揮してバベルタワーを完成。京也の裏切りと内部告発によるダメージを完全に払ふつ拭しよくし、自分達の地位を再び管理者の高みへと回復させたのである。

　しかし、組織としてダメージがあった以上、前と同じ絶対的な存在とまではいかない。

　また当初の計画を狂くるわされた暁月も、見込んでいた程の勢力拡大を行えなかった。

　よって組織の拡大や政治などの静かな両者の対立を横目に、派手に自分達の力を見せつけた完全な少数精せい鋭えいの朱の黄昏が、結果的には最も存在力を強められたのである。

　しかし、当初の予定や予想が狂った程度で、暁月が止まる事はなかった。

　解体された日本を始め世界中から人材を揃そろえた暁月は、人工島の本格的な改革に乗り出し、それまで統治していたコクーンの色を全て払拭するため、手始めにコクーンの権けん威いの象しよう徴ちようともいうべきバベルタワーを解体した。

　また人工島の面積拡大と同時並行で、新たな象徴ともいうべき巨きよ大だい施し設せつを建造すると、政治家や官かん僚りよう経験者に加え様々な有識者を招いた上で徹底的な議論を重ねた上で、各種条例の策定などの法整備を行ない、人工島の運営を本格的に開始。

　──そして極きわめ付けに行なったのが、コクーンや朱の黄昏に対抗する組織の立ち上げだ。

　凰沢暁月を代表とする、新たな組織の名は『ノア（ＮＯＡＨ）』

　それは混こん迷めいを極める世界において、それでもなお希望を求めて荒あら波なみの中を漕こぎ出す箱船。

　そのノアの組織としての正式な結成式典が、本日まもなく行われようとしていた。

　主要な各国のマスメディアも既に現地入りを果たしており準備は万ばん端たん。

　式典の模様は、全世界へリアルタイムで配信される。
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　たとえどれだけ遅刻しかけていても、必要な手続きを省略する事はできない。

『ノア』の正門ゲートで名前を告げたイリアは、支給されていたＩＤカードを提出。

　警備スタッフによるセキュリティチェックを受け、ようやく敷しき地ち内ないへ入る事を許された。

「急がないとヤバイです……！」

　入り口でセキュリティチェックを担当した警備スタッフ曰いわく、イリア以外の新規所属員は既に式典の会場に入っているという。物事は第一印象が肝かん心じんだ。会場に遅刻して入るような真似をすれば、初日から落ちこぼれの烙らく印いんを押おされてしまいかねない。

　……いいえ、それよりも。

　自分が恥はじを掻かくだけならまだ良い、とイリアは思う。

　だが、事はイリアだけの問題ではないのだ。今日の式典には各国のマスコミやＶＩＰが招待されている。そして、この世界の行く末を左右する第三勢力が立ち上がる瞬しゆん間かんを見届けようと、世界中が注目しているのだ。そんな中、もしイリアが醜しゆう態たいを晒さらすような事があれば、ノア全体に迷めい惑わくを掛けてしまう。

　だからイリアは走った。自覚を持たなければいけない。

　自分は──イリア・レイノルズは、今日からこのノアの一員なのだから。

　目指すのはノアが誇ほこる中央本部のメインホール。式典はそこで行なわれる。しかし、

「…………いけませんっ、完全迷いました！」

　目的のメインホールが見つからず、本部内の廊ろう下かでイリアは思わず叫んでいた。

　──凰沢暁月と氷神京也の戦せん闘とうによって、上層部分が消滅したバベルタワー。かつてこの人工島を支配していたコクーン・氷神京也の時代は終わりを告げ、新たに凰沢暁月がリーダーとなった事を知らしめる意味もあって、このノアの中央本部は建造されている。

　高さこそ以前程ではないものの、敷地内にあった周囲の建物を取り壊こわして新たに作られた本部の大きさは、かつてのバベルタワーを上回っていた。

　セキュリティ面も考えられてか、内部構造は複雑に入り組んでおり、イリアのような新米はフロアガイドを見ないと、どこに何があるのかおぼつかない。

「お、おかしいですね……確かにここの筈なんですけど」

　イリアは首を傾かしげた。眼めの前には今、巨きよ大だいな扉とびらがある。

　本来ならこの扉の先が、式典会場のメインホールの筈だった。

　だが、扉を開けると中は何かの倉庫になっていた。

「そうです、ちょっと待って下さい……！」

　良いものがあったとばかりに、イリアは支給されたＩＤカードに手を滑すべらせた。

　すると、携けい帯たい端たん末まつ機能を内蔵したカードから立体ホログラム映像が展開。中央本部の内部構造と、イリアの現在位置を知らせてくれる。

「えーと現在位置がここで、メインホールがここ……ほら、やっぱりここですよっ？」

　叫び、もう一度扉を開けるのだが、やはり中は倉庫だった。

「ぐぬー！　さてはこの端たん末まつ壊こわれてますねっ？　支給されたばかりだというのに！　絶対初期不良とかですよこれ！」

　ええい、と苛いら立だたしげにイリア。

　誰かに道を聞きたいのだが、周囲に人の姿はなかった。それどころか、中央本部の建物内に入ってから、イリアはまだ誰ともすれ違っていない。

　みんな式典会場の方へ行っているのだろうか……そう思うと、一人だけ取り残されている焦りがますます強くなってくる。最終手段として正門ゲートまで戻って警備スタッフに道を訊たずねるという選せん択たく肢しもあるが、

　……でも。

　もしそれをすれば、間違いなくイリアは式典に遅おくれてしまうだろう。下手をすれば、途と中ちゆうから入るのを許可して貰もらえないかもしれない。

　一体どうすれば──そう思い、立たち尽つくしていると、



「──君、ひょっとして迷子？」



　ふと背後から、透すき通とおるような声の問とい掛けがきた。

　とっさにイリアが振り返ると、そこに一人の少女が立っていて、

「──────」

　その容姿に、イリアは思わず眼を奪うばわれる。

　綺き麗れいな少女だった。

　恐らく、年はイリアより一つか二つ上だろう。可愛かわいらしい顔立ちながらも、柔やわらかく大人びた雰ふん囲い気き。膝ひざまである長いツインテール。そして同性のイリアが思わず息を呑のんでしまうような、抜ばつ群ぐんのプロポーション。中でも特に眼を引くのは、

　……何というおっぱい。

　ショートジャケットの中に着ている、ハーフカップのコルセットのようなインナーからは、眼の毒すぎるほど大きな胸が今にも零こぼれそうになっていた。

　女である事をこれでもかとばかりに主張する肢し体たい。だが、凄いのは体付きだけではない。

　可愛らしい顔立ちとは裏腹に、目の前の少女はただそこに立って居いるだけで、匂におい立つような女の艶つやっぽさを感じさせた。

「あれ……その服」

　そこでイリアは気が付いた。少女が身に纏まとっていたショートジャケットは、イリアとは異なる制服だった。それは、このノアでもごく一ひと握にぎりの者だけが着る事を許されたもの。

　最高幹部の制服だ。

「──し、失礼しましたっ」

　途と端たんに顔を真っ青にして姿勢を正したイリアに、

「大丈夫だよ、そんなに緊きん張ちようしないでも」

　ツインテールの少女が優やさしい微び笑しようを浮うかべると、

「おや美み兎う、どうしたんだい……？」

　そのさらに向こうから、もう一人美しい少女がやって来た。

　肩かたまである長い髪かみに、綺麗な女らしい顔立ち。インナーこそ違うものの、ツインテールの少女と同じショートジャケットを着ている事からみて、恐らく彼かの女じよも最高幹部。

　すると美兎と呼ばれたツインテールの少女がそちらを振り返り、

「ごめん千ち影かげさん……この子、迷子になってたみたい。多分、遅刻しちゃった子だと思うんだけど」

「ああ……そういえば葛くず葉はが、候補生で遅れている子が一人居るって言ってたっけ」

　後から来た千影と呼ばれた少女はそう言って苦く笑しようすると、こちらを見て、

「初日から寝ね坊ぼうかい？　大物感はあるけど、そういうのはあんまり感心しないね」

「す、すみませんっ……！」

　穏やかな口調で咎とがめられ、平ひら謝あやまりするイリアに、

「まあ次から気を付けてくれれば良いよ。幸い、式典はまだ始まっていないから」

　と千影は言って、こちらの肩に軽く手を置いてくる。

「──さあ、早く中に入って」

「え、でも……」

　イリアは困こん惑わくを露あらわにする。千影がこちらに開けるようにと勧すすめたのは、目の前にある扉だ。だが、この扉の向こうは式典会場ではない。倉庫である。















　だからこそ自分は、こんな所で立ち往生していたのだ。

　ところが、

「ああゴメンね……もう大丈夫だよ」

　そう言って、美兎が笑いながら扉を開くと、イリアの目の前に壮そう大だいな光景が広がった。

「へ……？」

　思わずイリアはポカンとなった。

　そこにあったのは先さき程ほどまでの狭せまい倉庫ではない。

　とてつもない広さと高さを備えた巨大な空間だ。

　イリアと同じく今日付でノアに所属する新規メンバー。招待客にマスコミ。

　そうした列席者達が、それぞれ区分けされたスペースに並べられた椅い子すに座すわっており、

「ご免めんね。招待していない不ふ審しん者しやが侵入しないように、結界で空間を閉じて別の場所に繋つないじゃってたの」

　と美兎。

「新規メンバーは正面中央だよ。解るかな……ホラ、女の子で君と同じ服を着てる子達が居るでしょ？」

「順番は特に決まっていないから、空いている所を見つけて適当に座ってくれれば良いよ。でも少しばかり急いだ方が良い。そろそろ式典が始まるからね」

　千影がそう言って、まだ事態を飲み込めずにいるイリアの背をそっと押してくる。

　会場の中に足を踏み入いれたイリアは、背後を振り返り、

「あ、あの……ありがとうございましたっ！」

　勢い良く頭を下げると、美兎と千影はこちらへ優しい微笑を返してくれた。

　そして二人は入り口近くにいたスタッフに何事かを指示し、その場を離れていった。

　去ってゆく美兎と千影の背中を見送りながら、

「き、緊張しました……」

　イリアは呟つぶやきながら嘆たん息そくすると、ふと思い出したように慌てて会場の奥おくへと向かった。

　いつまでもここで突っ立っている訳にはいかない。早く空いている席を見つけなくては。

　世界中が注目する式典は、もう間もなく始まるのだ。
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　この世界の未来を巡めぐる第三局の結成式典。

　その模様は、入場を許された一部のマスコミによって全世界へと生なま中ちゆう継けいされる。

　だがリアルタイムで世界中に映像が放送・配信される場合、一つの問題が生じる。

　それは自転と公転を行なう惑わく星せいの宿命。

　時差だ。

　──そして、現地では間もなく式典開始の午前九時を迎むかえようとしている頃ころ。

　間もなく日付を変えようとしている場所があった。

　それは現地から、およそ九六〇〇㎞離れた土地──英国である。

　首都ロンドン。深夜〇時を間近に控ひかえた現在も、この街が眠ねむる事はない。

　この街に施し設せつを構える、世界の管理者コクーンの本部も同様だ。

　その仕事と立場から、必然的に二十四時間稼か働どうしている部署はある。警備スタッフも数多く常じよう駐ちゆうしており、施設内の人間がゼロになる事はあり得ない。

　だが──それでも今日は特別だった。

　多くの部署の人間が自宅へ帰る事なく、本部に残る事を選択し、休きゆう憩けい所じよや食堂などに設置されたテレビや、近くにあるパソコンのモニターを見つめている。

　そんな中、昼夜を問わず働き続けるスタッフのために常時開放されている食堂に、トコトコとやって来た少女がいた。

　少女はフンフンと機き嫌げん良よく鼻を鳴らしながらカウンターへと歩み寄ると、

「おばちゃーん、頼たのんでたの取りにきたっすー」

　カウンターの上へ両手を置き、身を乗り出すように中へと呼び掛けた。

「はいよ～、ちょっと待ってな。今、持ってくからね」

　奥の厨ちゆう房ぼうから返ってきた言葉に、少女が待つ事しばし。

　食堂の女性達が、巨大な特注のトレーに大量の料理を載のせてやって来た。

　チキンにフライドポテトにオードブルの盛り合わせ。

　運ばれてきたパーティメニューのオンパレードに、少女は「おお～」と眼を輝かがやかせると、

「こいつは美味おいしそうです。量も食べ甲斐があってバッチリです。おばちゃん達、こんな遅おそい時間なのにありがとうございます」

　へへーと頭を下げる少女に、食堂の女性達はまるで可愛い子供や孫を見るかのように優しい表情で、

「良いよ、どのみち夜勤シフトなんだ。それに、私達もやりたくてやってるんだから」

「そうとも。アンタが食べたいって言うなら、あたし達は何だって用意するさね」

　そう言って「あはは」と笑う。

「いやぁ、もう超ちよう感かん謝しやっす。あ、後でまた洗い物の手伝いしますんで」

　と少女が言って、料理の載ったトレーを片手ずつ持つと、

「あ、待ってティアナちゃん。良かったらこれも持っていっとくれ」

　厨房の奥から、さらにもう一人女性がやって来た。彼女が持ってきたものに、

「おお～、ナポリピザ！　本格を気取って言うならピッツァですね！　もうチーズとかトロトロじゃないですか！」

　呼び止められた少女──ティアナ・ランドハウゼンは歓かん喜きの笑みを浮かべる。

　ロンドンで本格ナポリとは、何ともインターナショナルで結構な事だ。

　しかし、既にこちらの両手は他の料理で塞ふさがれている。

「持てるかい？　何なら部屋まで持っていこうか？」

　女性に気き遣づかわれたティアナはふっと笑って、

「ふっふっふ。ご心配なく。自分、まだ頭が空いてますので。さあ、どうぞ載っけて下さい──夏の太陽の下で被る麦わら帽ぼう子しのように！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶかい……？」

「勿もち論ろんですよー。さあさあ！」

　明るい声で促すと、女性は不安そうにしながらもこちらの頭の上にピザを載せたトレーを置いてくる。ティアナは抜群のバランス感覚を発揮し、完全にトレーを安定させると、

「では、有あり難がたくいただいていくっす──おばちゃん達も、良い夜をー」

　そう言って食堂を後にした。

　そのまま本部ビルへと戻り、廊下を歩いていると、

「お、何だ。料理が独りでに歩いてると思ったら、ティアナじゃないか」

「やあティアナ、今日も良い笑顔だ。さてはまた料理をこっちに持ち込むつもりかい？」

「あら凄い量ね。それだとエレベーターのボタンが押せないでしょ。手伝ってあげるわ」

　すれ違う人が、次々に気さくに声を掛けてくる。

　コクーンの宿敵ともいうべき朱の黄昏の団員である、ティアナに対して。

　彼らの態度は、いずれも仲間に接するかのようなものだった。

　──勿論、彼らがティアナの素す性じようを忘れた訳ではない。

　ティアナの首には今も、概念能力を封ふうじるチョーカーが嵌はめられている。

　しかし、ティアナがこのコクーン本部へ連れて来られてもうかれこれ二年になる。

　その時間は、明るく天てん真しん爛らん漫まんなティアナをこの場所へと馴な染じませるには充じゆう分ぶんだった。

　今ではこのコクーン本部の多くのスタッフが、ティアナの存在を受け入れている。

　エレベーターを降りたティアナは、女性スタッフに礼を告げると、目的の部屋へと向かった。それはこの二年で、ティアナが使用する事を許された部屋だ。

　まあ正確には──この部屋はティアナと共にこの本部へやって来た青年に与あたえられたオフィスで、彼と一緒に居る事が多いティアナにも使用許可が下りているだけだが。

　首に提さげていたＩＤパスを器用にかざすと、自動ドアが横へスライドした。

「はーい、ただいまっす～」

　明るい声で部屋の中へと足を踏み入れる。しかし、ティアナを迎えたのは静せい寂じやくだった。

　だからティアナは持ってきた料理を、部屋の中央にある応接用テーブルの上に置くと、

「むー。さては、まだ向こうにいるっすね」

　口をへの字にしたティアナは、やれやれとばかりに部屋を出た。

　そして向かったのは本部ビルの地下。戦闘訓練が行なえるトレーニングルームだ。

　パスで扉を開けて中に入ると、そこは戦闘訓練のメニューを設定できる機材が並ぶコントロールルーム。奥のトレーニングルームと、物理・魔法両方の衝しよう撃げき吸収効果のある有機ガラスを隔てられたその部屋には、一人の先客の姿があった。

　見覚えのある、自分と背せ丈たけの近いその背中に、

「おや……クリスちんじゃないですか。お久しぶりです。本部に来てたんすねー」

　ティアナが軽い口調で呼び掛けると、クリス・テンペストはこちらをチラリと振り返り、

「……あのさ。前から言ってるけど、その呼び方何とかならない？」

　最年少の幼いコクーンは、心底嫌いやそうに言った。

「まあ……別にどうでも良いけどさ」

「なら良いじゃないっすか。可愛いですし」

　コクーンと朱の黄昏。

　互たがいにそれぞれ世界の頂点に立つ二人の会話は、しかしそこで打ち切られた。

　特殊な有機ガラスの向こうにあるトレーニングルームから、轟ごう音おんが響ひびいたからだ。

　それは戦いの衝撃。

　トレーニングルームでは現在、一人の青年とトレーニング用プログラムの巨大モンスターが戦闘を繰くり広ひろげていた。

『──────』

　異形のモンスターの身体からは、金色の輝きが放たれている。それはこのモンスターが、プログラムでありながらも高次生命体である事を意味する。

　ここはコクーンのために作られた特別なトレーニングルームだ。彼らが世界最強であり続けるための訓練を行うならば、相応の力を持った相手でなければ意味がない。

　──しかし今、訓練を行っている青年はコクーンではなかった。

　それでも彼は、プログラムとはいえ高次生命体と互ご角かく以上に渡わたり合あっていた。

　そんな青年に、



「ケンちゃん──そろそろ時間っすよ」



　ティアナは近くにあるマイクをＯＮにして呼び掛けた。すると、

『──解わかった』

　こちらに背を向けたまま青年が短く言うと同時──不意に、ガラスを隔てたトレーニングルームが赤い色しき彩さいに包まれた。紅ぐ蓮れんの炎ほのおが、空間の全すべてを埋うめ尽くしたのだ。

　だが音はない。生じた超ちよう高こう温おんが、一時的にトレーニングルーム内の大気を完全に蒸発させている。しかし程ほどなくして、結界によって影えい響きようを受けない空調の循じゆん環かんシステムが新たな空気を室内へと送り込み、徐じよ々じよに大気の焼ける音が聞こえ始めた。

　──本来ならば、絶対障しよう壁へきを持つ高次生命体には通用しない元素系魔法。

　しかし青年の炎は、絶対障壁もろともモンスターを跡あと形かたもなく焼き尽くしていた。

　その直後──一いつ瞬しゆんで炎が消え去ると、高次生命体を相手に傷ひとつ負わなかった青年が、ゆっくりとトレーニングルームを出てきた。

　コクーンや朱の黄昏の強さの象徴ともいうべき固有の概念能力。

　それと同じものを使ってみせた青年に、クリスが僅かに感心したように、

「『火鳥風月』だっけ……大分使いこなせるようになったみたいだね」

「ああ、まだイマイチ不安定な所はあるがな……」

「それでも随ずい分ぶんと成長したっすよ」

　ティアナは感かん慨がい深ぶかそうに、うんうんと頷いて、

「出で逢あった頃はヘタレ爆ばく発はつだったケンちゃんが……凄い進歩です」

「やかましい。それよりも時間なんだろ、さっさと戻るぞ」

「へえ。何だかんだいって、ケンヤも気になるんだね」

「ああ。あれから二年だ。今の凰沢が、一体何を語るのか聞いてみてえ……」

　そう言って、鬼おに塚づか剣けん哉やは歩き出した。

「何せ──立場は、俺おれよりもあの野や郎ろうの方がよっぽど変わっているんだからな」
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　式典開始を直前に控えたノア本部のメインホールで、

「あの……すみません、ここ良いですか？」

　ようやく空いているスペースを発見したイリアは、すぐ傍の席の青年へと問い掛かけた。

　新規所属のメンバーで、まだ着席していないのは最早もはやイリアだけのようだった。

　はっきりいって目立つ事この上ない。コソコソとした声で訊ねたイリアに、

「……ん？　ああ、もちろん構わない」

　と青年はこちらに応こたえて、

「座席の展開方法は解るか？」

「は、はい……えっと確か」

「ＩＤカードでメインホールのシステムにアクセスして承しよう認にんを得るんだ。それで、君が立っている傍の床ゆかから席が出てくる」

　青年の言う通りに、イリアはＩＤカードの端たん末まつ機能を使用してメインホールのシステムへと入り、座席使用の承認を申しん請せいした。

　すると数秒後──システムによる承認がなされ、床から座席が迫せり出してくる。

　イリアはそそくさと席に座って、

「ありがとうございます、助かりました……えっと」

「ライルだ。ライル・アーバイン」

　青年は笑顔と共に手を差し出してくる。イリアその手を握にぎりながら、















「ど、どうも。イリア・レイノルズです。よろしくお願いします、アーバインさん」

「ライルで構わない。同じ新規所属の仲間同士なんだ。堅かた苦くるしいのはなしにしよう」

　とライル。

「気を悪くしないなら、君の事はイリアって呼んでも？」

「あ、はい……どうぞ」

　気さくに話はなし掛けてくるライルに、イリアは頷うなずきを返した。

　するとライルは、からかう口調で、

「しかし新規所属は、控え室しつに三十分前に集合だったのに……こんなギリギリに、しかも直接会場へ来るなんて、大物だなイリアは」

「う……それ、先刻も別の人に言われました」

　しかも最高幹部から直接だ。やはり初日に失敗というのはマズかった。後で家に帰ったら、こんな大事な日に壊れた薄はく情じよう者ものの目覚まし時計に、たっぷりと八つ当たりをしよう。

　ぐぬぬ、とイリアが方向違ちがいの復ふく讐しゆう心しんを燃やしていると、

「でも意外だな──君みたいな普通っぽい娘こが、このノアに参加しようと思うなんて」

　と、しみじみ不思議そうにライル。

「えっ、私ってそんな没ぼつ個こ性せいですかね……？」

「ああ悪い、そういう意味じゃない。何せ初日から遅ち刻こくしてくる位だしな。その時点で既すでに、個性が弱いって事はないと思うぞ」

　そうじゃなくて、

「ほら、周りを見てみると良い。皆みな、俺らと同じように今日からこのノアに参加しようって連中だ。どいつも、この世界を変えてやろうって気き概がいに満ちてる奴やつらばっかりだろ？」

　言われて見てみれば、確かにライルの言った通りだった。

　今日から所属する新規メンバー達の表情は、いずれもやる気と使命感に溢あふれている。

「それに比べて君は、何ていうのかな……変に雰囲気が大人しいというか控え目めというか、ニュートラルすぎる感じがするんだよ」

「し、失敬なっ。私だってやる気はバリバリ有りますよっ？」

　握った両の拳こぶしを、前後にブンブン振ふりながらイリア。

「いやっ、すまない……気を悪くしないでくれ」

　ライルは、こちらの剣けん幕まくにややたじろいだように言って、

「そうだよな。じゃあイリア、やっぱり君も二年前の彼かれの言葉に共鳴して参加を？」

「二年前の言葉……というと」

「決まってるだろ。二年前のＪＰＮバベルの騒そう動どうの際、世界に向けて語り掛けた氷神京也に、彼が──凰沢暁月が真っ向から反論したあれだよ」

「ああ、あれの事ですか……」

　ライルの言葉に思い至ったイリアの反応に、

「？　ひょっとして君は違うのか？　俺は、あれを聞いたからこのノアへ来る事を決意したんだが。それこそあの時の音声データは、携けい帯たいプレーヤーに入れてある位だ」

「そ、それは凄すごいですね……私はそこまでは──はっ？　ひょっとして、ここに居る皆さんも全員そうしてるんでしょうかっ？　だからライルさんは、私にやる気がないとっ？」

　だとしたら、確かに自分は周囲と比べて気合いが足りてないのかもしれない。

「いや、流石さすがに俺おれみたいな真似をしてる奴はあんまり居ないと思うが……でも、ここに居る連中の多くは、あの時の彼の言葉が参加動機になっていると思うぞ。そりゃ国や地域によってはリアルタイムで聞けなかった奴もいるだろうけど、当時はネットを中心にニュースでも取り上げられたし、今でもオンライン上には当時の会話データのコピーが残ってるしな」

「そうですね……」

　確かに。氷神京也が起こしたＪＰＮバベルのクーデターの件については、コクーン主導で情報封ふう鎖さが行なわれたが、それでもインターネット上の全てを取り締まる事はできない。

　一度でもネット上にデータが上がれば、コピーするのは簡単だ。たとえどれだけ削さく除じよしても、すぐに別の場所で同様のデータが上がる。よって今でも、あの時の暁月と京也の会話データは、ネット上のあちこちに存在していた。

「でも──あの時の彼の言葉が直接の動機じゃないというなら、それこそ君はなぜこのノアに？」

「それは……」

　問われたイリアが、僅わずかに言いい淀よどんだ時だった。

　ふと会場の照明が暗くなったのは。
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　会場の正面前方にある壇だん上じよう──その脇わきにスポットライトが差したのをイリアは見た。

　そこには最高幹部の制服を身に纏った少女が立っている。

　ただし先程イリアを案内してくれた二人とは、また別の少女だ。

　しかし、

　……あ、七なな瀬せ教官です。

　イリアは、その少女の名前を知っていた。イリアがこのノアの選せん抜ばつ試験を受けた際、教官を務めていたのが他ほかならぬ彼女だったからだ。

　凛りんとした美しさを放つ遥はるかは、イリアにとって憧あこがれの存在である。

　……それにしても、ノアの最高幹部はみんな美人さんばっかりですねー。

　イリアがしみじみと思っていると、

『ご来場の皆みな様さま、大変長らくお待たせしました。これより『独立創世機関ノア』の結成式典を開会いたします。司会進行は不ふ肖しよう、第五副総そう帥すいの私──七瀬遥が務めさせていただきますわ』

　会場中に響いた遥のアナウンスに、イリアとライルは姿勢を正した。

　私語をしている場合ではない。ついに結成式典が始まるのだ。

『それではまず、このノアの総帥──凰沢暁月より、本日の正式な組織結成につきまして、ご挨あい拶さつをさせていただきます。新規所属の候補生の皆さんは、どうかご起立を』

　遥の言葉に従い、イリア達たちは立ち上がった。取ったのは直立不動の体勢だ。

　……とうとうですよ。

　周囲に僅かに緊張が満ちる中、会場全体が自分達が選んだ英えい雄ゆうの登場を待つ。

　──そして、その時が訪おとずれた。

　舞ぶ台たい袖そでから、一人の青年が姿を現したのだ。

　その刹せつ那な──会場中を割れんばかりの拍はく手しゆが包つつみ込んだ。

　と同時、世紀の瞬間を収めようと一いつ斉せいにフラッシュが巻き起こる。

　長身の青年だった。

　肩まであるボサボサの髪。鍛きたえ抜ぬかれた厚い筋肉で覆おおわれた身体を覆う総帥服。

　それら全てが漆しつ黒こく。そして、不敵な笑えみを浮かべた顔に輝く瞳ひとみまでもが黒い。

　青年はゆったりとした足取りで壇上を歩いてゆく。

　そして中央にある演台の前に立つと、さらに拍手はその大きさを増し、焚たかれるフラッシュも一層激しいものになる。

　そんな世界中からの注目を、壇上の暁月は余よ裕ゆうの笑みを浮かべながら受け止めていた。

　壇上の暁月は言葉を発さない。

　ただ彼は待つ。会場と報ほう道どう陣じんの気が済むまで。ひたすら拍手とフラッシュを浴び続ける。

　十八歳さいの青年とはまるで思えないような貫かん禄ろくと共に。

　──そして、程なくして会場中がある事に気が付いた。

　暁月の言葉を自分達が妨さまたげている事実にだ。

　だから。

　そっと波が引くように、メインホールが静まり返ってゆき。

　完全な静寂が訪れた後──暁月が最初の言葉を発した。

「──よお、どんな気分だ？」

　世界が注目していた最初の一言──その言葉の意味を、イリア達は掴つかめなかった。

　確かに。英語の挨拶には、近いニュアンスのものがある。

　だが暁月が口にしたのは、よくある挨拶の『How are you?』とは根本を異にする。

　会場にいるイリア達に対し、暁月は何を感じているかをハッキリと問うていた。

　とっさに反応に困る会場中に、暁月はふっと笑って告げる。

「おいおいお前ら、折せつ角かくの機会なんだぜ。もっと楽しめよ。今、俺おれ達たちがこうして集まっているこの場所に流れている時間は、恐おそらくその一秒一秒が歴史的瞬間だ。この世界にとっても、そしてこの場にいる誰だれにとってもな」

　だから、

「創設当初からのメンバー、新規所属のメンバー、招待客、報道陣。それぞれ立場は違おうとも、この場にいるという事は、否いや応おうなく歴史の証人になる。敢あえてその瞬間を漫まん然ぜんと過ごすっていうのも贅ぜい沢たくかもしれないが、どうせならこの場の空気をたっぷりと味わって、その身で歴史的瞬間ってヤツを感じてくれ。テレビやネットを通して見る事しかできずにいる連中の分までな」

　その言葉に、

『────────』

　会場内の空気が、一気に緊張感を増した。

　この場所に居るという事が何を意味するのか理解していない者などいない。

　それでも強制的に改めて実感させられたのだ。自分達が今、どんな場所に居るのかを。

　世界のどこに立っているのかを。

　……これが。

　イリア・レイノルズは改めて驚きよう嘆たんする。

　自分とほんの数歳しか年が離はなれていないというのに──これが世界の第三勢力として立てる者なのかと。そして、

「ふむ……良い具合に緊張感も増したみたいだし、そろそろ自己紹しよう介かいしとくか」

　そう言って、新たに世界の頂点の一角へと立った青年が言った。

「ようこそ『独立創世機関ノア』の結成式典へ──俺が総帥の凰沢暁月だ」
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　会場は、壇上の暁月の言葉に耳を傾かたむけた。

　その一挙手一投足を見み逃のがさないよう視線を向けられた暁月は、壇上で苦笑しながら、

「こういう偉えらそうな肩かた書がきも偉そうな挨拶も好きじゃないんだが……とはいえ、やらない訳にもいかないんでな。まあ、ちょっとばかし付き合ってくれ」

　そこまでを言うと、表情を改めて、

「──さて。既に言った通り、この式典には各国のマスコミを招待させて貰っている。恐らく今、世界中がこの式典の模様を見ている筈はずだ。そして、これからさらに多くの世界中の人達へと届くだろう」

　だから、

「そうした事実と絶対の可能性を踏ふまえて、俺はこの組織のトップとして、まず最初に宣言しておく──」

　一息、



「──今のこの世界は間ま違ちがっている、と」



　その言葉に、会場中の空気が一斉に引ひき締しまる。

　たった今──コクーンが司つかさどるこの世界を、暁月は真っ向から否定したのだ。

　その真意を暁月が口にする。

「……俺が生まれた時、この世界は既に悲劇と共にあった。だがそれは、異世界からの召しよう喚かんそのものの事じゃない。俺達は知識として異世界が存在する事を知っていて、召喚される可能性がある事も知っていた。問題なのは、異世界に関するあらゆる情報をコクーンが制限していた事だ」

　と暁月は訴うつたえる口調で、

「無論、向こうで得られる能力や技術はこの世界に大きな影響を及およぼす。この世界の事を一番に考えれば情報は秘ひ匿とくされてしかるべきだし、向こうから戻もどってきた俺達のような連中を隔かく離りする必要もあったんだろう。だが、異世界からの召喚が始まっておよそ三十年。この世界を守ってきた連中は、その裏でずっとあるものを犠ぎ牲せいにし続けてきた」

　何か。

「異世界へ召喚された者と、その家族や仲の良い周囲をだ」

　凰沢暁月は言う。

「いきなり未知の世界へ投げ出だされた俺達は混乱し、深い孤こ独どくに襲おそわれ、絶望する羽目になった。なぜ自分がこんな目に遭あわなければいけないのかと。だが──それでも俺は、異世界に呼ばれた時の事を悲劇と呼びたくない」

　向こうの世界で得た大切な出会いや経験を、否定したくないと言わんばかりに、

「お前らなら知っている筈だ……あちらの世界から戻ってくるのは、生半可な事じゃない。まるで知識のない異世界で、《異界の門》を見つけて返って来なきゃいけないんだからな。恐らく向こうから帰ってきた連中の誰もが、最初に捨てるものは『綺き麗れい事ごと』だ。それからも多くの犠牲を払はらって、払い続けて、それでもなお足りない。にも拘かかわらず、俺達はこうして帰って来られた──何な故ぜだ？　向こうの世界の人達の力を借りて、知識を教わって、どうにか生き延びる事ができたからだ」

　思い出せ、と暁月。

「こっちの世界へ帰って来られたのなら、少なくともあっちで何らかの親切や手助けに接してきた筈だ。未知の世界に放ほうり出された恐きよう怖ふと孤独から、心と命を救われてきた筈だ。俺達がここに居る事──それ自体が、あちらの世界で受けた恩義を証明している。それは、たとえ召喚された世界から戻って来る事ができなかった者が居るからといって、無かった事にはならない。恐らく中には、自分から向こうに留とどまる事を決めた奴も居る筈だ」

　何せ、

「異世界からこっちの世界に戻ってきても、コクーンの特別自治区に隔離される事が決まっているんだからな」

　そこで苦笑を浮かべていた顔を、静かな表情へと変えて、

「事故、病気、災害に飢うえ──どこの世界にも悲劇ってヤツは存在している。そして俺達は、それらに加えて『異なる世界へ召喚される可能性のある世界』に生まれた。それはきっと、自然の摂せつ理りのようなものなんだ。それは一いち概がいに不幸や幸福で語れるものじゃない。仕方のない事なんだ。子が親を選べないように、俺達は生まれる世界を選べない」

　だが、

「だからといって、諦あきらめなきゃいけない訳じゃない。ただ悲劇を受け入れなきゃいけない訳じゃない──大切なのはそうした悲劇に際した時、どのように対処するかなんだ」

　だけど、

「俺は断言する。今のこの世界はその対処を、対応を誤っていると。何の準備もさせずにただ異世界に飛ばされる事を良しとし、必死に生き延び向こうから戻ってきた者を管理という名目で隔離する今のこの世界の在り方は、断じて認める事はできない。それを主導し推進するコクーンも、それを受け入れている新国連も」

　何故ならば、

「連中が守る世界の中に、俺達や俺達の家族は入っていない。お前は選ばれたのだと、お前の家族は選ばれてしまったのだと。だから運が悪かったと諦めろと──そう言って、俺達に絶望を強しいてきた。本人がどれだけ嘆なげこうと、家族がどれだけ訴えようと、決して聞き入れてはくれなかった。それがこの三十年、コクーンの管理下で行なわれてきた、この世界の絶望の螺ら旋せんだ」

　重ねられた暁月の言葉に、

『……………………』

　会場はいつしか吐と息いきさえ聞こえぬ静寂に包まれていた。

　それはこの場に居る者達の同意が生んだ、深く重い沈ちん黙もくだ。

　ある者は唇くちびるを噛かんでいた。

　ある者は悲痛な表情を浮うかべていた。

　そして、ある者は拳を握りしめていた。

　──そんな中、壇上の暁月が言った。

　それは会場に立ちこめた重い空気を一変させる言葉。

　力を込めた声こわ音ねで告げる。

　前を向いて、

「俺がこの場所に立っているのはな──そんなこの世界を変えるためだ」
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「だから──はっきりと宣言しておく。俺は諦めないぜ」

　メインホールに力強い声が響く。

　その発信源は、壇上の暁月だ。

　イリア達が見守る中、暁月は熱く語りかける口調で、

「たとえコクーンが秩ちつ序じよのために俺達の声を切り捨てても、朱あけの黄昏たそがれが自分達以外の力のない者を見捨てても、俺は絶対に諦めない。悲劇を黙だまって受け入れるしかない、こんな世界を認めてたまるかよ」

　静かに感情を燃え上がらせるような声で、

「泣いている奴がいる。泣きたいのに泣けない奴がいる。そうやって絶望して、諦めて、死んでいく奴らがいる。そういった連中が、この世に生まれた事を喜べるような世界を俺は諦めない。きっと方法はあるんだ。それなのに、誰もがもう諦めちまってる。一部の連中が手前勝手に決めた事に逆らえずに、悲劇と絶望を受け入れちまっている。それがこの世界の摂理で、歴史になろうとしちまっている。そうする事で、確かにこの世界は安定している部分があるのかもしれない」

　でもな、と暁月。

「どいつもこいつも、ふざけるんじゃねえ。俺達があっちの世界で得た経験を、生き延びるために手に入れた力を、勝手に悲劇で終わらせてんじゃねえよ」

　ギラリと瞳に力を込めて言った暁月に、会場中が息を呑のんだ。凄すさまじいまでの圧力。広いメインホール内が、まるで戦場の空気へと変わったかのようだった。

　しかし。同時に会場中の多くの者が、ふと同じ感覚を得た。

　それは腹の底から湧わき上あがる、燃えるような熱い感情だ。

　暁月が言っている事──彼の抱いだく想おもい。

　それに共感し、賛同したからこそ、自分達は今ここに居る。

　この世界の在り方を否定しようと、少しでも世界を正しいものへと変えられるように。

　誰もが顔を上げ、壇上の暁月を興奮した面おも持もちで見つめる。

　それを見た暁月はニヤッと笑って、

「そうだ。解ってるじゃねえか。この世界を悲劇から守れるのは、コクーンや朱の黄昏じゃない。俺達だけだ。俺達だけが、この世界を絶望から救い出す事ができるんだ！」

　おお、と低く応じる声が会場内の空気を揺ゆらした。

　暁月の言葉が聞く者の心を昂こう揚ようさせ、熱気となって燃え上がる。

　そして、

「今が立ち上がる時だ！　間違っているこの世界に、間違っていると気付かない振りをしている腐くさった連中に反逆しろ！　俺達が得た力はこの世界を救うためにある！」

　そうだ。

「行くぞ。コクーンや朱の黄昏を叩たたき潰つぶす！　俺達が──正義だ！」

　放たれた暁月の決定的な言葉が、会場のボルテージを最高潮へと押おし上げて。

　──ふと、誰かが暁月の名を叫さけんだ。

　すると、それまであった場内の秩序は崩ほう壊かいし──メインホールは興奮の坩堝るつぼと化す。

　繰り返かえされる『凰沢暁月』『ノア万ばん歳ざい』の大合唱。

　それは歴史的な瞬しゆん間かんに立ち会い、さらには参加している喜びの解放だった。

　だから、

「ふっ、はは、はっはっは……」

　そんな興奮に沸わくこちらを見て、胸を反そらせて笑っていた壇上の暁月が、



「…………なんてな。そんな訳ねーだろ」



　ハッと吐はき捨すてた言葉が、歓かん声せいに沸く会場を固まらせた。

　意味が解らず呆ぼう然ぜんとなる事しかできずにいる者達に、暁月が言ってくる。

　フンと鼻で笑って、

「聞こえなかったか？　俺達が世界を救うとか、俺達が正義だとか──そんな都合の良い話があるかって言ったんだよ」
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　凰沢暁月は、興奮を引っ繰り返され呆然となる会場を見下ろしていた。

「お前ら、こんな馬ば鹿かみたいな話を真に受けてんじゃねえよ……俺達ゃ怪あやしい政治屋や宗教じゃないんだぜ」

　苦く笑しようする。

　すると思考を混乱させている者が大半の中──会場の一角に、暁月と同じ笑みを見せている者達がいた。この二年の間、暁月達と共に設立に携たずさわってきた者達だ。

　ニヤニヤと笑う仲間達が浮かべるのは、いずれも「してやったり」の表情。

　暁月が先さき程ほどのような事を本気で思っている筈がないと、彼らは当然のように解っているのだ。だから暁月は、まだ解っていない者達へと告げる。

「言っておくが、俺は世界を救うなんてつもりはない。今のシステムをぶっ壊こわして、この世界を混乱の渦うずに陥おとしいれる──それが俺の目的だ」

　だから、

「もし英雄志願ならコクーンに付きな。その方がよっぽど世界から感謝されるだろうぜ」

『…………………………』

　何が起こっているのかまだ解らずに居る面々に、暁月はやれやれと笑いながら、

「驚おどろかせて悪いな。でもこいつは事実だ。俺は世界を救わない。正確には救えない、だな。俺はただ、間違っている事を突つきつけて、認めさせて、皆でもう一度この世界の在り方について話し合って決めていきたいだけだ」

　無論、

「誤解のないように言っておくが、先刻まで言っていた事の全てが嘘うそって訳じゃない。この世界は間違っていると思うし、異世界に召喚された事のある人達やその家族への想いも、それをコクーンや朱の黄昏みたいに切り捨てたり諦めたりしたくないってのも本当だぜ」

　だがな、と暁月。

「だからといって、それで俺達が正義って事にはならねえだろ」

　会場が息を呑んだのを暁月は聞いた。

　……そうだ。それで良い。

　彼らが緊きん張ちようを得たという事は、こちらの言った事に聞く耳を持っているという事だ。

　当然、新規所属のメンバーについては入念に適性をチェックして決めている。

　彼らの人間性に問題はないだろう。

　──しかし、それでも『勘かん違ちがい』は起こり得るのだ。

　世界を良くするために。苦しんでいる人々を救うために。

　そういった崇すう高こうな目的は、時として人の思考を狂くるわせる。

　自分達は正しいのだと。自分達は間違っていないのだと錯さつ覚かくさせるのである。

　酔よわせる、と言っても良い。

　だが──それだとこれから倒たおそうとしているコクーンと本質的には変わらない。

　それでは駄だ目めなのだ。

　よって暁月は会場と、そして世界へ向かって語りかける。

　今こそ己おのれの考えと、立場を示す。

「……弱い者、虐しいたげられている者ほど、変化を恐れ、現状維い持じを望む。長い苦しみに抗あらがう力を失い、今以上に状じよう況きようが悪化する事を恐れるからだ。それでも現状の苦しみを受け流し、誤ご魔ま化かす術は辛かろうじて持っている。それが、俺達が直面しているこの世界の悲劇だ」

　静かに、しかしはっきりとした声で、

「ようやく自分を偽いつわれるようになった。誤魔化せるようになった。だから、どうかもう自分達を放っておいて欲ほしい。そっとしておいて欲しい……ってな。でも、俺達のやろうとしている事は、そういう力を持たない人々から恨うらまれ、疎うとまれるぜ。何せようやく諦めた奴らの首根っこを掴んで、諦めるなと強ごう引いんに立ち上がらせるようなもんだ。俺達は、俺達が助けたいと思う人々から恨まれる事になる──余計なお世話だってな」

　だから、

「はっきり言っておく。俺達がこれからやるのは負まけ戦いくさだ。保証する。俺達は絶対に報われない。命を懸かけて、世界に反逆して、それでも守りたい誰かのために戦うが、その誰かからは恨まれる。それが俺達の戦いだ」

　だが、と暁月。

「それでも俺は止まらない。何度だって言う。今のこの世界は間違っていると」

　何故ならば、

「俺の家は、異世界の召喚が絡からんで崩壊した。病びよう床しようの妹は、この世界は間違っているって泣きながら、俺の目の前で死んでいった。その頃ころの俺には、まだ今のような力はなかったからな……俺にできたのは絶望だけだったよ。だから決めたんだ。もう二度と、あんな悲しい涙なみだは見ないと。それが俺の行動原理だ。そのためなら、俺は何だってやると決めた。それこそ、この世界を敵に回す事になろうともな」

　止まらない。

「あれから多くの奴らに会った……異世界へ行き、戦えるだけの力も手に入れた。だから俺は、俺の我わが儘ままを通す。誰かのためになんて綺麗事は言わない。泣いてる女のためでもない。俺が女の涙を見たくないからやるんだ。それが正しいか間違っているかは解らない。それでも俺はやると決めたし、自分が決めた道を信じる事にした」

　聞けよ、と暁月。

「だからお前らも、自分が信じるものを信じろ。自分が本当に守りたいもののために、その障害となるものと戦え。この世界は酷ひどいもんだが、かといって捨てたもんじゃない。自分の未来を決める選せん択たく肢しは案外少なくない筈だぜ。コクーンと一いつ緒しよに秩序と理性を重んじるのも良いだろう。朱の黄昏のように自由と理想を追い求めるのも良い。勿もち論ろん、それ以外の自分だけの道を見つけたって良いんだぜ。もしお前達の信じた道が、俺達の敵に回るものだったら、そうすれば良いんだ」

　そこで暁月は一度言葉を切って、

「だから、このノアを選ぶのならこれだけは言っておく──世界を救おうと思うな。英雄を望むな。勇者になろうと思うな。自己犠ぎ牲せいなどと誇ほこるな。俺達は正義の味方じゃない。俺達は、俺達以外にはなり得ない。たとえコクーンを倒し、朱の黄昏を押さえたとしても、その時この世界にはもう俺達の居場所はないと思え。それが俺達ノアの果たすべき目標であり、存在意義だ。もしお前らの感情が、お前らの望む未来が、このノアと同じ方向にあるのなら。そういう馬鹿は、良いぜ……付いてこいよ。一緒にやろうぜ」

　ただし、

「勝っても負けても、恐らく俺達は歴史に汚お名めいを刻む事になる。その事の意味を、もう一度よく考えてみてくれ。港には船も用意している。俺の話を聞いて迷いが出たなら、まだ間に合うからこの島を離れた方が良い。自分の人生を、他人の馬鹿に巻き込まれて台無しにする必要はねえからな」

　だから、

「十分やる。もう一度だけよく考えろ──この世界と、そして自分の未来をどうしたいかを。そして俺達と違う道を行くなら、十分以内に会場を出てくれ。扉とびらは開けておく。引き留めないし、危害も加えないから安心してくれ。マスコミと、そのカメラを通して世界中が見ているからな」

　そう言って、会場の扉が開放されたのを確かく認にんすると、暁月はふっと眼を閉じた。

『────────』

　と同時、会場が俄にわかにざわめき出す。

　それは会場に、確かな迷いが生じた事を意味する。

　だが、暁月はそれで良いと思う。

　悩なやんで、迷って、そして自分の本当の答えに辿たどり着ついて欲しい。

　それを世界に改めて考えさせるのが、自分の目標なのだから。

　よって、暁月は錬環勁氣功の使用を完全に停止した。

　会場内の氣の動きや迷いを感じないようにするためだ。

　全すべての答えは十分後──自分が眼を開けた瞬間に解わかれば良い。

　──すると、時間の経過と共に徐じよ々じよに会場のざわめきが小さくなっていった。

　一人一人の心が次々に決まってゆく。

　そして暁月が口にした十分という時間が経過する頃には、会場は静まり返っていた。

　だから、

「………………」

　暁月は無言で、ゆっくりと瞳を開けていった。

　見る。

　先程までそこにあったもの──それと全く変わる事のない光景を。

　こちらを見る彼らの表情は、創設メンバーも新規メンバーも固い決意に溢れていて。

　自然と浮かんだのは苦笑だった。

「ったく、どいつもこいつも──知らねえぞ、どうなっても」



　──だから、これが第二部の幕開け。

　凰沢暁月。十八歳。職業・反世界組織総帥。

　異世界アレイザードから帰き還かん後、ＪＰＮバベルで起きた氷神京也のクーデターを阻そ止し。

　世界の頂点、コクーンと朱の黄昏に続く第三勢力『独立創世機関ノア』を設立し、

　かつてノルンチェックが彼の未来に見た、覇王の道を歩き出す。

　ただ一つ──決して譲ゆずる事のない、己の美学を胸に抱きながら。















　　　　　　──さあ、いよいよ舞ぶ台たいは整った。

　　　　　　後はただ──駆かけ抜けるだけだ。







　　　第一章《純じゆん粋すいな新人の戸と惑まどい》
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　演説を終えた暁月あかつきが壇上を去った後も、会場は興奮と熱気に包まれていた。

　いつまでも鳴なり止やむ事のない拍手は、この場に集った者達の想いそのものだ。

　これから自分達は、凰おう沢さわ暁月という男と共に戦っていくのだと。

　それでも、やがて徐々に拍手の波が収まってきた頃、

『盛大な拍手、感謝致いたしますわ──ですが、そろそろ次のプログラムへと進ませていただきます』

　と進行役の遥はるかが告げた。

『このノアには、総帥である凰沢暁月の補ほ佐さとして、末席の私を含ふくめた五名の副総帥がおります。本日はそのトップ──第一副総帥の凰沢美み兎うが、私達を代表してご挨拶させていただきますわ』

　その紹しよう介かいに、壇上の上手から一人の少女が姿を現した。

　再び沸き起おこる拍手の中、

　……あの人が。

　イリア・レイノルズは内心、僅かな驚きを得た。

　壇上に現れたのが、先程イリアを助けてくれたあの少女だったからだ。

　無論、最高幹部の制服を着ていたため、要職に就ついている事は確かだったが、

　……彼かの女じよが、凰沢美兎……。

　その名が特別な意味を持つ事を、イリアは理解している。恐らくは、この会場に居る誰もが知っているだろう。会場内を、暁月の時とは別種の緊張感が満ちてゆく。

　そんな会場の雰ふん囲い気きを感じたのか、演台の前に立った美兎は、少しだけ困ったように微苦く笑しようをした後、

「えーと……まずは、この映像を見ている世界中の皆みなさんに自己紹介をします。初めまして。このノアの第一副総帥をしてます、凰沢美兎です」

　そう言って、ゆったりとした口調で話し始めた。

「姓せいが同じなので解ると思うけど、ボクは凰沢総帥の妹です。でも、それはボクがこの世界に来てから暁月総帥──ボクと区別するために敢えてそう呼ぶけど──彼かれが、この世界で生きてゆく事になったボクにくれた名前であり立場です」

　美兎は、自分の豊かな胸に手を当てながら言う。

「ボクはかつて、アレイザードという世界で、魔ま王おうの娘むすめとして生まれ、育てられてきました。暁月総帥は、この世界からアレイザードに召喚され、そして魔王である父と戦い勝利した勇者です。そんな父の仇かたきでもある彼と行動を共にするようになったのは、亡なき父が死の際に遺のこした言葉があったから──許されるなら、自分を倒した者と共に生きろ、と」

　イリア達、聴ちよう衆しゆうは聞く。

　敗国の王女──それも魔王の娘がアレイザードに残れば、辿る末路はどれも悲ひ惨さんなものしかない。そんな中、暁月は敵である魔王の最後の願いを聞き入れ、美兎を極ごく秘ひ裏りにこの世界に連れてきてくれたのだと。

「だけど、この世界に連れて来て貰もらった後も、ボクの存在は争いの種になりました。そして、それはボクが魔王の娘だからという、アレイザードとの因いん縁ねんだけが原因じゃなかった。ボク自身も知らなかった秘密が、ボクの中にはあって……そのせいでボクは二年前、かつてＪＰＮバベルを統とう括かつしていたコクーン、氷ひ神かみ京きよう也やさんに狙ねらわれた。その時の事は、この会場に居る皆さんならよく知っていると思います」

　そこで言葉を一いつ旦たん区切り、そして美兎は言った。

「ボクは──超ちよう高こう位い次元生命体だったんです」
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　超高位次元生命体。

　それは、コクーンが極秘裏に推進していた『Ｙ計画』の要となる存在だ。

　元素系魔ま法ほうを司る精せい霊れいなどを凌りよう駕がし、あらゆる魔法を無効化できる絶対障しよう壁へきを持つ高位次元生命体──それをさらに上回る力を持つ超高位次元生命体は、言わば神にも等しい力を持つとされており、本来ならばこの下位次元の世界に顕けん現げんする事はほとんどない。

　そんな超ちよう高こう次じ生命体をこの世界に呼び寄せ、あらゆる事象をコントロールする。それが、この世界から争いや苦しみをなくすためにコクーンが進めている『Ｙ計画』だった。

「でも──超高次生命体としてのボクの力は、コクーンの『Ｙ計画』を完全に実行できる程ほどのものではなかった」

　美兎は言う。超高次生命体といっても、秘ひめられている力の大きさには個体差があり、自分の力は全ての事象を司れるようなレベルではなかったと。

「それでもコクーンや朱の黄昏を超こえる力を手に入れられるからと、氷神京也さんはボクを捕とらえて利用しようとした……でも暁月総そう帥すいが、そんな氷神さんを倒してボクを助け出してくれた。それが、皆さんも知っている二年前の事件の概がい要ようです……」

　そこまでを言うと、美兎はスッと瞳を閉じた。そして、しばし間を置いてから眼を開け、

「でも、ボクがあの人に──暁月総帥に助けられたのは、何もその時が初めてじゃない。何度も危ないところを助けられて、何度も命を救って貰った。豪ごう快かいなところばかりが目立つけど、あの人は誰よりも優やさしくて。そんな彼の迷めい惑わくになりたくなくて、自分から離れようとした事がありました。それこそ、命を捨てようとした事も……でも、その度に彼はボクを助けてくれた。ボクが泣いていたら、どんな時でも駆けつけてくれた。ボクを含めたノアの五人の副総帥は、誰もがそうやって彼に助けられた事がある人ばかりです」

　その言葉に、

「…………うん」

　会場からは見えない位置にある壇だん上じようの隅すみで、一人の少女がそっと頷うなずいた。

　かつてアレイザードで、シェルフィードの至宝と謳うたわれていた少女。

　美兎と同じく、暁月にこの世界へと連れて来られたリスティ・シェルフィードだ。

　そして、壇上の美兎がどんな想いで言葉を紡つむいでいるかを知っているリスティは、

　……頑がん張ばって。

　心の中で念じるように、美兎へと声せい援えんを送った。

　美兎が今しているのは、このノアの関係者に対して彼女が避さけて通れない試練。

　暁月とノアにとって、己の存在が足あし手で纏まといや迷惑になりかねない事への告白だ。

　──この二年、暁月やノアに付こうとする者を減らすため、コクーンは幾いくつかの手を打ってきていた。そして、彼らが攻こう撃げき材料の一つとして槍やり玉だまに挙げたのが美兎だ。

　コクーンや朱の黄昏の打だ倒とうを掲かかげる野心家ともいうべき暁月が、強大な力を持つ超高次生命体である美兎を抱かかえている──この状態は危険すぎる。ともすれば、これまで保たれていたこの世界のバランスを崩くずし、絶対的な支配者を生み出してしまいかねない、と。

　強さは力だ。だが、強すぎる力は恐怖の対象にもなりうる。

　無論──ＪＰＮバベル崩壊後も人工島に残り、ノアの設立に携わった者達たちの中に、美兎を恐れる者はいない。彼女が誰よりも優しく、そして誰よりも暁月を想っている事を知っているからだ。本日付で、ノアに所属する新規候補生も、それは承知の上だろう。

　──だが、残念ながら美兎をよく知らない人達はそうは思わない。

　美兎の人となりを知らない者にしてみれば、美兎は今も、京也がコクーンを裏切ってでも手に入れたいと考えた危険な存在でしかないのだ。

　だが、世界が暁月の存在を知らなかった二年前までならともかく、今の暁月はこの世界を変えようとしている第三勢力である。しかも朱の黄昏は、自分達さえ良ければそれで構わないという自由気ままな存在のため、正面からコクーンとぶつかるのは自分達ノアだ。

　暁月は自分達の戦いを負け戦と評しているが、それでも世界から完全に拒きよ絶ぜつされては戦っていけない。無論、何も知らない民衆を味方に付ける事ほど難しい事はないが、

　……それでも。

　リスティは思う。自分達は決して諦めないと。

　誓ちかったからだ。凰沢暁月と共に生き、彼の目指す未来を共に作ってみせると。

　そのために世界の信しん頼らいが必要ならば──自分達はそれを得てみせる。

　何があっても。

　そして、リスティと想いを同じにしている美兎は言った。

「今のボクは多分、この世界で最も厄やつ介かいで、そして面めん倒どうな存在だと思う。ボクが居る事で生まれてしまう争いだってある位だもの。それでも暁月総帥は──あの人は、ボクを守るって言ってくれて、そして本当に守ってくれている。彼の守りたいものの中に、ボクを入れてくれている。ボクなんかと関かかわらない方がずっと楽なのにね。他の皆もそうだよ。これまでと何一つ変わる事なく、ボクと一緒に居てくれる。だからね──今度はきっとボクの番だって思うんだ」

　優しい瞳ひとみに力が宿り、口調に熱を込めて。

　美兎が告げるのは宣言だ。

「だからボク──凰沢美兎は、凰沢暁月を支えるために戦うよ。超高次生命体の力を彼に利用される訳じゃない。彼と共に戦う仲間の一人として、彼と一緒に戦う。彼を信じて、付いて行くと決めたから。──別に今、許してくれなくて良い。認めてくれなくて良い。でも、どうかその事を覚えておいて。そして、あの人やボク達の戦いがどういう結末を迎むかえるかはまだ解らないけれど……その時が来たら思い出して下さい」

　一息、

「何故ボクやここに居る皆が、自分の全てを懸けてまで凰沢暁月と共に戦う事を選んだのか──その理由が、きっと解ると思うから」

　美兎が想いを向けた先は、彼女を映しているカメラの向こう側──その先に居るであろう世界中の人々だった。

　──しかし、その想いは、美兎の言葉を直接聞いていた者達にも確かに届いていて。

　まず控ひかえめに数度だけ、乾かわいた音が打ち鳴らされた。

　だが、遠えん慮りよがちだったのは一いつ瞬しゆんだ。

　あっという間に連れん鎖さ反応が起こり、一気に会場中を拍はく手しゆの渦が包つつみ込んだ。
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　美兎が自分の想いの丈たけを言い切ったのを、七なな瀬せ遥は見た。

　……やっぱり、美兎に任せて正解でしたわね。

　彼女が最後に口にしたのは美兎一人の想いではない。

　遥や千ち影かげ、葛くず葉はやリスティら全員が抱いている想いそのものだ。

　念のため会場内にはサクラを配置してあったが、暁月の時も、美兎の時も、彼らを使う必要はなかった。

　……まあ、当然ですわよね。

　自分達は、伊達だてや酔すい狂きようでこんな真ま似ねをしている訳ではない。

　己の全てを懸けているのだ──それだけの想いが、届かない筈はずがない。

　暁月が序じよ盤ばんに、とんでもないアドリブをかまして煽あおりを入れたため、式典は当初の予定からかなり進行が遅おくれている。このままだと、テレビ局の中には最後まで式典の様子を映せないところも出てくるだろう。

　しかし、七瀬遥は構わない。この場に居る者のほとんどがこちらに好意的であるとはいえ、それでも自分達の想いに、こうしてやらせなしに応こたえてくれている者達がいるのだ。

　メディアには、この様子をたっぷりと放送して貰わなくては。

　してやったりの遥に対し、

「あ、あの……ありがとう、ありがとうございますっ」

　自分の存在が受け入れて貰えるか、やはり不安だったのだろう。

　壇上の美兎は予想以上の反応に驚いているようだった。最近の美兎にしては珍めずらしく、やや興奮気味に頬ほおを紅潮させている。

　……やっぱり緊張していたんですのね。

　どれだけ頼たのもしくなっても、根っこの部分が変わる事はないのだ。

　美兎の初うい々ういしさを感じさせる反応に、会場内の拍手はさらに大きくなった。すると、

「あ、そうだ……えっと新規候補生の皆さん。正式所属、おめでとうございます」

　ふと思い出し、ついでのように言った美兎に、会場内に笑いが起きた。

　先程までと比べて、確実に距きよ離り感が縮まっている。

　よって七瀬遥は、心の中で確信を得る──間ま違ちがいない、この式典は成功だと。

　まあ当然と言えば当然だ。何せ自分を始め、多くのスタッフがこの日のために入念に準備を重ねてきたのだから。美兎ら他の四人にも手伝って貰ってはいるものの、それでも式典の大半は遥の仕切りだ。

　そして万ばん全ぜんを期すため、司会進行役も自分で務める事にしたのだが、

　……やりましたわよ！

　良くやった。偉えらいぞ私。

　あと少しだ。このまま何事もなく上う手まく行ったら、暁月にたっぷりと褒ほめて貰おう。

　失敗した自分をお仕置きする暁月も好きだが、やはり自分は暁月に褒められたい。

　表情には出ださないまま、心を躍おどらせる遥の視線の先では──美兎が新規メンバーへの言葉を続けていた。



　　　　　４



「皆さんは今日、ボク達ノアの一員になりました。これからボク達は、運命を共にする仲間です」

　美兎が言葉を区切る度、巻き起こる拍手。それら全てが、自分達への賛同だ。

　凰沢美兎は感じる。自分達は今──確かに想いを一つにしていると。

「これからのボク達にとって必要なのは、たとえ何があろうと揺らぐ事のない信頼関係です。だから、どうか暁月総裁を──あの人を信じて欲しいんだ」

　拍手。

　その反応に、美兎はこの上ない満足感を得た。

　──だがまだだ。自分達はもっと上に行ける。もっと先に行ける筈だ。

　だが、こういう時にアレイザード出身で、こちらの世界の知識や言葉に疎い自分がもどかしかった。この二年、色々と勉強してきたが、それでもまだ知らない事が多すぎる。

　……ええと。

　美兎は思考をフル回転させる。

　何か良い言葉はないだろうか。もっとこう、皆の感情に強く訴うつたえられる言葉は。

　……あ。

　そこで──ふと美兎は、来らい賓ひん席せきの中に和服姿の少女を見つけた。

　それは自分達のスポンサーであり、そして後うしろ盾だてでもある嵐あらしノ宮みや貴たか子こだ。その隣となりには、精神感応石の原料を供給してくれているアルハゼンの黒くろ野の亞あ衣いの姿もある。

　彼女らは、二人共ノアに力を貸してくれている心強い協力者達。

　そんな二人の姿を見て、

　……あ、そういえば。

　美兎の脳のう裏りに、ふと閃ひらめいた言葉があった。

　貴子がこの人工島へ財産や人材を引き連れ、本格的に移住してきてからは、彼女とはほぼ親しん戚せき付き合いのような関係ができている。

　当然、美兎達たちは貴子に付き従っているメイド達とも仲良くなった。そんなメイド達の中でも、特に如月きさらぎ沙さ耶や香かという少女から色々な事を教わったのだが、その中に確かぴったりの言葉があった筈だ。

「えっと……なので、新規メンバーの皆さんには、ぜひお願いしたい事があります……」

　少し言葉を迷わせたのは、ここで間違う訳にはいかないからだ。

　……確か。

　凰沢美兎は、教わった言葉に誤りがないか、脳裏で何度も繰くり返した。沙耶香からはみだりに使うと危険な言葉だから、絶対に暁月にしか言ってはいけないと言われていたが、

　……でも、ここに居いる人達なら良いよね？

　これから自分達の仲間になる新規メンバー達になら、同じ事を望んでも良いだろう。

　それに。もしそれ程までに強い言葉ならば、それこそ世界中に発信する事で、自分の覚かく悟ごを広く知らしめる事もできる──つまり何の問題もない。あるのはただ必然だけだ。

　だから凰沢美兎は深呼吸を一つして、そして言った。



「皆さん──どうかあの人に『中出し』されて下さい」



　──その瞬間。

　会場内は勿論、式典の様子を生で翻ほん訳やく中ちゆう継けいしていた世界各国が一いつ斉せいに固まった。
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　一瞬で静まりかえった会場内に、

　……あれ？

　凰沢美兎は疑問と共に首を捻ひねった。

　おかしい。沙耶香からは、およそ人が成し得る事のできる最高の信頼関係の形を表す言葉だと教わっていたのだが。

　ふと壇上の隅を見れば、こちらと同じようにリスティがキョトンとしているのが見えた。

　どうやら美兎と同じく、言葉の意味が解っていないらしい。しかし、

　……あれ？　遥さん……？

　対照的に、司会を務める遥は完全に硬こう直ちよくしていた。会場内と全く同じ反応だ。

　どうしたのだろう。ここまで会場中を黙だまらせる事ができたという事は、沙耶香の言うように言葉自体の破は壊かい力りよくに嘘うそ偽いつわりはなさそうだ──なさそうだが、何かがおかしい。

　何がそんなにおかしいのだろう。イントネーションの問題だろうか。

　やはりぶっつけ本番は厳しかったようだ。どうするべきか即そく座ざに思案を開始した美兎は、

　……あ、いけない。

　ようやく美兎は、己のミスに気が付いた。

「ご、ごめんね。ボク、ちょっと間違えちゃったみたい」

　慌あわてて謝あやまりを入れると、会場中がホッとしたように息を吐いた。

　いけないいけない、うっかりしていた、と美兎は想おもいながら、



「えっと、生です──『生で中出し』の間違いでした」



　弛し緩かんしていた空気が、今度は完全に凍こおり付ついた。

　……な、何で？

　自分は完かん璧ぺきに修正した。言っておくが、これがテストなら百点だ。

　こんな反応をされる謂いわれはない筈。

　……もしかして。

　美兎は一つの可能性に思い至る。どうやらこのワード、沙耶香の言うように強力すぎるのかもしれない。それでハードルが少々高すぎたため、皆には引かれてしまったとしたら。

「あの……そんな重く考えないでも良いよ？　最初は軽い気持ちで大だい丈じよう夫ぶだし」

『軽い気持ちで……っ!?』

　ざわめく会場に、美兎はコクンと頷きを返す。

「そう。いきなりは難しいもんね。もし一人で駄目そうなら、皆で一緒にでも良いよ？」

『皆で一緒──っ!?』

　ざわめきが、とうとうどよめきへと変わった。これには流石さすがに美兎も眉まゆを顰しかめる。

　おかしい。何だろうこの激しいドツボ感は。

　もし「生」が無理なら「半生」なら平気なのだろうか──何だか、信頼関係が生なま臭ぐさくなりそうではあるが。しかし、この反応から察するに、どうやら生か否いなかが問題ではなく、とにかく皆にとって「中出し」はレベルが高すぎるらしい。ならば、

　……えーと、確か。

　美兎は己の方針を転てん換かんする。最上級の信頼関係が難しいなら、その下なら行けるだろう。

　だから、美兎は沙耶香から教わったもう一つの言葉を思い出し、

「解りました。『中出し』が難しい人は、あの人にオマ──あれ、千影さん？　会場内の警備おっぽり出して、どうしたの急に？」
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　突とつ然ぜん真横に現れた千影に、壇上の美兎は困こん惑わくした様子だった。

　対する千影は顔を赤くしたまま、無言で美兎の手首を引いて強引に退場しようとする。

「ちょ、ちょっと待って。いきなり何？　ボクまだ言いたい事があるんだけど。え？　もう良い？　何で良いのさ……大事なお客さんだって来てるんだから、あんまりふざけてるとボク怒おこるよ？　これからノアの一員として皆に大事な心得を──って、ええぇっ？　何で千影さん泣きそうになってるのっ!?」

　そんな驚きよう愕がくの声を最後に、凰沢美兎は壇上から強制退場させられた。

　そして、会場が完全に静まりかえる中、ふと思考の金かな縛しばりから脱だつした遥が、

『──げ、言語文化の違ちがいですのよ？』

　顔を真っ赤にしたまま、必死の笑え顔がおをカメラへ向けた。

　一斉にズームで寄られる中、

『第一副総帥の居た世界では、恐おそらく先さき程ほどの言葉は私達の知る意味と異なっているんですの！　そうした異世界の文化をも許容する。私達ノアは器うつわの超ちよう大おおきい組織ですわ！　で、ですから……どうぞ皆さん、ご安心下さいにゃっ』

　最後の着地で噛かんだ。その様子もまた、全世界へと中ちゆう継けいされている。

　当然ながら──こっちは「生」で。
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　その後──来らい賓ひん挨あい拶さつなどを経へて、ノアの式典はどうにか閉幕まで漕こぎ着けた。

　動どう揺ようから回復した七瀬遥が司会の調子を取とり戻もどし、以降をつつがなく進行したからだ。

　それはそうだろう。凰沢美兎の爆ばく弾だん発言クラスのトラブルなどそうそう起こる筈がない。

　……まあ、そうですよね。

　イリア・レイノルズは、展開した自分の席に座すわったまましみじみと思う。

　あれを体験すれば、大たい抵ていの事はもう恐こわくなくなる。とんだ異文化交流だった。

　──ちなみに式典の終しゆう了りよう後、新規所属のメンバーの多くは、すぐには動けなかった。

　暁月の挨あい拶さつで情熱と興奮を最高潮にさせられた後、美兎の挨拶で凄すさまじい呆ぼう然ぜんと戦せん慄りつを得てしまったのだ。新米としての緊きん張ちようもあったし、何というか虚きよ脱だつ感が半はん端ぱじゃなかった。

　とはいえ来賓が退場を始めた事もあり、程なくして各自が席を立っていった。

　そんな彼らの背中をぼんやりと見ていると、ふと隣のライルが声を掛かけてくる。

「──イリア。この後、君はどうする？」

「え……？」

　見れば、十名程の新規メンバー達がライルを中心に集まっていた。

　まだどこか心ここにあらずでいたイリアに、ライルは苦く笑しようしながら、

「プログラムを見ただろう。この後、少し長めの休きゆう憩けいを挟はさんで、午後からは新規所属メンバーはオリエンテーションが予定されている。それまで俺おれ達たちは本部内を見学して回ったり、昼食を一緒に取ろうと思うんだ──で、良かったら君も一緒にどうかと思ってさ」

「あ、そうですね……」

　誘さそって貰っている。どうしようか……とイリアが迷ったのは、しかし一瞬の事だった。

　何せ自分達は新規所属の仲間──言わば同期だ。

　これからは共に戦う事になる以上、少しでも交流は深めておきたい。

　……それに。

　イリアはさり気なくライルを見た。

　先程こちらに親切にしてくれた時といい、今もこうして自分を誘ってくれたり、新規メンバー達の輪の中心になっている事といい。ライルには、どことなくリーダーとなる素質があるように思える。彼と一緒に行動していけば、今後のノアでの生活もきっと過ごしやすいものになるだろう。イリアとしても、早くメンバーの一員として溶とけ込みたい。

「ありがとうございます。それでは、私も皆さんとご一緒させて下さい」

　席から立ち上がり、イリアは「よろしくお願いします」と頭を下げた。

　ライルは、「ああ」と頷きを一つ入れて、

「そうと決まれば早く動こう……いつまでもここに居たら、式典の運営スタッフの迷惑になるからな」

　その言葉を合図に、ライルを中心にして移動が始まった。

　イリアは集団の最さい後こう尾びに付き、彼らの後を歩いてゆく。

　そして廊ろう下かに出たところで、

「どうするライル？　食堂はもう空いているみたいだぞ。昼時の混雑を避けて、俺達だけ先に食事を済ませてから、ゆっくり本部内を見て回るって選択肢もあるが──」

「いや。俺達も普ふ通つうに見学してから食堂へ行こう。俺達は今日が初日なんだ。ここに慣れる事を考えるなら、効率や裏を掻かく事を考えるよりも、なるべく他と同じ動きをした方が良い。その方が、ここにいる多くの人達の動きや顔を知る事ができる筈だ」

　まあ、とライル。

「うっかり朝食を食べ損そこねたりして、腹ペコの奴やつがいるようなら先に食堂に行っても良いが──誰だれか、もう空腹が我が慢まんできそうにない奴とかいるか？」

　からかい半分に放たれた問とい掛けに、その場の誰もが笑えみを返す。

　幾らなんでも、そんな奴が居る筈がないだろうと。

　……で、ですよねー。

　イリアは作り笑いをしつつ軽くヘコむ。

　こんな日に、限界突とつ破ぱまで寝ね坊ぼうしてしまうような不届き者は、やはり自分ぐらいらしい。

　食パンを咥くわえる余よ裕ゆうすらなかったため、こちとら油断すると今にもお腹なかが鳴りそうなのだが。そんな中、ライルがふと、

「イリア──君はどうだ。大だい丈じよう夫ぶか？」

「へっ？　な、何故に私だけにピンポイントで？　そんなに腹ペコそうに見えますかっ」

　いかん。もしや、気付かぬ内に空腹オーラとか出ていたのだろうか。すると、

「？　そういう訳じゃないが……ほら、君は一人だけ遅れて会場に来ただろう。もしかして、朝食を食べ損ねていやしないかと思ってさ」

　ライルの言葉に、一いつ緒しよにいる他のメンバーから微かすかな忍しのび笑わらいが零こぼれた。

「っ……それは、どうも結構なお気き遣づかいを」

　イリアは、複雑な表情になりながら、

　……それだけの洞どう察さつ力りよくがあって、どうしてこんな人の多い場所で指し摘てきしますか。

　デリカシー的にそれはどうなのか。気が利きくのか利かないのかよく解らない。

　……まあ、悪い人じゃないとは思いますけどねー。

　何というか、ライルは妙みように憎にくめない存在だった。

「まあ──イリアが大丈夫というなら、やはり先に建物内を見て回ろう。まずは、と」

　そう言って、ライルは支給された携けい帯たい端たん末まつを操作し、建物内の見取り図を立体ホログラムで再生。そして数名の青年達と、どこから見て回るかを相談して決定し、

「よし。それじゃあ行くか」

　端末を片手に、廊下を歩き始めると、本格的にグループの移動が始まった。

　──施し設せつを見学する際のコースは、大まかに分けて二つある。

　近場から徐々に見て回るのと、まず一番遠い場所へ行ってから戻ってくる方法だ。

　そして、ライルが決定したのは前者──近場から徐々に見て回るコースだった。

　自分達はまだ、このノア本部の構造に慣れていない。

　仮にもし一番遠い場所──この場合は最上層フロアだが、そこまで行ってしまった場合、多くの場所を見て回る事はできるものの、戻ってくるのに掛かる時間はどうしても読みにくくなる。無論、移動にはエレベーターを使用するが、それでもエレベーターが非常に混雑するかもしれないし、最悪故障する可能性だってある。

　慌ただしい行軍になるのは良いにしても、それでもし昼食はおろか、オリエンテーションにまで間に合わないような事態になりでもしたら最悪だ。

　何な故ぜなら、

　……今日付で組織に所属する者が、遅ち刻こくする訳にはいきませんからねー。

　今朝の己おのれの行動を綺き麗れいに忘れながら、イリアは「ええ」と心の中で頷く。

　逆に──近場から見て回れば、多くを見学する事はできないものの、戻ってくるのに掛かる時間はほぼ完璧に計算する事ができる。一階ずつ下から見て回るなら、使用するのはエスカレーターや階段だからだ。この後も参加しなければいけない予定が詰つまっている以上、やはり可能な限り、リスクは避けるべきだろう。

　──そうして、周辺の見学を始めて少しした頃ころ。

「…………………えーと」

　グループの最後尾に居たイリアは、ふと腰こしの辺りにむず痒がゆさを感じた。

　それは生理現象の訪おとずれを知らせるサインだ。

　さてどうしよう、とイリアは思案する。

　──いや別に、ちょっとトイレに行くと言えばそれまでの話である。

　それまでの話なのだが──しかし先程の件が、若じやつ干かんだが心の端はしに引っかかった。

　もしこれで正直に言って、またライルにアンチデリカシーな発言をされたら、自分は少しばかり感情を爆ばく発はつさせてしまうかもしれない。早い話が、多分ブチ切れるだろう。

　何せ今の自分達は、絶賛団体行動中。これから共にやっていく仲間達に、遅刻・食くいしん坊ぼう・トイレの印象を植え付けてしまうような事態は丁てい重ちようにお断りしたい。

　幸いというのも変だが、生理現象の兆候はまだほんのりと感じるものでしかない。

　なるべく考えないようにして、我慢しようと思えばする事はできそうだが、

　……うーん。

　しかし現在、本部施し設せつ内ないには多くの人がいる。ギリギリになってお手洗いに駆け込んだは良いものの、もし混雑でもしていたら色んな意味でアウトだ。

　遅刻キャラなどとは、比ひ較かくにならないレベルの十じゆう字じ架かを背せ負おう羽目になる。

　現在、イリアが居るのはグループの最後尾。

　こっそりトイレに行き、さっと用を済ませて早足で戻れば、恐らく気付かれないだろう。

　もし居なくなっている事に気付かれても、適当に言い訳は可能だ。

　ちょっとばかり心配させてしまうかもしれないが、少なくとも後でこちらの口から「お手洗い」という単語を出す必要は生じない筈。

「…………………………うん」

　イリア・レイノルズは、しばしの軽い葛かつ藤とうの後──自身の乙女おとめ心ごころを優先する事を決定。

　そっとグループから離はなれると、携帯端末を起動して最も寄よりの目的地を検けん索さくした。
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「……………………………………消えたい」

　ノア本部にある暁月の執しつ務む室しつ──即すなわち総帥室で、凰沢美兎は激しく落ち込んでいた。

　広い空間の部屋の片かた隅すみで三角座り。いかにもズーンという効果音が似合う状態だ。

「……ま、まあまあ美兎、そんなに落ち込まないで。誰にだってミスはあるよ……多分」

「そ、そうですわ……それに、ギリギリセーフだったと思いますわよ。ええギリギリ」

　千影と遥が、必死にこちらを励はげましてくれているが、美兎は顔を上げられない。

　落ち込む理由は言うまでもなかった。そんなものは決まり切っている。

　先程の式典において、己がした発言がどのような意味だったのかを、つい先ほど知らされたのだ。だから、

「最高の信頼関係を表す言葉だって言うから、ボク信じて使ったのに……まさかあんな意味だったなんて。酷ひどいよ、沙耶香さん……」

　二年前まで日本の政・財・官──あらゆる分野にパイプを持ち、自らもまた多くの世界的に企き業ぎようを抱える嵐ノ宮貴子。そのメイドの一人である如月沙耶香から、最高の信頼関係を意味するものとして教わった言葉が、まさか男女の営みのフィニッシュ方法だったとは。

　いや確かに、かなりの信頼関係が必要という意味では、あながち間違いとも言い切れないし、沙耶香からは暁月以外には決して言ってはならないとも言われていた。だが、

「あんな意味なら、ちゃんと言ってよ……よりによって大事な式典でこんな事しちゃって、これからボクどうすれば良いのさ」

　絶対に失敗できない舞ぶ台たいで、完全にやらかしてしまった。失言すぎるにも程がある。

　──まあ、本当にマズい単語の方は、千影のお陰かげで言わずに済んで命拾いしたが。

　ちなみに──例の単語はリスティも意味が解わかっていなかったが、それは何も美兎やリスティがアレイザード出身である事が理由ではなく、二人とも王族であるためそういう単語に慣れていなかったのが原因だった。

　遥や千影、果ては美兎達より幼い葛葉ですら、あの言葉の意味を知っていたらしい。

　何て事だろう。こんな事なら、もっとその手の勉強をしておくべきだった。

　あの後、控え室しつで暁月からは爆ばく笑しよう付きで「気にしなくて良い」と言われたが、

　……駄だ目めだよ、そんなの。

　今日の式典は自分達ノアにとって──ひいては暁月にとって最も重要なものだった。

　その第一歩を、誰よりも彼かれを支えなければいけない自分が躓つまずかせてしまったのだ。

　よって溜ため息いきが止まらない。

　そんな、その場の重い空気に耐たえられなくなったのだろう。

「そ、それにしても暁月達たち遅おそいね……まだ見送りに時間が掛かっているのかな？」

　どうにか話題と共に少しでも雰ふん囲い気きを変えようと、千影が疑問を投なげ掛ける。

　──現在、この総帥室に居るのは美兎と千影、そして遥の三人だ。

　暁月・リスティ・葛葉の三人は式典の後、来賓への挨拶回りに行っていた。

　今日、式典に招待した人物の中で、マスコミを除いた多くは、いずれも協力者や支し援えん者しやなどの賓ひん客かくばかりで構成されている。

　今後はコクーンや朱あけの黄昏たそがれといった世界の頂点達と渡わたり合あってゆかなければならない以上、新たな組織を興おこした者として、それは必要な政治の一つだ。中でも、多くの面で協力してくれた嵐ノ宮貴子への挨拶と見送りは、それこそ暁月本人が出向かなくてはならない。

　というか、本来なら美兎達も一緒に行くべきなのだが、現在はまだマスコミが多くいる。そんな中、爆弾発言をした美兎と、その美兎のフォローをしようとしたものの動揺して噛んだ遥、美兎を演台の前から引っ張っていった千影の三人が出て行けば、自分達から質問攻ぜめに遭あいに行くようなものだ。下手をすれば暁月はおろか、貴子にまで迷惑を掛けてしまうかもしれない。そのため、美兎達はこの総帥室で待機する事にしたのである。

　……でも。

　確かに千影の言う通り、暁月の戻りが遅おそいのが気になった。

　もしかしたら、自分の失言のせいでマスコミに取り囲まれているのかもしれない。

　そう思うと、どんどん不安になってくる。

　だが、程なくして総帥室の扉とびらが開いた。

「────っ」

　とっさに美兎が顔を上げると、

「──よお、戻ったぜ」

　悠ゆう然ぜんとした声と共に、漆しつ黒こくの総帥服を身に纏まとった青年が入ってきた。

　このノアのトップにして、美兎達が支える事を誓った相手──暁月だ。

　美兎としてはすぐにでも駆かけ寄よりたいところだったが、先程の失態のせいで動けずに居ると、

「やあ、お帰り暁月。思ってたよりも遅かったら、少し心配してたんだよ」

　ホッと胸を撫なで下おろした千影が、代わりに暁月へと歩み寄ると、

「悪かったな。今日のこの後の事について、貴子のバアさんと色々と詰めてたんだ。絶対とは言わないが、場合によってはバアさんにも話が行くかもしれないんでな」

「そうだったんですのね……それで閣下、貴子様は何と？」

　真面目まじめな性しよう分ぶんの遥は、外では暁月を「閣下」で通す事に決めていた。

　勿もち論ろん、家では「暁月」と名前で呼んでいる。

　そんな遥の問いに、暁月はフッと笑って、

「お前達の好きにやれ、とよ。ありがたい話だぜ、全く」

「そっか……なら、その期待に応えないとね」

　と千影。そして、

「葛葉とリスティは？　暁月と一緒じゃなかったのかい？」

「アイツらか？　葛葉ならまだ来賓の相手をしてるぜ。年配のスポンサー連中に、孫か曾ひ孫まごみたいに可愛かわいがられてた。んで、リスティは会場撤てつ去きよの監かん督とくだ」

　その言葉に、遥は表情を僅わずかに曇くもらせて、

「本来なら、私の役目ですのに……いきなり任せる事になって申し訳ないですわね」

「そうやって、お前が気にしてるだろうから、その必要はないって伝えてくれとよ。指示はここからお前が済ませてるし、ある程度見て問題なさそうだったら、残りは現場に任せて戻ってくるそうだ」

　暁月はそこまでを言うと、

「──それより遥。例のお客さんの予定はどうなってる？」

　表情をふと真しん剣けんなものにした。

　問われた遥は、気を引ひき締しめるように居住まいを正して、

「予定通り、三時間後には到とう着ちやくすると思われますわ。ヘリポートはマスコミからは解らない五番を使用していただき、そのままこちらへ入っていただきます」

「そいつは結構。大事な大事なお客さんだ。しっかりと持てなしてやらないとな。何せ今日のメインイベントは、式典よりもこっちの方だ──かなり燃えるぜ」

　と、暁月は不敵に笑った。

　それから、ようやくこちらを見て、

「……で？　お前はまだ、先刻のアレを気にしてんのか？」

「う……だって」

　と体育座りのまま美兎。

「ボクのせいで、大事な式典が台無しになっちゃったんだよ……？」

「別になってねえだろ。──何だ、ネットの反応見てねえのか？」

「見れる訳ないよ……」

　世界規模の失言なのだ。とてもじゃないが恐くて見られない。

　すると暁月は応接用のソファにドサッと腰を下ろして、

「元々、式典の模様は世界中に中継はされていたが、お前の例の発言後から、ネットを中心に爆ばく発はつ的てきに注目度が高まってる。今日が正式な旗はた揚あげで、これから世界に存在を知って貰もらう必要がある俺達にとっては最高の宣伝効果だ。結果としては悪くねえよ」

「でも……それって良くない注目のされ方でしょ？」

「全く注目されないより万倍マシだ。それこそ──場合によっちゃ、俺おれの方で一発アドリブとか決めるつもりだったしな」

　暁月に密ひそかな狙ねらいがあった事を聞かされ、美兎達三人は顔を見合わせた。

「…………そ、それは初耳ですわよ？」

「暁月……参考までに訊きかせて貰うけど、一体何をするつもりだったんだい？」

　千影の問いに、暁月はしれっと、

「まあ──先刻の美兎の発言よりは、インパクトがあったんじゃねえかな」

　その言葉に、嫌いやな予感を覚えた美兎が恐る恐る訊たずねる。

「えっと……もしかしてエッチな事？」

「………………ふっ」

「うわ──っ、やっぱり！　ちょっと、人前で何するつもりだったのさ！」

　思わず声を大きくしながら立ち上がると、

「──お？　知りたいか？　なら、そんな所に居ないでこっちに来いよ。今から教えてやるからよ」

「えっ……？」

　暁月に言われた美兎は、彼の言葉の意味するものを一瞬で理解。

　自分がどうなってしまうのかを鮮せん明めいに想像した美兎は、途と端たんに顔を真っ赤にして叫さけぶ。

「──っ、だ、駄目だよっ。こ、こんな明るい時間からっ」

「そうか？　ま、嫌なら別に良いけどよ」

　暁月はあっさりと引き下がった。だから慌てて、

「ち、違うよ、嫌って訳じゃ……ボクはもう君のものなんだし。でも、この後まだ大事な仕事が残ってるから、あんまり凄すごい事されちゃうと、ボク今度こそ役に立てなくなっちゃうよ」

「おいおい。そんな警けい戒かいすんなって。幾いくら俺だって、そこまでの無む茶ちやはしねえよ」

「…………………………」

「…………………………」

「…………………………」

　ヘラヘラと笑いながら言った暁月に、美兎も千影も遥も疑いの無言を返した。

　そんなこちらの疑念を暁月は無視して、

「まあそういう訳だから、そこまで気にしなくて良いぜ。遥だって、頑がん張ばってフォローしようとしてくれてたしな──無む駄だだったけど」

「き、聞き捨てなりませんわっ。会心のリカバーでしたわよっ？」

　矛ほこ先さきを向けられた遥が、顔を真っ赤にしながら遺い憾かんの意を表明する。

　これには美兎も即座に同意して、

「そうだよ。そんな酷い事言っちゃ駄目だよ。遥さんがとっさに誤ご魔ま化かしてくれたから、どうにかギリギリの所で言い訳できる余地があるんだし」

　一息、

「それに万一のトラブルに備えて、遥さんは会場内の機器を一時的に使用できなくするジャミング結界の装置を用意してくれてたんだから。きっと最初にボクが失言しちゃった後、遥さんは中継の電波が飛ばないように、手元のスイッチですぐに手を打ってくれていた筈はずだよ！」

「────えっ？」

　美兎の断言に、何故か遥がキョトンとなった。

「？　あれ、どうかした遥さん？」

「………………………………」

「は、遥さん？　どうしたの、凄い汗あせだよっ？」

　顔に異常な汗を浮うかべた遥に、美兎が心配そうに訊ねると、

「………て……ました……わ」

「え？　いま何て？」

「……わ、忘れてましたの。私、結界装置があった事、すっかり……」

「…………へ？」

「ご、ご免めんなさい美兎っ！　そして閣下も、申し訳ありませんっ！　私……突然の事に頭が真っ白になって」

　ガバッと頭を下げた遥を見ても、美兎はとっさに思考が追いつかない。

　暁月を見て、千影を見て、二人が苦笑しているのを確かく認にんして、

　……そっか。遥さん、スイッチの事を忘れちゃってたんだ……。

　ぼんやりと思いながら、ようやく「ええと」と思考を整理して、

「つまり……全部流れちゃったの？　ボクの失言」

「……ええ。全編ノーカットですわ」

「……………………………」

「…………………………っ」

　ゴソゴソ……ポチッ。

「…………遥さん」

「…………はい」

「気持ちは嬉うれしいけど……今さらそのスイッチを入れても、どうしようもないよね？」

「………………ええ」

「…………………………………」

「…………………………………」

　美兎と遥の間に、無限に気まずい沈ちん黙もくが流れた後。

　美兎は全身から力が抜ぬけたように、ガクッと床ゆかにへたり込み、

　……お、終わった。何もかも……。

　さよなら、今日までまともだったボクの印象……などと美兎が打ちひしがれていると、

「だから、そこで落ち込むなっての……ほら、遥も気にするなって」

「で、ですが……」

　すっかり責任を感じてしまっている遥に、

「仕方ねえな。なら美兎も遥も、こっちに来な」

　どれ、と暁月は笑って手招きをした。

「どうしてもそんなに責任を感じちまうなら──ちょっとお仕置きしてやるよ」
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　イリア・レイノルズは、静せい寂じやくに満ちた廊下に立たち尽つくしていた。

　絶賛トイレ捜そう索さく中のイリアは、携帯端末を片手に絞しぼり出だすような声で言う。

「……ま、迷いました」

　一体どうしてこんな事になったのだろうか。

　冷静になれ私……ここは一つ、この事態がどうして引き起こされたかを思い出すのです、とイリア・レイノルズは己に言い聞かせる。

　そうだ──ライル達たちのグループからこっそり離れた後、トイレはすぐに見つかった。

　だが、残念ながら利用待ちの人が多かった。まあ無理もない。式典をやっていた会場から一番近くにあったトイレなのだから。利用者が集中するのは仕方がないだろう。

　よってイリアは列に並ばず、次のトイレを探した。勿論すぐに見つかった。

　でも、同じ事を考えた人が多かったのか、またしても行列ができていた。

　なので次へ行った。また行列だった。

　ここで正直ちょっと──否いや、かなりイラッときた。

　だからイリアは一つの結論を出した。これはもう近場から攻せめても駄目だと。

　よって携帯端末を取り出し、半ば逆ギレ気味に式典会場から最も遠くにあるトイレを検索。そして、わざわざ離れた場所にあるエレベーターを利用し、いざ目的のフロアに降り立ったのだが、

「何でまた、急に端末が使えなくなりますかね……」

　お陰でライル達と別れてから三十分。未いまだにトイレを見つけられない状態だ。

「どうしましょう……これは、かなり困った状態です」

　端末が使えなくなったのに、尿によう意いに負けてあちこち歩き回ったら、エレベーターにも戻れなくなってしまった。

　認めたくない。認めたくはないが──恐らく自分は今、迷子になっている。

　こうなったら、一刻も早く誰かを見つけてトイレの場所を聞かなくては。

　さもないと、下手をすれば誰かに見つかる事すら憚はばかられる状態になってしまう。

「ううっ、そんなのはご免ですよぅ」

　心も体も切せつ羽ぱ詰つまった状態に半泣きになりつつ、イリアは歩き出した。

「誰かいませんかー、私にトイレの場所を教えてくれる人ー……居たら返事して下さいー、手を挙げて貰っても良いですよー」

　などと呼よび掛けるものの、当然の如く返事はなし。

　無人の廊下は声がよく響ひびくため、自然と切なさが倍増する。

　そんな中、

『……ぁ、……や……ん……』

　ふと、どこからともなく声がした。

　人だ。しかもこんな最上層フロアに居いるという事は、間ま違ちがいなくこの施設をよく知る関係者の可能性が極きわめて濃のう厚こうである。

「ど、どこですか……っ？」

　イリアは己の聴ちよう覚かくを総動員して、周囲の様子を窺うかがった。

　すると、声はすぐ近くにある部屋の中から聞こえてくる。

「た、助かりました……！」

　よってイリアは、命からがら目の前の部屋の扉を開けようとして、



『……だ、駄目ぇ……ボク、ボクもう……イッちゃうよぉ……っ！』

『やっ、私も……そんなにされては、んぅ……また達して……っ』



　中から聞こえてきた信じられないような艶なまめいた声に、思わずその場で固まった。

「え、えーと……？」

　どうしよう。どう考えても、性的かつ情事的な営みの声っぽかったのだが。

　しかも、

　……今の声、凰沢美兎第一副総そう帥すいと、七瀬教官のものですよね……？

　一いつ瞬しゆん、扉を開けるのを躊ちゆう躇ちよしたイリアは、しかし脳のう裏りにとある閃ひらめきを得て、

「は、ははーん……さてはこれ、よくあるお約束の展開ですねっ？」

　クイズ番組で、引っかけ問題を見み抜ぬいた回答者のような笑みを見せる。

　間違いない。これはアレだ。中から男女の色っぽい声が聞こえてきて、いざ中に踏ふみ込んだらトランプをやっていたとかいうやつである。

　それはそうだ。式典前に会った時の美兎は穏おだやかで優やさしそうな人だったし、イリアの知る遥は常に凜りんとしている尊敬すべき教官だ。

　式典での「中出し」発言があったため、危あやうく騙だまされる所だったが、あの二人がこんな明るい時間から情事になど耽ふけっている筈がない。

　平へい凡ぼんなルーキーなら、ここで「な、何をしてるんですかぁっ」とか「ふ、不潔ですっ」とか言って中へ突とつ入にゆうするのだろうが、

「ふふふ。このイリア・レイノルズ、ちょっとデキるルーキーなのです！」

　うぷぷー、と笑うとイリアは勢い良く扉を開け放った。

　そして堂々と部屋の中に足を踏み入いれ、

「失礼します教官！　トランプですか？　それともテレビゲームですか？　どっちでも良いので、トイレの場所を──」

　そこまで言ったところで、己の全すべてを停止させた。

　美兎も遥もトランプはしていなかった。テレビゲームもだ。

　代わりに──二人は何故か下着姿で、床に四よつん這ばいになっていた。

　そしてイリアが部屋の中に入ったのに、美兎と遥はすぐにはこちらに気が付かなかった。

　二人共それどころではなかったからだ。

「え…………」

　イリア・レイノルズは呆然と立ち尽くす。

　四つん這いになっている二人のすぐ背後には、慈じ愛あい顔の暁月が立っており、彼の手はそれぞれ美兎と遥のショーツ中に後ろから差し入れられていた。

　伸しん縮しゆく性せいの高い生き地じは、ショーツの中で暁月の手がどのように動いているのかをハッキリと見せつける。そして暁月の手が動く度、

「ん……あっ、や……ん……ふぁん、はっ……やぁん」

「ああっ、やっ……ふ、……んぅ……ぁ……ふあぁっ」

　美兎と遥はいやらしく腰をくねらせ、尻しりを振ふり、そして胸を揺ゆらしていた。

　その表情は、快楽に夢中になっている「女」の顔そのもので、

「ぁ…………」

　二人の艶めかしい姿に、イリアはふっと膝ひざから床にへたり込んだ。

　衝しよう撃げき的てきな光景を目まの当あたりにして、腰が抜けてしまったのだ。

　──だが、イリアはそんな自分の状態に気が付かなかった。

　暁月によって快楽を与あたえられている美兎と遥に目を奪うばわれていた。

　しかし、イリアの茫ぼう然ぜん自じ失しつが長く続く事はなかった。

　美兎と遥の二人が、とうとうこちらに気付いたのだ。
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　美兎と遥は、甘あまい快楽に溺おぼれながらひたすら身を震ふるわせていた。

　ショーツの中に手を入れられ、己の敏びん感かんな場所を暁月によって弄もてあそばれていたからだ。

　それはただの愛あい撫ぶではない。

　体内の氣を自在に操あやつる暁月が行なう、錬環勁氣功を使った究極の愛撫だ。

　その残ざん酷こくな程ほどに優しい攻めは、美兎と遥から正気を奪う。

　暁月にされている行こう為いと、そして自分達の格好が二人の理性を保たせない。

　──少し前。

　結成式典で犯おかしたミスを悔くやむ美兎と遥に、暁月は言った──お仕置きをしてやろうと。















　もしそれが、暁月がいつも自分達に行なう「軽いＨな悪戯いたずら」ならば美兎と遥は拒こばんだ。

　時と場所を考えて、と暁月に言っただろう。

　暁月も自分達も、今はもう責任ある立場である。

　よって暁月を支える者として、己の立場の自覚を促うながすのも美兎達たちの大切な役目だ。

　だが──自分達がミスを犯した事で、お仕置きされるとなれば話は別だ。

　たとえそれが、どれだけ恥はずかしい事であろうと、そんな自分達の姿を暁月だけでなく千影にまで見られてしまおうと、受け入れる。

　美兎達にとって、暁月にお仕置きをされるというのはそういう事なのだ。

　だから、

「服を脱ぬいで、そこに並んで四つん這いになりな」

「…………………」

「…………………」

　笑みを含ふくんだ声で暁月に言われた美兎と遥は、頬ほおを赤く染めながらも黙だまって従った。

　ノアの幹部服を脱ぎ、下着姿になってしまえば、自分達はもう副総帥ではない。

　総帥服を身に纏っている暁月や、お仕置きを受ける必要のない、幹部服を着ている千影とは異なる──ただの女だ。

　だから言われた通り、美兎と遥は床に四つん這いになった。

　すると、暁月がこちらの背後へと回る。そして、

「……んっ」

「あっ……」

　美兎と遥は、同時にピクンと躰からだを震わせて声を上げた。

　ショーツ一枚になった二人の尻が、暁月の手を感じたのだ。

　くすぐったさがあっという間に快楽へと変わり始める。それを証明するように、

　……やだ、ボクもう濡ぬれて……っ。

　分ぶん泌ぴつされた快楽が、己のショーツを濡らし始めているのを美兎は感じた。

　いけないと思うのに、それでも美兎の躰は反応してしまう。

　暁月によって徹てつ底てい的てきに快楽を刻まれ続けた美兎の躰は、暁月がその気になれば、どこを触ふれられても感じるように開発されている。

　そんな躰で性感の強い場所を攻められたら、否いや応おうなく反応してしまう。

　それは他の皆みなも同様だ。現に、美兎の隣となりで同じ事をされている遥も既すでに感じ始めていた。

　……でも。

　美兎は解っている。これで終わりではない。こんなもので終わる筈がないのだ。

　暁月の自分達へのお仕置きは。

　そして──確信にも似たその想おもいは現実のものとなった。

　美兎と遥の尻を撫でていた暁月の手が、ゆっくりと上に登り始める。

　そして腰の辺りをくすぐるように指先で触れると、

「さて……それじゃあお仕置きを始めるぞ。最後まで音を上げないようにな」

　意地の悪い声で、暁月がこちらに告げてきて、

『っ…………』

　美兎と遥が身を固くしたのと、暁月の手がショーツの中に入って来たのは同時だった。

　一いつ切さいの布地を挟はさむ事なく、生の暁月の手を美兎と遥の尻が受け入れる。

　ショーツ越ごしの愛撫で既に高められていた二人の性感は、直接触れられた事でさらに上へと押おし上あげられた。快楽を刻まれるように強く揉もみしだかれると、自分達のいやらしい躰と肉質を否応なしに自覚させられる。

　それでも、

「っ……んっ、ふぅ……っく」

「くぅ……ん、はぁ……ふっ」

　美兎と遥は、その快楽に耐えようと必死に唇くちびるを噛かみしめた。

　本当なら嬌きよう声せいを上げて、暁月のくれる快楽を受け入れたい。

　考える事を止めてしまい、躰の反応に任せて尻を振り、声を上げてしまいたい。

　快楽に溺れて、どこまで乱れてしまいたい。でも、

　……感じちゃ駄目だよ。これは、お仕置きなんだから……っ。

　そう。これは罰ばつなのだ。

　暁月が与える快楽に耐える──それが美兎と遥が受ける罰。

　ここは美兎達が好きなだけ乱れても構わない、暁月の部屋のベッドの上ではない。

　ノア本部の総帥室なのだ。

　甘い愉ゆ悦えつに心と躰が悦よろこびそうになるのを必死に堪こらえて、美兎と遥は尻を揉まれ続けた。

　すると視界の端で、

「………………っ」

　こちらを見ていた千影が、ゴクリと息を呑のんだ。

　千影も既に暁月によって多くの快楽をその身に刻まれている。

　感じているこちらを見て、自分がされている時の事を思い出したのだろう。

　こちらを見る瞳ひとみは潤うるみ、頬を上気させ──そして、ほんの少しだけ腰を揺らしていた。

　そんな千影の反応が、ますます美兎と遥を感じさせる。

　自分達は今──千影をそこまで興奮させてしまうような姿を晒さらしているのだと。

　そのため少しずつ腰と膝から力が抜け、床に倒たおれ込んでしまいそうになるが、

「どうした尻が下がってきてるぞ。ほら、もっと上げろ」

　その度に暁月に尻を鷲わし掴づかみにされ、美兎と遥は腰を上げさせられた。

　快楽と羞しゆう恥ちにおかしくなりそうになるのを、必死に我が慢まんし続けていると、

「しかし、よく耐えてるな……偉えらいぞお前ら」

　と楽しそうに暁月。

「とはいえ──そんな濡れたパンツを穿はいたままだと気持ち悪いだろう」

　どれ、と言って美兎と遥のショーツを下ろし始める。

「え──やっ、嘘うそ……」

「そんな、閣下……っ」

　慌あわてて背後を振り返かえろうとするが、

「──おら、前を向いてろ」

　強い口調で言われてしまい、美兎達は逆らえない。

　そして、あっという間に美兎と遥は太ふと股ももの下までショーツを下ろされた。

　己の最も敏感で恥ずかしい場所を晒され、最早もはやおかしくなりそうになった美兎達に、

「自分達で気付いてるか？　お前らの、触って欲しそうにしてるぜ」

「う、嘘……嘘ぉ、そんな……ぁ」

　顔を赤くして悶もだえる美兎に、

「嘘を吐はくのは上の口だけだ。下の口は本当の事しか言えねえよ」

　と暁月は言って。

　美兎と遥の敏感な場所を、彼の指が滑すべるようにして触れてきた。

　ちゅぷ、という音と共に走った快感は、美兎と遥が耐えられる限界を超こえていて、

「─────っ」

　とうとう総帥室に、美兎と遥の嬌声が上がった。

　──そして、お仕置きの本番が始まった。

　先に達したのは遥だった。

　信じられないような甘い声と共に、美兎の隣で遥の躰がビクンと跳はねた。

　それを見て、

「あ、やっ──ふあああああぁぁぁぁっっ」

　美兎もまた絶頂する。

　二人でなら耐えられても、一人ではとてもじゃないが暁月の快楽には耐えられない。

　大量に分泌された快楽が、美兎達の股またと暁月の手を濡らす。そして、

「あ、ああぁ……ん、ふ……」

「んっ……ふぅ、はぁ……ん」

　絶頂の余よ韻いんに美兎と遥が表情をとろけさせ、甘い吐と息いきを漏もらしていると、



「──おいおい、気を抜くのはまだ早いぜ」



　そんな声と共に。

　再び暁月の手が、美兎と遥の敏感な場所を攻め始めた。

「っ──やっ、ま、待って……ボク達まだイッたばっかりで……」

「閣下……あっ、少しだけ時間を……閣下ぁ、ああっ、ふあぁっ」

　懇こん願がんの声を上げるこちらに、

「馬ば鹿かな事を言ってんじゃねえよ。お仕置きで楽してどうすんだ」

　そう言って、暁月は容よう赦しやなく美兎と遥を快楽で攻め立てる。

　一度快楽に屈くつした心と躰は、そう簡単には立ち直れない。

　だから。

　そこからの美兎と遥は、もう乱れる事しかできなかった。

　敏感な場所を触れる暁月の指によって滅め茶ちや苦く茶ちやにされる。

「……だ、駄目ぇ……ボク、ボクまた……イッちゃうよぉ……っ！」

「やっ、私も……そんなにされては、んぅ……また達して……っ」

　長い髪かみを振り乱みだし、美兎と遥はひたすら快楽に喘あえぐ。

　軽い絶頂など、もう何度させられたか解らない。

　それでも暁月の愛撫は続く。どこまでも終わりの見えない快感に、

「ん……あっ、や……ん……ふぁん、はっ……やぁん」

「ああっ、やっ……ふ、……んぅ……ぁ……ふあぁっ」

　いつしか美兎と遥はいやらしく腰こしをくねらせ、尻を振り、そして胸を揺らしていた。

　激しい快楽に溺れる中で、

　……やっ？　……何これ、まさか……っ。

　下腹部の奥おく底そこに、燃え上がるような「何か」が生まれつつあるのを美兎は感じた。

　それが一体何かを、凰沢美兎は知っている。

　もうすぐ自分は、正体を失うような凄すさまじい絶頂を得てしまうのだ。

　隣の遥も、甘い声の中に切羽詰まったものが混じり始めている。

　いけない、と美兎は思う。だが、迫せまる快楽を美兎は拒めなかった。

　暁月が与える罰と快楽──それを受け止める以外の術を凰沢美兎は知らない。

　この二年間。暁月と共に過ごしてゆく中で、そういう風に躾しつけられてしまっている。

　美兎だけではない。リスティも、千影も、葛葉も、遥もだ。

　──だから、もう我慢できない。

　美兎と遥が完全に快楽に呑まれ、己おのれの理性を手放そうとした。

　そんな時だった。正面──視線の先に、一人の少女が居る事に気が付いたのは。

　一体いつの間に。そんな想いよりも先に、美兎と遥は驚きよう愕がくを得る。

　その少女は、結成式典前に迷っていた所を美兎が助けてあげた娘こだった。

　その少女は、ノア候補生の選せん抜ばつ試験において遥が教官を務めた娘だった。

　その少女は──イリア・レイノルズだった。だから、

『──────っ』

　鼓こ動どうを一気に跳ね上げさせた美兎と遥は、背後を──暁月を振り返った。

　一いつ旦たん止めて、と言うつもりだった。

　この行ないは、深い関係にある自分達の間だからこそ許されているものだ。

　間違っても新人になど見せて良いものではない。

　その事を暁月に伝えようとして──しかし、美兎と遥は何も言えなかった。

　こちらと眼めが合った暁月の瞳が言っていたからだ。

　──だからどうした、と。

　恐おそらくは美兎や遥より先にイリアに気付いていたであろう暁月が。

　ミスを犯した美兎や遥を罰している暁月が。

　彼かの女じよに見られる事を認めたのだ。

　ならば、その決定を二人は拒めない。

　そして──美兎と遥にとっての状じよう況きようが整った。

　記念すべきノア結成式典という日に。

　神聖な総帥の執しつ務む室しつで。

　副総帥として新人のイリアの手本とならなければいけない自分達が。

　己の最も恥ずかしい姿を晒している。

　その事実を想った瞬しゆん間かん、

『────────』

　凰沢美兎と七瀬遥は、自ら最高の絶頂へと至った。
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　総帥室に響き渡わたった嬌声の二重奏を、イリア・レイノルズは聞いた。

　イリアの目の前で、激しい絶頂を得た美兎と遥が四つん這いの体勢から床に倒れた。

　甘い吐息を漏らしている二人の顔には、震えるような恍こう惚こつの色がある。

「…………………」

　生まれて初めて見る、女性の達する瞬間──その究極とも言えるものを目の当たりにし、イリアはただ呆ぼう然ぜんと床にへたり込む事しかできない。

　……何ですか、これ……？

　まるで熱が出たかのように意識がぼんやりとし、躰がふわふわしていた。

　床の美兎と遥を、暁月は優しく見つめていた。

　そこへ、それまで壁かべ際ぎわに立っていた千影がやって来て美兎と遥の介かい抱ほうを始める。

　二人を千影に任せた暁月は、そこでようやくこちらを見て、

「その格好は新人だな……よお、大だい丈じよう夫ぶか？」

　笑えみと共に呼び掛かけてくる。

　──しかし、イリアは反応を返せなかった。

　美兎と遥の痴ち態たいに完全にあてられ、己の状況すら理解できなかった。

「ん？　おーい……聞こえるか？」

　そんなこちらに、怪け訝げんな表情になった暁月がやって来る。

　だが眼の前で腰を落とされ、視線を合わせられても、顔の前で手を振られても、イリアの思考が正常になる事はなかった。

　それ程までに、美兎と遥が達した時の艶つややかな姿は衝撃的だった。

　だから、イリアは暁月のさらなる接近に気が付けなかった。

「やれやれ。この距きよ離りで聞こえないとか、困った耳だな──噛んでやろう」

　その言葉が、己のすぐ耳元で聞こえたのを理解した瞬間。

　突とつ如じよ、耳たぶを通してイリアの全身に震えるような甘い感覚が駆かけ抜けた。

「っ────？」

　それは、イリアがこれまで感じた事の無い甘く鮮せん烈れつな快感だった。

　初めての絶頂に躰を震わせながら、

「あ──」

　イリアは、自分が美兎と遥の姿に意識を奪われていたせいで忘れていた事を思い出した。

　いけない──そう思った時にはもう遅おそすぎて。

　それまで必死に耐えてきた、イリア・レイノルズの我慢が一気に決壊した。
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　それから十五分後。

　ようやくイリア・レイノルズは、生まれて初めて達した絶頂の愉悦から回復した。

　そして。

　汚よごしてしまったショーツと制服のスカートを脱がされ、腰にタオルを巻いた状態で、

「ううっ、酷ひどい……こんなの絶対酷すぎます」

　己に起きた出来事を改めて理解し、イリアはソファに腰こし掛かけながら半ベソをかいていた。

　……何でこんな事に。

　意味が解わからない。自分はただトイレに行きたかっただけなのに。

　なのに──どうして耳たぶでイカせられた挙げ句、漏らす羽目になっているのだ。

　すると、こちらの正面のソファに座すわっている暁月が、

「おいおい、泣くなよ……まるで俺が悪者みたいだろうが」

「『みたい』って何ですか総帥！　完全に悪者ですよっ！」

　うがー、とイリアは噛みつくように言った。

　それから、ふと視線を横にずらす。

　すると、そこには先さき程ほどまで下着姿で乱れていた美兎と遥が立っていた。流石さすがに二人共、もう幹部服を身に纏まとっているが、イリアに見られた事が恥ずかしいのか、その顔はまだ赤いままだ。だから、

「自分の部下にあんな真ま似ねをして、おまけに口くち封ふうじに私にまで……ハッキリ言って総帥は人間失格だと思います！」

　断言するように言い放つと、そのやりとりを聞いていた千影がうんうんと頷うなずきながら、

「新しん鮮せんだよね、こういうの……でもそうだよね、本来これが普ふ通つうの反応だよ」

　と遠い目で、何かに達観したように言った時だった。

　総帥室の扉とびらが開き、二人の少女が中へと入ってきた。その容姿に、

　……うわー。

　イリアは一瞬、それまでの怒いかりを忘れて驚おどろきを覚えていた。

　一人は美兎達と同じく、思わず見み惚とれてしまいそうなほど綺き麗れいな少女だった。長いブロンドのポニーテールが印象的で、その雰ふん囲い気きはどことなく高貴なものを感じさせる。どこかの国の王女と言われれば、そのまま信じてしまいそうだ。

　そして彼女は暁月に向かって、

「遅くなってゴメン。指示だけして戻もどってくるつもりだったんだけど、思ってたよりも会場の撤てつ去きよに手間取っちゃって」

「おう、ご苦労さん。悪かったな急に任せちまって」

　暁月が労ねぎらいの言葉を掛けると、ポニーテールの少女は嬉しそうに、

「ううん。準備はほとんど遥がしてくれてたもの。まだ表にはなるべく出ない方が良いとは思うけど、これ位はあたしもやらなくちゃ」

　そう言って微び笑しようを浮かべる。

　一方──もう一人の少女も、これまたかなりの美少女だった。まるで日本人形のように整った顔立ち。だが、それ以上にイリアを驚かせたものがあった。

「えっと……何で総帥室にこんな小さい娘が？　一体どこの幼女です？」

　思わずイリアが疑問を口にすると、

「初対面で随ずい分ぶんな物言いね。言っておくけど、これでも貴女あなたの先せん輩ぱいに当たる幼女よ」

　と日本人形のような少女が言った。見れば、

「最高幹部の制服……そんな、こんなに可愛かわいいのに？」

　と、信じられないようにイリア。対する幼女はスッと眼を細めて、















「ふーん。この子が、美兎と遥のお仕置きの現場を見て漏らした旬しゆんの新人ってわけ？」

「違ちがいますよ！　総帥が、動けない私の耳たぶを無む理り矢や理り……」

　尻すぼみになるこちらに、

「そう。つまり暁月に耳たぶを噛まれて、あっさりイカされた挙げ句──お漏らしまでしちゃったのね。随分と有望じゃない。入れたばかりの絨じゆう毯たんまで汚してくれて」

「そ、それはそうですけど……そんな言い方しなくても良くないですかね」

　さらりと事実を言われ、イリアが言葉に詰つまっていると、

「そうだよ葛葉、そんな風に苛いじめちゃ新人が可哀かわい想そうじゃないか」

　と千影。そして意地の悪い笑みを浮かべて、

「何より──彼女の今の気持ちは、同じ眼に遭あってる葛葉が誰だれよりも知ってるだろうに」

「え…………？」

　その言葉に、呆然とイリアが千影と葛葉を見比べた。

　すると葛葉はフンと鼻を鳴らして、

「それを言うなら千影、貴女だって暁月にされてるじゃない──それに美兎もね」

「うわぁぁぁっ、何で言っちゃうのさ、葛葉っ！」

　爆ばく弾だん発言を受けて慌てふためく美兎に、

「自分一人だけ、関係なさそうな顔をしてるからよ」

　葛葉と呼ばれた少女は、しれっと言い放つ。

「えっと、あの……それってひょっとして」

「まあ、何も君だけが恥ずかしい想いをしている訳じゃないって事かな」

　こちらの問いに、千影は曖あい昧まいな笑みを返して、

「とにかく、この程度の事でそんなに気にする必要はないよ──良くある話だから」

「良くあるんですかっ？」

　一体どこの世界に、耳たぶで絶頂＋強制失禁が頻ひん発ぱつする組織があるというのか。

　鬼き畜ちくすぎる。イリアが戦せん々せん恐きよう々きようとしていると、

「ね、ねえ……ちょっと良いかな……」

　怖おず怖ずと美兎が口を挟んだ。、

「お、驚かせちゃってゴメンね……でも先刻のは、ボクと遥さんが悪い事をしちゃったから、ちょっとお仕置きをされてただけなんだ」

　と美兎。

「だから誤解しないで。あれは別にこの人が悪い訳じゃないんだよ──ね、遥さん？」

「え？　ええ……そ、そうですわ。悪いのは私達でしたのよ、レイノルズ候補生」

　頷いてからコホンと咳せき払ばらいをした遥に、イリアはジト目で、

「…………教官」

「な、何ですの……人をそんな残念なものを見る目で」

「私……教官に憧あこがれてました」

「ちょっ、何で過去形になってるんですのっ？」

「過去形だからですよ！　大体、悪い事をしたお二人がお仕置きされるのはともかく、何だって私までとばっちりを食らわなくちゃいけないんですかー！」

　イリアが理り不ふ尽じんを訴うつたえると、暁月は苦く笑しようしながら、

「いや、お前にお仕置きの現場を見られてコイツら泣きそうだったし。それにお前も眼の端はしに涙なみだが浮うかんでいたからな。式典でちゃんと言っただろ？　女の涙を見み逃のがさないのが、俺おれのたった一つの美学なんだ──悪いな」

　それに、

「きちんとマニュアル読んでねえのか？　この総帥室は、一部の人間以外は立ち入り禁止だぜ。そこにノックもなしに入ってきて、こいつらの恥ずかしい所を見ておいて、自分にはまるで非がないって言い張るつもりか？」

「そ、それは……」

　暁月の指摘に、イリアは言いい淀よどんだ。

　確かに──トイレに行きたくて切羽詰まったあまり、総帥室の表示に気付かないまま室内に入ってしまったのはこちらの失態だ。そこに過失が存在する以上、一方的な被ひ害がい者しやだと言い張る事はできない。というか、

　……あれ。

　よくよく改めてこの状況を考えてみると、ここに居るのは総帥の暁月と、第一から第五副総帥の五人の少女達──つまりは、このノアのトップに立っている者達ばかりだ。

　悪気がなかったとはいえ、自分はそんな彼かれらの秘密を知ってしまった事になる。

　……ひょっとして、これってピンチじゃないですか？

　自分が知ってしまったのは、ある意味スキャンダルの類たぐいのものだ。

　うわーマズい。所属初日にまさか特大モノの地じ雷らいを踏むとは。

　イリアはさっと顔を青ざめたものにして、

「あ、あのー、総帥……私って、これからどうなるんでしょう？」

　恐る恐る問いかける。

「ん？　ああ──そりゃもちろん調教するだろ。朝から晩までたっぷりやるぜ。余計な事を喋しやべらなくなるまで入念にな」

「や、やっぱりーっ!?」

　ソファの上で身を引くと、

「馬～鹿、何を本気にしてんだ。冗じよう談だんに決まってるだろ」

　と呆あきれたように暁月。

「まあ着き替がえが用意でき次し第だい、戻って貰もらっても良いんだが……とはいえ、仮にも泣かせちまった女をそのまま行かせるってのは、俺の美学に反するんだよなぁ」

「い、いえいえお気き遣づかいなく。ホラ、もうすっかり泣なき止やんでますよ？」

　に、にこ～と引きつった笑え顔がおを作ると、暁月は痛々しいものを見る目で、

「馬ば鹿か野や郎ろう……そんな無理して笑いやがって。心配すんな。お前を泣かせた責任は、俺がちゃんと取るからよ」

　それなら、人の耳たぶ噛んで漏らさせた責任が行方ゆくえ不明になってるのをどうにかしてくれませんかねー、とイリアが心の中で突っ込むと、

「よし──イリア・レイノルズ候補生。お前に一つ、とっておきのプレゼントをやろう」

「プレゼント……？」

　オウム返しに問うイリアに、ノアの若き総帥・凰沢暁月は「ああ」と笑って、

「お前の選んだこのノアが、どう世界と渡り合あっていくのか。そいつを一足先に拝ませてやるよ──特等席でな」







　　　第二章《頂点達たちの集つどい》
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　緊きん張ちようし、張はり詰めた空気が満ちた場所がある。

　ノアの第一大会議室。

　床ゆか面めん積せきは広大ではないものの、その空間は大きかった。

　見上げるような吹ふき抜ぬけ構造。

　その第一大会議室では、部屋の奥おくの壁かべを背にして立つ少女達がいる。

　美み兎う、リスティ、葛くず葉は、遥はるか──そしてイリアの五人だ。

　そんな中、

「……………………っ」

　イリア・レイノルズは直立の姿勢で息を呑んだ。

　視線の先──部屋の中央にあるのは巨きよ大だいな円えん卓たく。

　その椅い子すには現在、この大会議室の空気を硬かたいものにしている原因が座っている。

　ノアの総そう帥すいである凰おう沢さわ暁月あかつきだ。

　──だが。

　今の室内の緊張は、暁月だけが原因ではなかった。

　円卓にはもう一人、暁月とは別に腰掛けている者がいる。

　女性だった。それも女好きの暁月ならば、すぐにでも口説きそうな金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美女だ。

　しかし今、両者は向かい合い、空気を張り詰めさせている。

　あの暁月と相対しているにも拘かかわらず、女性は一歩も引かず、また怯ひるむ事もなかった。

　ただそこに悠ゆう然ぜんと腰掛け、暁月の視線と彼が放つプレッシャーを受け止めている。

　その女性の名を、イリアは知っていた。

　有名だったからだ。

　このノアは勿もち論ろん、この世界で彼女の名を知らない者の方が少ないだろう。

　新国連の事務総長にして、コクーンの№Ⅱ──レティア・クライシスの顔と名は。

　だから、

　……まさかこんな……っ。

　イリアは余りの緊張に目眩めまいを覚えた。

　暁月がイリアに見せるといったもの。

　それはノア総帥の彼と、コクーンとの極ごく秘ひ会談だった。

　議題は今後どのようにして戦い、どうなれば決着とするかのレギュレーションだ。

　表にはまだ各国のマスコミが居いるというのに、そんな彼らの目と鼻の先で世界が動こうとしているのである。

　現在──五人いる副総帥の中で、千ち影かげだけが席を外していた。

　イリアは思う。どのような用事かは知らないが、自分がそれを代わる訳にはいかなかったのだろうかと。こんな重要な場に、千影を差し置いて新人のイリアが居なければならない理由はないだろう。もっと適材適所を考えて欲しかった。

　そして暁月とレティアが対たい峙じして一分──先に口を開いたのはレティアだった。

　静かな口調で、

「ご招待いただき感謝します、凰沢総帥」

「こちらこそ、わざわざのご足労、痛み入るぜクライシス事務総長」

　暁月はふっと笑って、

「どうせなら、手っ取り早く兄貴に来て貰いたかったんだが──アイツは元気にしてるのかい？」

「ミハエルの事？　彼なら現在、ＥＵの再編の陣じん頭とう指揮を執っているわ。今いま頃ごろは多分ブリュッセルに詰めているんじゃないかしら」

　暁月の問いに、レティアはさらりと答えた。

　そう──バベルと特別自治区が存在するのは、もはや新国連の常任理事国だけではない。

　かつてコクーンによる特別自治区は、日本、米国、中国、インド、オセアニア連れん邦ぽう、ロシア、ＥＵ連合に存在していた。

　そして二年前の一件で日本が常任理事国から外され、解体が行なわれた結果、一度は六カ国となった。

　しかしこの二年の間に、コクーンは新たにＥＵ連合の最高機関──欧州統合理事会を従えていた。かつてＥＵの中では、コクーンの支配が及およんでいたのはバベル本部が存在する英国だけだったが、今回の再編が終われば、いよいよＥＵの全加盟国が完全にコクーンの統治下に置かれる事になる。

　それは、この世界のほぼ全すべてをコクーンが手中に収めるという事だ。

　この二年の間に力を蓄たくわえていたのは何も暁月達ノアだけではない。

　コクーンも着々と支配力を強めていたのである。

　そんなコクーンを代表してこの場にいるレティアが、

「それにしても素す晴ばらしい式典だったわ……僅わずか二年でここまでの組織を作り上げてみせるなんて。本当に大したものね」

　そう言って、あろう事かイリアへと視線を向けてくる。

「──有望な新人さんも入っているみたいだし」

「…………っ」

　その言葉と視線に、イリアは心臓を鷲掴みにされたような気持ちになる。

　このノアに新たに所属する事になった能力者の素す性じようは二つに分類される。

　一つは、所属していた各国のバベルから離脱した者。

　もう一つは、異世界から帰き還かんしてすぐにバベルではなくノアへ来る事を決めた者だ。

　そしてイリアは後者──この二年の間に特とく殊しゆ能力を得て、ノアに来る事を選んでいた。

　そんな自分を、コクーンであるレティアが良く思う筈はずがない。

　直立不動のまま硬こう直ちよくしていると、

「お目が高いな。そいつは今日入ったばっかの新人でな。イリア・レイノルズだ」

「ど、どうもっ」

　暁月の紹しよう介かいを受けて、イリアは勢いよく頭を下げた。そして、

　……名前を言わないで下さいよ、目を付けられちゃうじゃないですか──！

　思わず心の中で叫さけんでいると、

「さて。世間話や社交辞令はこの辺にして、本題に入る前に念のため言っておくが──この会談はあくまで非公式のものだ」

　と暁月。

「何せ結成式典当日にコクーンと会談の場を持つなんて事は、俺おれ達たちにとってもアンタ達にとっても余り都合がよろしくないだろうからな」

「ええ、その事について異論はないわ」

　レティアは笑みと共に頷き、

「ただし、非公式とはいえこの場での発言に何の拘こう束そく力りよくもないというのも困るわ。これから行なわれるのは、私達コクーンと貴方あなた達たちノアの今後を定めるもの。ならばこの場の全てが公式の会談と同じ意味を持ち、互たがいに都合の良い改変を行なえる余地のない公平性が保たれなくてはならない。わざわざ意味のない世間話をするためだけに、ここまで来た訳ではないもの」

　その言葉に、

「ああ解ってる」

　と暁月。

「しかし、残念ながらこの世に改変できない記録はない。映像だろうと音声だろうと紙だろうと、そんなものはその気になればどうにだってできる」

　その言葉に、イリアは心の中で同意した。

　確かに、どのような媒ばい体たいでも手を加えようと思えばそれは可能である。

　公式の会談や交こう渉しようにおいてそれが行なわれないのは、一定の信しん頼らい関係が築かれているからだ。もし相手を裏切れば、それまで存在していた信頼は崩くずれ去さり、後には何も残らない。

　……でも。

　そうした信頼関係の有う無むが価値を持つのは、あくまで外交上のメリットが存在している時だけだ。今回のノアとコクーンの会談にそれは通用しない。

　……だって。

　このノアとコクーンは、互いに戦う者同士。言わば戦争をする間あいだ柄がらなのである。

　たとえ相手を裏切ったところで何の問題もない。むしろ、積極的に相手を陥おとしいれる事を考えて然しかるべきなのだ。

　しかし。

　幾いくら相手を騙だまし、裏切り、自分達にとって都合の良い展開に持ち込んだ所で、この会談は非公式かつ非公開。もしどちらかが劣れつ勢せいに陥おちいったとしても、最終的に「そんな約束はしていない」とシラを切られればそれまでだ。

　だからこそ改変できない記録が必要となるのだが、

「もしそちらが何の準備もできていないようなら、こちらで用意してきたものもあるけれど……どうかしら？」

　と淡あわい蒼あおの輝かがやきを放つ書類を取り出してレティア。

「署名した両者の生体反応と能力波形でダブルロックする書類よ。ロックした瞬間に書類の『物質時間』が停止するようにできているため、あらゆる改変が不可能になるわ」

「ほお……そいつは優すぐれものだな」

　感心したように暁月は言って、しかしそこで不敵な笑みとなり、

「ただし──その効果が全て本当だとしたらだがな」

　そう。たとえどのような理り屈くつを付けても、そんなものには何の意味もない。

　改変できない記録はない。暁月の言った先程の言葉が全てだ。

　しかしレティアは笑みを崩す事なく、

「あら。でもここは貴方達の本ほん拠きよ地ちよ。会談の場所としては余りフェアとは言えないわ」

　何な故ぜならば、

「貴方達が何か仕し掛かけようと思えば、幾らでもできるんだもの」

　だから、記録方法はこちらに決めさせろ──とレティアは暗に言い放つ。

　……もう始まってるんですね。

　いかに己に有利な状況を作るか──その駆け引ひきが既すでに開始されているのだ。

　しかし、レティアが言う事も一理ある。

　何せこの場所はノアのホームグラウンドなのだ。

　公平性を保つなら、記録方法はレティア側に委ゆだねるか、それこそレティアが納なつ得とくするような記録方法をこちらが提示しなければいけないのだが、

　……そんなの幾らでも難なん癖くせ付けられますしねー。

　暁月はレティアの書類を退けたが、同じ事はレティアもできるのだ。

　そしてレティアを納得させられなければ、地の利があるこちらは記録方法については譲じよう歩ほを余よ儀ぎなくされる。

　一体どうするのだろう、とイリアが思っていると、

「それについては心配いらない。こちらはおろか、そちらについてもあらゆる仕掛けが無意味になる手を用意しておいた」

「あら。そんなものがあるのなら、是ぜ非ひ見せて貰いたいわね」

　と、レティアが悠然と微笑ほほえんだ時だった。

　それがやって来たのは。

「──────」

　イリア・レイノルズは見る。大会議室の扉が開き、そして中へと入ってきた者を。

　やって来たのは席を外していた千影と、その背後にもう一人。



「──遅くなってすまない。少しばかり支し度たくに手間取ってな」



　そう言って。

　紅のスーツに身を包つつんだその女が姿を現した瞬間──イリアは、先程まで席を外していた千影と代わりたいと思っていた自分の考えをなかった事にした。

　この重要な場に千影が不在だった理由をようやく理解する。

　そして、

「よお、久しぶりだな……」

　この状況を仕組んだ暁月が笑った。

　現れたのは美しい女だった。顔も、身体のラインも、その身に纏う雰囲気さえも。

　どこまで鮮烈なオーラを放ちながら。

　朱あけの黄昏たそがれの女団長──セシル・エンドハートが歩み寄ってくる。
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　レティアと暁月のいる円卓へと歩み寄ったセシルは、悠然と空いている席に腰掛けた。

　突とつ然ぜん姿を現した敵の首領に、

「どういう事かしら凰沢総帥……一体なぜ彼女がここに？」

　レティアは眼を細めたものにし、朱の黄昏の団長が登場した事の意味を問う。

「『久しぶり』という事は、彼女と既に面識があったという事よね？」

　二年前の京きよう也やの一件でミハエルがこの人工島を訪おとずれた時。

　ティアナを拘こう束そくした後、セシルと遭そう遇ぐうした話は聞いていた。

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつの彼女があの場所に現れたのは、ティアナを取とり戻すためだとばかり思っていたのだが、まさか暁月とセシルを結ぶ線があったとは。

　警けい戒かいを露あらわにするレティアに、

「いや、ダチが朱の黄昏の団長とは付き合いの長い知り合いでよ。連れん絡らく取りたいって相談したら『自分は絶対に関かかわりたくない。お前の方でやるなら連れん絡らく先さきを教えるから勝手にしろ』って言ってな」

　とヘラヘラ笑いながら暁月。

「で、携けい帯たい電話の番号を教えて貰って、その番号に掛けて。この会談の見届け人になってくれないかって頼たのんだんだ。そうしたら、何と顔見知りでな」

　もっとも、

「ダチからはとにかく凄え女だとは聞いていたから、ちょっとばかり心当たりがあった事は否定しねえよ。何せ、俺より余よ裕ゆうで強そうな女だったからな。そんな女がそう何人も居られたら困るだろ？」

「……………………」

　暁月の説明に無言を返しながら、レティア・クライシスは状況を計算する。

　決して戦せん闘とうが苦手な訳ではないが、レティアはどちらかというと事務方だ。

　どんな敵地からだろうと生きて帰れる程度の自信はあるが、どんな敵が相手だろうと勝てるなどと自うぬ惚ぼれるつもりもない。

　……それに。

　セシルの実力は、間ま違ちがいなく自分と同等以上。

　絶対に勝てないとまでは言わないが、勝てる保証や確証はない。

　それにこの場には暁月を始め、美兎らもいる。

　その佇たたずまいから見るに、暁月は言うに及ばす、恐らく美兎達たちもこの二年の間に概がい念ねん能力に目覚めていると考えるべきだろう。

　下手に動けば、暁月達にとって有利に働くだけだ。

　だが、

「確かに彼女の存在は中立な第三者となり得るし、この会談の見届け人には相応ふさわしいかもしれない。でも──彼女が居たところで、記録の改かい竄ざん阻そ止しにさして好こう影えい響きようがあるとは思えないのだけれど」

　セシルは世界最強のテロリスト集団のトップであり、その実力や存在感は認めよう。

　それはコクーンであるレティア自身が誰よりも知っている。

　朱の黄昏には超ちようウィザード級のハッカーがおり、もしこちらが一方的に会談の内容を反ほ故ごにするような真似をすれば、彼らが各国のマスコミにその情報を流すつもりなのかもしれないが、

　……電子戦に強いメンバーが居るのはウチも同じ。

　ならば、その存在が明確であり、世界に対して支配力と影えい響きよう力りよくを持つコクーンの方が、マスコミへの圧力も掛けられる分、情報操作は有利に行なえる。

　この場にセシルが同席する事に、特に意味があるとは思えない。

　すると、

「確かにセシルの存在は、この場の発言内容を直接的に保証する事はない。だが、間接的になら充じゆう分ぶんな効果がある筈だぜ」

　と暁月は笑って、

「セシルはアンタ達コクーンと並んで、この世界の異能者の頂点『朱の黄昏』のリーダーだ。『朱の黄昏』は、アンタ達コクーンだけでなく、俺にとっても倒たおさなきゃならない敵。アンタの言うように彼かの女じよが中立な第三者となれるのは、どちらの陣じん営えいの脅おどしや圧力にも屈くつする必要のない力と強さを持っているからだ。それでもアンタの言うように、コクーンが本気になれば世界中のマスコミを操あやつり、情報操作を行なう事は容易たやすいんだろう」

　だが、

「もしこの会談で行なわれた内容を偽いつわるような真似をすれば──その事実をセシルに知られる羽目になる。たとえどれだけ上う手まく情報操作を行なったところで、その精神的な負い目は絶対に消せない。そんな情けない真似を、コクーンのプライドが許すのかい？」

「随分と買ってくれているのね。でも必要やメリットがあれば、私達は幾らでも情報操作をするわよ」

　と平然とレティアは言い放つ。

「力は使ってこその力──負い目とか正々堂々とか、そんなものに執しゆう着ちやくする理由はないわ。そんなものに縛しばられていたら世界を管理する事などできないもの」

「確かに理由はないかもな……だが必要ならあるだろう？」

　と笑いながら暁月。

「確かに以前のコクーンならば、強気な真似ができただろう。だが今はもう無理だ。氷ひ神かみ京也の一件があるからな。アンタ達コクーンの絶対神話はもう崩れている。それを二年かけて、ようやく信頼を回復したんじゃないか。そして今はＥＵの再編の真っ最中。そんな時に、もし非公式で俺達ノアや朱の黄昏と接せつ触しよくを持っていたなんて事が世界に知られたら、一番困るのはアンタ達だろう。大変だな、世界の管理者とか責任ある立場ってのは」

「……………………」

　無言になったこちらに、

「懸かけろよプライドを、レティア・クライシス。世界を司つかさどるアンタ達コクーンと、世界を敵に回した俺達の戦いが、記録方法なんてモンの小細工合戦なんて興きよう醒ざめすぎるだろ。どうせ相手を出だし抜くなら、この後の交渉の中でやろうぜ」

　その言葉に、成なる程ほどとレティアは思った。

　理解する。これが凰沢暁月か、と。

　だから、

「成る程……良いわ。ならば、さっそく会談を始めましょう」

　レティア・クライシスは楽しげに笑った。

　予想外のゲストの登場に僅かに心を乱されはしたが、暁月の言うようにこちらも前ぜん哨しよう戦せんの小細工などで決着を付けるつもりは端からない。

　せいぜい楽しませて貰うとしよう。

　すると暁月もまたこちらに笑えみを返し、

「決まりだな。そういう訳だから、見届け人を頼むわセシル」

　その言葉に、この世界で最も美しい女テロリストは「ああ」と頷いて、

「構わないとも。これまでコクーンと正面きって戦うような真似をした者はいない。私達『朱の黄昏』ですらそうだ。そんな中、新たな世界の一角を担になおうという凰沢暁月がどのように挑いどみ、それに対しコクーンがどのように受けるのか実に興味深い。こうして目の前で見届けられるのは私としても光栄だよ」

　そして。

　この世界の頂点を争あらそう三者の合意が成された事で、生まれた一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後。

　口火を切ったのは暁月だった。

「今回の会談だが──こちらの要望は、アンタ達コクーンとの戦いにおいて、泥どろ沼ぬま化かを避さけるために戦闘要員の直接対決に絞しぼりたいという事だ。俺達が組織同士で正面からぶつかれば、下手をすれば世界中を巻き込んだ戦争になるからな」

　それは配はい慮りよある至し極ごく真っ当な要求ではあるが、

「組織力では劣おとるから、一いちか八ばちかの直接対決に持ち込みたい──という認にん識しきで良いのかしら。この世界に反旗を翻ひるがえすような真似をしておいて、随分と都合の良い事を言うのね」

　レティアは冷たく笑いながら、

「──私達コクーンの方針に異を唱え、まっ向から否定し、自分達の正義を謳うたうというのは構わないわ。自分勝手な正義を謳う連中は幾らでもいるものね。相手をして欲ほしいというのなら、私達は構わないわよ。でも、ただいたずらに今ある世界を否定するというのならば、貴方達は最早もはやこの世界にとっての害悪でしかない。もし私達に勝利した上で、この世界に自分達の正しさを認めさせたいというのならば──まずは通さなければならない道理があるんじゃないかしら？」

「ほお……これでも筋は通しているつもりなんだがな」

　聞こう、という態度の暁月に対し、レティア・クライシスは言い放つ。

「解わかっているでしょう。この人工島を私達に返へん還かんして──この場所は貴方達のものじゃない。私達コクーンが昔も今も統治している特別自治区なのだから」
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　会談が始まった。

　暁月が対するのは、この世界を司る『コクーン』№Ⅱのレティア・クライシス。

　見届け人は、世界最強のテロ集団『朱の黄昏』の団長、セシル・エンドハート。

　そこに不足は何もない。

　己おのれの現状を思い、凰沢暁月は自分の身体の奥から歓かん喜きにも似た興奮が湧わき上あがるのを感じながら、

　……さあ、やるとするか。

　自分自身に言い聞かせる。たった今、世界の頂点への挑ちよう戦せんが始まったのだ。

「──確かに、かつてコクーンである氷神がトップだったんだ。奴やつがいなくなった後、その権利と責任はアンタ達コクーンへ戻るという主張には一定の理解はできなくもないが」

　ふっと笑いながら暁月。

「二年間も放ほったらかしにしておいて、今いま更さらになって『所有権』を主張されても空むなしいだけだぜ。氷神京也の起こした不ふ祥しよう事じの後始末すらロクにしなかったクセによ」

「とんだ誤解ね……」

　するとレティアも笑みを返し、

「放置なんてしていないわ。確かに京也の一件については、私達コクーンにも責任がある。だからこの二年、世界に対して真しん摯しな説明を行ない、納得して貰ってきたの。その一いつ環かんとして、私達は何度となくこの人工島へ新たなコクーンを派は遣けんしようとした。でも出来なかった──」

　一息。美兎を見て、

「──彼女の概念結界のせいでね」

　確かに、美兎の概念結界が暁月の敵となる異能者の侵入を阻はばんでいたのは事実だ。

　よってその事については否定せずに、

「その割には、バベルに通っていた学生を始め、関係者にこの島から出るように呼よび掛かけていたじゃないか。あれは、この人工島の統治を諦あきらめたからじゃないのか？」

　暁月はコクーンの対応を追つい及きゆうする。

　現にその呼び掛けに応じて、この島を去った者は少なからず居るのだ。















　彼らは暁月ではなく、これまで同様にコクーンを信じ、他のバベルへと移っていった。

　だが──その一方で残った者達に対し、コクーンはそれ以上の呼び掛けをしなかった。

　そして暁月がノアの立ち上げを公表し、美兎の概念結界が解除されるまで、この人工島の奪だつ還かんするような動きはしてこなかった。

　つまり、

「お前らコクーンは、自分達の統治者としての責任を放ほう棄きしたんだ」

　告げる暁月に、

「違ちがうわ。凰沢美兎さんの概念結界のせいで、私達はこの島に居る人達の安全を保障できなくなった。だから、この島を出て私達の力が及ぶ場所まで避ひ難なんするように呼び掛けたのよ」

　とレティア。

「この二年、私達にとってこの島は不法に占せん拠きよされた状態だった。武力制圧という選せん択たく肢しもあったけれど、私達は敢あえてそれをしなかったの。日本という国が私達や世界に対して行なっていた裏切り行こう為いの隠いん蔽ぺいとして、この島をなかった事にしようとした……あんな悲劇はもう二度と繰くり返かえされるべきではないと思ったから。京也がやったように強大な力をアピールして世界を動かすだけじゃない。私達コクーンは不要な争いを避けたの──対話による解決を目指すためにね」

「対話、ね……」

　よく言うぜ、と暁月は内心で苦笑を得ながら、

「……その割には、中東じゃ随ずい分ぶんと派手にドンパチやってたみたいじゃないか」

　コクーン主導で樹立された中東連合国家セレスタニア。

　二年前に起こった一部勢力による内乱を、コクーンは武力介かい入にゆうによって鎮ちん圧あつしている。

　そしてセレスタニアを皮切りに、アラブ圏けんに存在していた反コクーン分子をほぼ一いつ掃そうしてみせた──それもたった半年でだ。

　この件に関しては報道規制が敷しかれていたため多くの情報は出回っていないものの、その凄すさまじいまでの迅じん速そくさを考えれば、コクーンがどのように動いたのかは想像に難かたくない。

　揶や揄ゆするこちらの言葉にも、レティアはまるで動じなかった。

　逆に悠然と笑みを浮かべながら、

「対話を試みても解決できないのなら、手をこまねいて見ているような真ま似ねはしないわ。私達には、この世界の管理者としての責任があるもの」

　そして、

「それは──この人工島に対しても変わる事はないわ」

　静かに通る声でそうレティアは言った。

　早い話が、この会談の結果如何いかんでは武力行使も辞さないという訳だ。

　……それはそれで手っ取り早くて良いんだが。

　暁月としては当初の宣言通り、なるべくこの人工島全域が戦場となる事態は避けたい。

　この島には、旧日本を始め世界中から民間人や企き業ぎようが移住している。

　自分達の戦闘に巻き込んで、彼らが怪け我がを負ったり命を落としたりするような状じよう況きようは可能な限り回かい避ひするべきだろう。

　それが、このノアを率いる暁月に課せられた責務だ。

　……まあ。

　もし無む闇やみに民衆に犠ぎ牲せい者しやを出せば、非難されるのはコクーンも同じだ。

　二年前の一件がまだ尾おを引いて世界の眼めが厳しい現状で、下手な真似はしないだろう。

　世界の管理者などというお堅かたい肩かた書がきを持っている以上、受けるダメージは向こうの方が大きいのだから。

　……さて。

　この島の所有権に関する主張は、恐おそらくどこまで行っても平行線だ。

　ならば、

　……ちょっと探さぐってみるか。

　レティアがこちらに対してどのようなカードを切ってくるのかを見定めるため、

「しかし……いきなり返せと言われてもな」

　と困ったとばかりに暁月。

「生あい憎にくとこの島はもう二年前とは違う。かつてのバベルタワーは、俺達だけでなくアンタらコクーンや世界を裏切った氷神京也の象しよう徴ちようだったからな。見ての通り、奴に裏切られたこの島の人間の感情に考こう慮りよして完全に破壊、解体させて貰ってる」

　そう。既にコクーンによる統治の象徴とも言うべきバベルタワーは存在していない。

　それどころか、

「かつてあったバベルシステムも、そっちの外部アクセスの危険性を考えて廃はい棄きしちまったし。アンタ達が所有権を主張できるようなものが果たして残っているかな」

　すると、

「……あら、そんな事が本当に可能なのかしら？」

　レティアはスッと眼を細めながら、

「バベルシステムは、何もバベルタワーや敷しき地ち内ないだけじゃない。この人工島そのものの環かん境きようシステムも司っていたものよ。もしあれを一時的にでも止めたりしたら、この島のライフラインに重大な支障を来きたす事になる」

　よって、

「そんなものを破は棄きして、一体どうやってこの島を維い持じしているというのかしら？」

「ああ、それなら問題ないぜ」

　さらりと暁月は言い放つ。

「バベルシステムを止める前に、久く保ぼ田たのオッサンには別のシステムを一から構築して貰もらってな。【箱船アークシステム】っていうんだが、いやー流石さすがは元バベルのトップ研究者だ。無愛想だが仕事が早え早え。お陰かげでこの本部を始めとする人工島のエネルギーやライフラインは現在、その新しいシステムによって全てが賄まかなわれている。カビの生えたアンタのバベルシステムに頼たよってなんざいねえよ」

「あら。もし本当なら素晴らしい話だけれど……それを証明する事はできるの？」

　とレティア。

「口でならどうとでも言えるわ。バベルシステムは、私達コクーンが所有する最も重要な技術であり、知的財産の一つよ。久保田博士がバベルを離はなれて貴方達ノアと行動を共にする事を選んだ事までは承知できても、外部で勝手に私達に属する技術を使われる訳にはいかないの。もしその【箱船アークシステム】が本当に存在し、私達のバベルシステムの知的財産権を侵しん害がいしていないというのなら──その証しよう拠こを見せてくれないかしら？」

　放たれた要求に、成る程と暁月は思う。

　もし【箱船アークシステム】が実在するなら、それを見る事で生の情報の入手や分ぶん析せきが行える。

　逆に存在しないなら、バベルシステムを不法に流用したとして糾きゆう弾だんしようという訳だ。

　流石さすがに抜ぬけ目めない。

　……だが。

　その程度の請せい求きゆうなど予想の範はん囲い内ないだ。

　何せ相手はコクーン。こちらはあらゆる攻せめ受けを想定しているのだ。

　だから、

「そう言うだろうと思っていたぜ」

　と暁月はフンと鼻を鳴らして、

「しかし、悪いが【箱船アークシステム】を見せる訳にはいかないな。何せあれはこっちの最重要機密でね。生憎だがおいそれと見せられる代しろ物ものじゃない」

「では、どのようにして潔白の証明をして──」

「──ウチの倉庫にぶっ込んであるぜ」

　相手の言葉を遮さえぎって暁月が言った。

　対するレティアは眉まゆを顰ひそめて、

「……何ですって？」

　問われた暁月は告げる。

　余裕の笑みと共に、

「用済みのバベルシステムさ。変ないちゃもんを付けられないように、念のため倉庫に保管しておいたんだ。埃ほこりが積もっていても構わないなら、好きに持っていってくれて構わないぜ。こっちとしても倉庫が空いて助かるからな」
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　その言葉に、レティア・クライシスは静かな笑みを湛たたえながら思う。

　……そういう事、ね。

　こちらがどういう要求をしてくるか、ある程度読んでいたという事だろう。

　それなりに交渉もこなせると聞いてはいたが、確かにここまでの対応は悪くない。

　しかし。

　バベルタワーが解体され、暁月の言うようにバベルシステムも既にその役目を果たしていないというのが本当なら、『Ｙ計画』のために必要な地脈とのリンクは切断されてしまっているという事になる。

　……だとしたら。

　こちらとしても、最早バベルシステムに固こ執しつする理由はない。

　しかし。このまま向こうの思い通りにさせては、暁月にとって有利な状況に傾かたむくだけだ。

　とはいえ、

　……そんな簡単に、譲ゆずってあげる程お人ひと好よしじゃないのよねえ、私達たちは。

　レティアは冷れい笑しようを浮うかべる。

　まだ暁月は解っていない。自分が相手にしたのが一体誰だれなのかを。

　……それに。

　たとえリンクが切断されていたとしても、この場所が『Ｙ計画』にとって重要な地脈ポイントである事に変わりはない。

　だから、

「──では、使用済みのバベルシステムについては回収させていただくわ」

「あれ……本当に持っていくのか？」

　と意外そうに暁月。

「どうしたの？　まさか──使用済みのバベルシステムが倉庫にあるというのは嘘うそなのかしら？」

「いやそんな事はないけどよ……」

　暁月は頬ほおを掻かきながら、

「……あれ、結構重いぜ？」

「それなら心配には及ばないわ」

　とレティア。

「貴方達に運べたものを、私達に運べない訳がないでしょう？」

「……あー、そりゃそうだよな」

　こちらの言葉に暁月は妙みように納得したように言って、

「それじゃあ、後で倉庫まで誰かに案内させるよ。譲じよう渡との書類はその時に用意する」

「あら。念のため、彼女に見届けて貰わなくても良いの？」

　そう言ってレティアがセシルへ視線を送ると、暁月は苦く笑しようして、

「それには及ばねえよ。既に譲渡の話はセシルも聞いている。どっちかが後になって小細工をしようとしたところで、すぐに解るだろうさ──なあ？」

「……………………」

　暁月の呼び掛けに、セシルはただ無言の笑みを返す。

　その沈ちん黙もくは充分すぎる程の肯こう定ていだ。

「なら、バベルシステムについては一いつ旦たんそれで良いとして」

　しかしレティアは追及の手を緩ゆるめない。

「そちらの言う【箱船アークシステム】に、私達のバベルシステムの技術が盗とう用よう・流用されていない証明はどのようにして示してくれるのかしら？」

　こちらが投げた問とい掛けに、

「ああ……その事についてなら、もう少しすれば解って貰えると思うぜ」

　と、意味深な笑みで暁月。

　……あら。

　どうやら件くだんの【箱船アークシステム】とやらは、ハッタリではないらしい。

　証明するつもりがあると言っている以上、この事についてこれ以上の追及は今は避けるべきだろう。

　……だけど。

　この程度で手を緩める義理もつもりもない。

　それに暁月は、こちらの誘ゆう導どうによって一つの対応ミスをしている。

　そこを突つく。

「でも──私達が所有権を有しているものはそれだけではないわ」

　と言って、レティアはブリーフケースからとある書類を取り出した。

　それは、

「旧日本の東とう京きよう湾わんの一帯は、陸・海・空の全すべてを特別自治区として正式にコクーンがあらゆる権利を所有しているの……これはその事実を証明する書類よ。人工島の返還要求はこの書類に記されている権利を元に行なったの。住宅や企き業ぎよう施し設せつなどについては、あくまで土地を貸かし与あたえていただけ」

　そして、

「バベルシステムを返還すると認めたという事は、必然的にその他も──この島の全てについても私達のものと認めた事になるわ。申し訳ないのだけれど、この人工島を本部や拠きよ点てんにするのは諦めて頂ちよう戴だい」
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　セシル・エンドハートは、レティアが再び攻こう勢せいに転じたのを見た。

　改めて自分達の権利を主張したレティアに対し、暁月以外の者が即そく座ざの反応を見せた。

「自分達の責任を放棄しておいて、よくもそのような事をヌケヌケと……っ！」

　険しい表情で食くって掛かったのは、暁月の背後で控ひかえていた少女の一人──七なな瀬せ遥だ。

　しかし、レティア・クライシスは揺ゆるがない。

「あら……この会談は私と凰沢総そう帥すいの二人で行なうものの筈はずだけど。貴女あなたに発言の権利があったかしら、七瀬遥第五副総帥？」

「…………っ」

　レティアが浮かべた冷笑に、異論を唱えた遥は苦い表情になった。

　レティアから発せられた圧あつ倒とう的てきなプレッシャーを受けても、なお気け圧おされずにいられる事には一定の評価ができるが、

　……残念ながら、コクーンの№Ⅱを相手にするにはまだ少しばかり力不足だな。

　そして、

「先刻も言った筈よ。私達は責任を果たそうとした。それをさせなかったのは、そこにいる凰沢美兎さんの概念結界よ。こちらの手を出せない状況を作り出しておいて、それを責任放棄と言うのは筋が通らないと思うのだけど？」

　すると、ようやく暁月が口を開いた。

　反論する。

「しかし──アンタ達が貸したのはあくまで土地だけだ。ビルや施し設せつなどの上物の権利まで、そっちにあるなんて事はないだろ」

　と暁月。

「それを土地の権利だけ主張して、一方的に賃貸借契けい約やくを破棄してここから出て行けというのなら、上物に掛かった費用や移転先の準備等々の補ほ償しようをして貰わないとな」

　言っておくが、

「この本部には、世界でまだここにしか存在しない技術が多数使用されていて、その金銭的な価値は莫ばく大だいだ。さらに旧日本の主要企業なども既に移転してきている。この島全域の資産価値を計上すれば、数千兆かそれこそ京の世界になる。それだけの補償を──」

「──構わないわよ」

　さらりとレティアは言い放つ。

　暁月の反論をまるでものともせずに、

「こちらとそちら、両者で選んだ第三者による鑑かん定ていで出たきちんとした金額ならば、私達は幾いくらだってお支し払はらいするわ。数千兆でも数千京でも。その時は、貨か幣へい価値が暴落している円だなんて言わない。ドルだろうユーロだろうと何だって良いわ。勿もち論ろん、移転先の土地だって幾らだって見み繕つくろうわよ」

　だから、と冷れい徹てつにレティアは笑って、

「それら全てと引き替かえに、貴方あなた達たちはこの島から即そく時じ退去して」

「………………」

　黙だまり込んだ暁月に、セシルは思う。

　……安易に金の問題へ話を持っていったのは、失敗だったな。

　コクーンはこの二年で、先進諸国に対する影響力と支配力を格段に上げている。

　異世界の技術や特とく殊しゆ能力のお陰で、あらゆる貴金属や化石燃料が精製可能となったため、どれも価値は暴落している。だが、それでも必要なら、コクーンは幾らでも資金を調達するだろう。

　押おされる形になった暁月は、

「……とはいえ、俺おれ達たちはアンタらと違って、この島の全ての権利を握にぎるようなヤクザな真似はしていないんでね。もし補償を行なうとしたら、一軒けん一軒回って、全ての人間に了りよう承しようを得て貰わなくちゃならないが？」

「勿論そのつもりよ。私達の本部スタッフを始め、各国のバベルからあらゆる人員をこの島へ集結させる。一家庭につき三名から五名、一いち企き業ぎようには最低でも十名以上の担当者を付けましょう。誠心誠意事情を説明して、納なつ得とくしてこの島を出て貰うわ」

　レティアは楽しそうに、

「一週間──一週間もあれば、私達は全ての補償について合意まで持っていってみせる」

　断言する口調で、暁月の発した苦くるし紛まぎれの反論を一いつ蹴しゆうする。

　──これが、世界の管理者であるコクーンの強さだ。

　コクーンを相手にするという事は、即すなわち世界を相手にするという事。

　そして彼かれらが操れるのは金銭だけではない。その気になれば、幾らだろうと人海戦術を使えるのである。

　それでも諦めない暁月は、ならばとばかりに、

「この島には、アンタらコクーンの考え方に反発している連中もいる。中には幾ら金を積まれても立たち退のきに応じない奴もいると思うぜ？」

「問題ないわ。私達は誰であろうと説得し、そして必ず納得して貰える自信があるもの。先ほど言った一週間という期限には、そういった人達の説得も含ふくめて予想したものよ」

　たとえどれだけ反コクーンを謳っていても、いざ正面きってコクーンと戦えるような者は、個人はもちろん、どんな大企業だろうと存在しない。

　暁月達ノアは、あくまで例外中の例外なのだ。

　一いつ般ぱん人じんが相手なら、レティア達は直接的・間接的な方法を含め、あらゆる手を使って合意にまで持ってゆくだろう。それこそどんな強ごう引いんな手段を使おうともだ。

　……だが。

　まさかこれで終わりではないだろう。

　攻勢を強めるレティアの追及に対し、暁月は一体どのような反論を行なうのか。

　見届け人であるセシルは、手や口を出す事はしない。

　ただ期待を込めて見守る。しかし、

「──でも、それら全ての要求を取り下げても構わないわ」

　暁月よりも先に、レティアが動いた。

　しかし、それは譲じよう歩ほではなく追つい撃げき。

　レティアは暁月から瞳ひとみをスッと横へ向けた。

　その視線の先には一人の少女が立っていて──そしてレティアは言った。

「凰沢美兎さんをこちらに渡わたして。超ちよう高こう次じ生命体である彼女の力は、この世界には強すぎる。それは、異世界に関する全てを司ってきた私達コクーンが管理すべきものよ」

　美兎ら暁月を慕したう少女達に緊きん張ちようが走る中、それを無視してレティアは告げる。

「正しい選せん択たくを願うわ──この世界の平和と安あん寧ねいのためにね」

　暗にレティアは迫せまっている。ノアの存続と美兎。どちらか一方を選べと。

　そして暁月がそのどちらを選んでも、自分達コクーンは勝利できると。

　ノアと美兎のどちらかを諦め、切り捨てる。

　暁月の性格ならば、どちらも呑のむ事はできないだろう。

　だが──それは個人の責任しか背せ負おっていなかった時の事だ。

　ノアという組織を立ち上げ、その総帥に付く前だからこそ許されていた。

　だが、今はもう違う。この世界の在り方について、コクーンと正面から戦うのであれば、たとえ理り不ふ尽じんな要求であろうとも筋を通さなくてはならない。

　それが政治というものなのだ。

　対する自分達『朱あけの黄昏たそがれ』が求めているのは、そうしたしがらみが自分達を縛る事を嫌きらい、だからこそ少数で動いている。

　何もかもを望むコクーンや暁月とは違う。求めているのは自分達の自由だけ。

　この世界やこの世界に生きる全ての人間がどうなろうと知った事ではない。

　自分達にとって必要なものだけがあればそれで良いのだ。

　……さてどうする？

　コクーンが美兎の身み柄がらを要求してくる事は、容易に想像できた事態である。

　二年もの時間があったのだ。ただ無む為いに時間を過ごしてきた訳ではないだろう。

　ならば、暁月はどのような対策を練ったのか。その披ひ露ろうを期待していると、

「ふーむ……」

　すると暁月は長い沈黙の後、椅い子すを軋きしませながら背もたれに身を預けた。

　頭の後ろで手を組み、そして言う。

「そこまで言い切られちまったら仕方ないな──解った。そっちの返還要求に応じよう」
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　暁月が軽い口調でこちらの返還要求に応じると発言した瞬しゆん間かん。

　室内に僅わずかな緊張が走ったのをレティアは見み逃のがさなかった。

　それは自分のものではない。暁月の背後に立つ美兎達が発した動どう揺ようだ。

　恐らく暁月の口にした決断は、彼かの女じよ達たちにとって完全に予想外のものだったのだろう。

　しかし、それでも暁月に対して何な故ぜと問う事をしない辺り、

　……信じているのね、彼の事を。

　だが。だとしたら、こちらも暁月の降参を信じる訳にはいかない。

　一いつ切さいの気を緩ませる事なく、

「あら……随分とあっさりこちらの要求を呑んでくれるのね」

「ああ。これ以上何か言えば、それだけ泥どろ沼ぬまにハマりそうだしな」

　こちらの問いに、やれやれと暁月は言い放つ。

　──しかし、レティア・クライシスは冷たい笑みを崩くずさなかった。

　確かに自分は、暁月を追おい詰つめはした。もし彼が苦し紛れの逃にげの発言を続けていれば、自分はその藪やぶ蛇へびを即座に潰つぶしていっただろう。

　ノアよりも美兎を優先した事も頷うなずける。

　美兎の力が唯ゆい一いつ無む二になのに対し、

　……ノアという組織はやり直しが利きくものね。

　これ以上の被ひ害がいを拡大させないという意味では、暁月の判断は間ま違ちがいではない。

　そして。

　こちらとしても、美兎を手に入れるよりもここでノアを潰せる方が都合が良い。

　美兎の身の上話は既すでに世界中が知る事になっている。彼女の暁月に対する想おもいもだ。

　そんな彼女をもし強引に手に入れでもしたら、京也の件を処理して折せつ角かくコクーンへの信しん頼らいを取とり戻もどしたというのに、また悪感情を抱いだかれてしまいかねない。

　政治の場において、時に感情は理り屈くつや理性さえも上回る。

　そしてその感情を敵に回すのが、最も厄やつ介かいなのだ。

　だとしたら、選ぶのは美兎よりもノアの解体。

　美兎の身柄を手に入れるとしたら、それは公おおやけの場での要求によって行なうものではない。

　……そうよ。

　後で幾らでも、コクーンの仕し業わざだと解らないようにして回収すれば良いのだ。

　よってノアを手放すという暁月の回答は、こちらとしても望むところである。

　しかし、

　……諦めるのが早すぎるわね、余りにも。

　あの凰沢暁月が──仮にもコクーンに宣戦布告をするような青年が、こうもあっさり自身の負けを認めるだろうか？

　これでもレティアは、暁月の事を高く評価している。

　美兎の超高次生命体の力を得た京也を倒たおし、朱の黄昏の現トップのセシルにここまで気に入られているのだ。おまけに暁月は、朱の黄昏の団員の一人を味方に引き入れる事にまで成功している。さらに先さき程ほどの演説で見せた、あのカリスマ性。

　それら全てを勘かん案あんすれば、微み塵じんも油断できる相手ではない事は明白だ。

　確信をもって言える。凰沢暁月は絶対にこの程度ではないと。

　……だとしたら。

　よってレティアは結論づける。十中八九これは罠わなだ。

　恐らく何か仕し掛かけてくる筈──そう推測して出方を窺うかがっていると、案の定、

「ただし──そっちの要求を呑む代わりに、こっちの頼たのみも聞いて貰いたいんだが」

　来た。だから、

「構わないわ。応こたえられるかは解らないけど、まずは聞くだけなら」

　とレティア。すると暁月は頭を掻きながら、

「実は想像以上に金を使っていて、財政状態が厳しくてな。返還要求を呑む代わりに、正式な鑑定が来る前にアンタが自由にできる金額の最高値を先さき払ばらいで貰いたい」

　ぬけぬけと言い放つ。

　旧日本のフィクサーだった嵐あらしノ宮みや貴たか子この支し援えんを受けていながら、財政難などあり得る筈がないだろうに、

「構わないけれど……査定が、私の自由に出来る金額を下回る可能性もあるわよ？」

　コクーンの財力と自分の権限の大きさを披露する事でレティアが牽けん制せいを入れると、

「なら、アンタが考える適正価格は幾らだい？　もしアンタの考える返還要求の価値が、アンタが自由にできる金額を下回るなら──その金額で譲っても構わないぜ？」

「…………………」

　レティアは即座の返答を避けた。

　暁月の言葉の端はしに、確かな余よ裕ゆうを感じたからだ。

　どういう事だろう。もしこちらが二束三文と言えばそれで譲るつもりだろうか？

　……いや、違うわね。

　もしこちらが端はした金がねを言えば、向こうに買かい戻しという可能性と選択肢を与える事になる。

　だとしたら下手な金額を言うわけにはいかない。

　嵐ノ宮貴子の財産が、この二年の間にさらに膨ふくれ上がっている事は自分達も掴つかんでいる。

　それは暁月達の資金力に繋つながるものだ。

　よってもし生半可な金額を設定でもしたら、買い戻しを要求されてしまいかねない。

　所有権はこちらにあるが、既に人工島はかつての状態から様変わりしている。その辺りを争点にして交こう渉しようを長引かせ、向こうに時間稼かせぎを許すような事態は避けたい。

　だとしたら、どうするか。

　時間を猶ゆう予よとして与える事なく、この場でさらに暁月達を追い詰めるべきか。

　それとも早計な事はせず、第三者の査定を待った正式な手順で行くべきか。

　レティアが正しい判断を考えていると、

「何だ。随分と悩なやんでいるみたいだな──なら、こういうのはどうだ？」

　とさらに暁月。

「もしアンタが即そつ金きんで払はらってくれるなら、こっちはオプションを付けよう」

「……オプション？」

　怪け訝げんそうに問うこちらに、暁月は「ああ」と笑って、



「どうしても欲ほしいと言うなら──美兎を一旦そっちに預けても構わないぜ？」



　レティアが全く想像していない言葉が来た。

「──────」

　とっさにレティアは「まさか」と思う。

　鼓こ動どうが僅かに速くなる。多少であっても自分が動揺を得ている事を自覚しつつ、

　……何のつもりかしら。

　あの暁月が、美兎の身柄をコクーンに渡す。

　それは決して信じる事のできない言葉。絶対にあり得ない行為だ。

　しかし暁月は、この駆かけ引ひきの場で敢えてそれを口にした。

　レティアがそれを決して信じない事など承知の上だろう。

　その意図を想い、

「……………………」

　レティア・クライシスは、それまであった感情を顔から消した。

　……成なる程ほどね。

　レティアは暁月の狙ねらいを理解した。

　美兎を手放すなどという虚きよ言げんとも思える言葉が、こちらに真実を教えたのだ。

　──暁月が口にした条件は、額面だけを受け取れば明らかにあり得ないものである。

　だとしたら答えは一つ。考えられないような譲歩を重ねる事でそこに罠がある事を匂におわせ、こちらを疑ぎ心しん暗あん鬼きにして惑まどわせる──そして手を引かせる。

　それが彼の狙いなのだろう。

　これまでの暁月とのやりとりを思い出し、レティアは思う。悪くない手だと。

　恐らく自分が暁月の立場なら、同じ手段を取っただろう。

　何せこちらが要求したものや、暁月がここまでにした発言には、罠を仕掛ける余地が無数に存在している。

　そして二年の時間があった。罠を準備するには充じゆう分ぶんな時間だ。

　……現に。

　レティアはチラっと美兎を見た。

「────────」

　自身を売うり払うような事を言われたにも拘かかわらず、彼かの女じよの表情には動揺や絶望の色はなかった。他の少女達もだ。恐らくこちらが美兎の身柄を要求してくる事を想定して、既に準備や対応を行なっていたに違いない。

　一名──新人と思おぼしき少女の表情が、気の毒な位に困こん惑わくしているが、或あるいはそれすらも演技の可能性がある。いずれにせよ、凰沢美兎をオプションに付けるという今の発言は、予あらかじめ用意されていたものだったと考えるべきだ。

　ならば、

「申し出は大変ありがたいのだけれど──そこまでこちらに都合が良い事ばかり言われると、何か裏があるのではないかと疑ってしまうわね」

　あえて、己おのれが疑念を得ている事実をレティアは口にした。

　確かく認にんする。

「ひょっとして、何か企たくらんでいるんじゃないかしら？」

「企むって……例えば？」

　質問に質問で返された。だが、

　……ふふ。

　レティアは心の内で笑えみを深くする。

　暁月が口にしたのは、こちらの問い掛かけに対し、最善ともいえる回答の一つだ。

　もし暁月が「企んでいない」と言っていたら、後々になって何か隠かくしていた事や騙だましていた事があれば糾弾できた。

　逆に「企んでいる」と言えば、その態度を不誠実としてこちらに有利な展開へと傾ける事ができただろう。そして、もし沈黙を返していたら、こちらが都合の良い解かい釈しやくを行ない、それを押し通とおす事ができた。

　だが──逆にこちらへ問い返せば、そこには肯定も否定もない。

　レティアが改めて追つい及きゆうするとしたら、暁月達の狙いを正確に当てる必要がある。

　もしレティアが見けん当とう違ちがいの事を言ってしまったら、途と端たんに「そんな事はしていない」「言いがかりだ」と反はん撃げきの材料を与えてしまう。

　よしんば正解を言い当てられたとしても、敵の罠が一つとは限らない。たとえ一つの罠を認めさせる事ができても、他の罠が生きていればそれまでだ。

　つまり暁月はたった一言で、こちらの狙いを捌さばき、逆に斬きり込んできたのである。

　それも、ほぼノータイムで。

　……良いわね、この子。

　流石はあのミハエルの弟にして、凰沢剛ごう毅きの息子むすこ。

　セシル・エンドハートが入れ込むのも頷けるというものだ。

「………………」

　ふと見れば自分達の交渉を見守っているセシルは、嬉うれしそうに暁月を見つめている。

　レティアの視線に気付きながら、それでもこちらを見る事はない。

　それは、こちらの事など眼中にないと言うよりも、

　……まるで恋こいする乙女おとめね。

　やれやれと思いながら、思考を切きり替える。

　……とにかく。

　相手がどこにどんな罠や毒を仕掛けているか読めない以上、深追いはさけるべきだろう。

　ここでリスクを冒おかす必要はない。

　無理をせず、確実な方法で潰せば良いのだ。

　だから、

「とても魅み力りよく的てきな提案だけど、モノがモノである以上──そして大きい金額が動く事になる以上、結論はきちんとした査定を待ってからにさせて貰うわ」

　レティアはふっと笑みを見せて、

「世界の管理者を謳うたう私達が、軽けい率そつな行動を取るわけには──」

「──こちらは今すぐに売りたいと言っている。たとえ査定以下の金額だろうと」

　暁月がこちらを遮って、

「もしそちらの体面云うん々ぬんの都合で購こう入にゆうするタイミングを遅おくらせたいというのなら、当然こちらの都合によって譲るタイミングを遅らせる事も承知して貰えるものと取るぜ？」
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　退こうとしたレティアに対し、その逃げ道みちを暁月が塞ふさぎに掛かってきた。

　その挑ちよう発はつ的てきな物言いにレティアは思う。

　……随ずい分ぶんと強気ね。

　暁月はまだ自身の手札を見せていない。こちらに罠の存在を匂わせただけだ。

　にも拘かかわらず、こんなチキンレースのような駆け引きを仕掛けてくるとは。

　……という事は。

　もしこちらが時間稼ぎを許さずに、敢あえて誘さそいに乗って金を払うと言い出した場合でも、対応できるだけの準備があるものと考えるべきだろう。

　それを見み極きわめられない限りは、安易に踏ふみ込む訳にはいかない。

　かといって脅おどしに屈くつして退くような真ま似ねをすれば、それこそ相手の思うつぼだ。

　──しかし。

　この直後。レティア・クライシスは、それまで暁月が隠してきた手札の一枚が、どのようなものかを目まの当あたりにした。

　それは暁月の何気ない一言だった。



「──っと、そうだ。美兎、ちょっとこっちに来い」



　そう暁月が口にした瞬間。

　凰沢美兎の身体が金色の光に包まれ──次の瞬間、暁月のすぐ隣となりに出現した。

「────っ」

　思わず息を呑んだレティアの前で、美兎を抱き寄よせながら、

「なあ美兎、うっかりド忘れしたんで確認したいんだが」

「う、うん……何？」

　人前で腰こしを抱かれた美兎が、レティアの目の前で恥はずかしそうに暁月に問い返すと、

「二年前──お前は、氷神京也に超高次生命体の力を強制的に解放させられただろ。俺おれが奴やつを倒した後、お前の力や存在が俺達を危険に晒さらすからって、精神世界に閉とじ篭こもってそのまま消えようとしたお前を俺が迎むかえに行ったよな」

　とわざとらしく説明するように暁月。

「あの時。俺は『お前やお前の力が他の奴に狙われない良い方法がある』って言ったと思うんだが──俺はお前に何て言った？」

　突とつ然ぜんの美兎の空間移動と、それに併あわせて唐とう突とつに始まった暁月劇場。

　その意図が読めずにレティアが眉を顰めていると、

「えっと……精神世界の中で、まだ超高次生命体としての力を使える状態のボクに、キミはこう言ったんだよ」

　美兎の口が、暁月の策を紡つむぎ出す。



「万一ボクがさらわれても問題ないように──キミが念じれば、ボクを召喚できるようにしろって」



　それを聞いたレティアは、

「──────」

　ただ静かに、納得の無言を放った。

　この二年間ではない。全ては二年前──京也との戦いを終えてすぐなのにも拘わらず、凰沢暁月は先々のリスクを見み越こして布石を打っていたという訳だ。

　……成る程ね。

　暁月は「美兎を手放す」とは一言も口にしていない。

　きちんと言葉を選び、「美兎を一旦そっちに預けても構わない」とだけ言っていた。

　要は、

「その気になれば、いつでも取り戻せると……最初から彼女を渡すつもりなんて無かったという事ね」

「言ってない事を守る必要はないだろ？」

「そうね。この事で、貴方あなたが私達を騙そうとしたなどとは言わないわ」

　でも、とレティア。

「念じれば彼女を召喚できる……確かに有効な対策ではあるけれど、けどそれだけではないんでしょう？」

　暁月の思おも惑わくを見み透すかしながら告げる。

　──念じれば召喚できるという事は、逆に言えば念じなければ召喚できないという事。

　つまり──暁月に念じさせなければ、美兎を手に入れられるという事だ。

　……でも。

　レティアは先程、この会談ではノアを潰す事にプライオリティを置き、美兎の身柄は改めて押さえれば良いと考えていた。

　だが、レティア・クライシスは考えを改める。

　こちらに対して、ここまで周しゆう到とうに罠を仕掛ける暁月が、そのリスクに気付かぬ訳がない。

　必ずしも相手が正面から来るとは限らない以上、

「恐おそらく、貴方は他にも保険を掛けている……違ちがうかしら？」

　すると、暁月はスッと眼めを細めて、

「流石さすがコクーンのナンバー２。良い女ってのは察しが良くて話が早いね、全く」

　と、楽しそうに言うと、

「正解だレティア・クライシス。氷神の野や郎ろうみたいにコイツの力を利用しようとする馬ば鹿かがこれ以上出ないように、悪いが手を打たせて貰もらった」

　それは、

「もしコイツの超高次生命体としての力が、何らかの外的要因によって利用されようとした場合……その力は俺のものになるようにしてある」

「──そんな事が」

　まさか、とばかりに告げるこちらに、

「できるんだな、それが」

　嘲あざ笑わらうように暁月が言う。

「あの時のこいつは、まだ超高次生命体の力が解放された状態だった。そんなこいつの精神世界に俺は潜もぐったんだ。超ちよう高こう位い次元で互たがいの精神が結び付いた事で、俺とコイツの間には特別なリンクが構築されていてな。空間を超越して呼び寄せられる召喚を可能にするだけの下地は出来ていたのさ」

　そして。

「コイツを呼び寄せられるという事は、単に肉体だけじゃない。精神から魂たましい──コイツという存在の全てを俺の下へ引き寄せる事ができるって事だ。その中には当然、超高次生命体としての力も含まれる。あとは解放状態にあったコイツが、自分自身に条件付けをすれば良い」

　そう。

「超高次生命体の力を悪用されそうになったら──その力を俺に託すようにってな」
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　暁月に腰を抱かれながら、凰沢美兎はあの時のやりとりを鮮せん明めいに思い出す。

　……そうだったね。

　己の正体と存在に絶望していた美兎に対し、暁月は言った。

　お前を俺のものにすると。

　──それは別に、美兎を好き勝手にするという意味ではない。

　どこまでも美兎を守ると、暁月はそう誓ちかってくれたのだ。

　そして暁月達たちの足あし手で纏まといになる事を恐れた美兎に、解決策を示してくれた。

　暁月が考えた保険は二つ。

　即ち、暁月が美兎を召喚できる『テレポート』と、緊きん急きゆう時に暁月へ美兎の超高次生命体の力を委い譲じようする『トランスポート』である。

　これらは、暁月が錬環勁氣功を使用して、超高次生命体の力を解放していた美兎と精神の波長を同期させた事で、超高次のリンクが構築できていたからこそ可能になったもの。

　京也との死し闘とうの余よ韻いんがまだ強く残っていたあの状じよう況きようで、その感かん慨がいに浸ひたる事なく、暁月は既に美兎達たちと共にコクーンと相対する未来を見み据すえていたのだ。

「悪いな………コイツはもう俺のものだし、俺がコイツを守ると誓ったんでな」

　だから、と不敵な笑みで暁月。

「氷神にさらわれ利用されてるんだ。何の対策もしないなんて、生あい憎にくだが俺はそこまで呑のん気きじゃない。人ひと質じちに利用されるのも面めん倒どうだからな。当然、打てる手は打たせて貰ったぜ」

　それは、もう二度と美兎を奪うばわれないための対策。

　──二年前、暁月の優やさしい言葉と温ぬくもりに包まれながら、美兎は彼のものになれた。

　美兎にとって、あの時の事は思い出す度に震ふるえるような幸せを得られる記憶だ。

　暁月の言うように、これでもう美兎の力が利用され、暁月達の足を引っ張る心配はない。

　どこまでも暁月や他の皆みなと共に生きてゆけるようになったのである。

　だが、

「……確かに。彼女を想っての事と考えれば悪くない美談にできそうだけれど」

　とレティア。その美しい顔に冷れい笑しようを浮うかべて、

「でも──そんな風に、彼女の超高次生命体の力を笠に着るような真似をしたら、それはもう世界に対する脅迫だわ。そんな卑怯なやり方で、世界の同意を得られると本当に思っているの？」

　脅迫、そして卑怯。

　非難の中に軽蔑をも滲ませたその言葉に、最も大切な幸せの記憶を踏みにじられ、

「──────」

　反射的に理性を飛ばした美兎は、己を止められなかった。

　次の瞬間──金色の波動が、美兎の身体から解き放たれた。
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　それは圧倒的とも思える怒いかりの感情の奔流だった。

　ノアの第一大会議室を、荒れ狂う金色の波動が吹ふき抜ぬけ、大気が軋むように鳴動する。

　その凄すさまじいプレッシャーの嵐に、

「…………っ」

　イリア・レイノルズは悲鳴を上げそうになり、しかしできない。

　……声が……っ。

　出なかった。美兎が発する圧力は、イリアに発声すらも許さない。

　そして腰を抜かす事もできず、ただ立ち尽つくすしかできないでいるイリアの前で、美兎が動いた。

「もう一度──」

　そう言ってレティアへと向かって右の手のひらをかざし、そのまま戦せん闘とうへと突とつ入にゆうする。

　その直前で、



「──っと、そこまでだ」



　事もなげに言った暁月が、腰に回していた手で美兎をぐいっと抱き寄せた。

　そのまま美兎を自分の膝ひざの上に座らせると──あろう事かその胸を揉もみ出す。

「っ──やっ、ちょ、ちょっと……？」

　途端に正気に戻った美兎から、金色のオーラが消える。

　困惑する美兎に、暁月はあろう事か服の中へ手を入れながら、

「ウチの奴が失礼をしたな。こいつは普段は大人しいんだが、俺の事となるとすぐに感情的になっちまう奴なんだ。それが可愛かわいいところでもあるんだが、まさか大切なお客さんに粗相をしちまうとは……俺の教育がまだまだ足りないみたいだな」

「そっ……やっ、ボク……そんなつもりじゃ……あぁっ」

「やかましい。お前はおっぱいは大きいクセに、変なところで余裕がないのがいけねえ」

　反論しようとする美兎に、暁月は胸への愛あい撫ぶで抵抗を奪って、

「次やったら、この場だろうと速攻でイカせるからな──解わかったか？」

「っ……解ったから、お願い……手、胸から放して……っ」

　懇こん願がんする美兎を、「よし」と暁月は解放。

　へなへなと床ゆかにへたり込んだ美兎を、そそくさとリスティと千影が立たせて、こちらへ連れて戻ってくる。

　圧あつ倒とう的てきな緊張感から解き放たれ、嘆たん息そくしたイリアは見る。

　……うわ。

　あれだけの事があったのに、暁月は勿もち論ろんの事、レティアやセシルも平然としていた。

　美兎を止めるために、暁月がとんでもない真似をしでかした事もそうだが──特にレティアは、それこそ至近距きよ離りで美兎の圧力を直接向けられたというのに、悠ゆう然ぜんと余裕の笑みを浮かべている。

　だからイリア・レイノルズは強く実感する。

　今、この場所には確かに──世界の頂点を争あらそう者達が集っているのだと。

　そして、

「──で、どうする？」

　まるで何事もなかったかのように、笑いながら暁月は言った。

「こっちは別に、脅迫だの何だの小難しい事なんざ考えちゃいない。ただ、天下のコクーン様が、こそこそ隠れて人の女に手を出すようなダサイ真似はすんなよ……って、それだけの話さ」

　ホント頼むぜ。

「やっとアンタ達とやり合えるんだ──下らない場外戦で白けさせないでくれよ？」
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　暁月から放たれた挑発に対し、レティア・クライシスは思う。

　……こんな所かしらね。

　美兎について、暁月が何らかの手を打っている事は予め想定できていた事態だ。

　よって実際の戦闘に入ってから知る羽目になるよりも、いっそ探れるのであれば先にこの会談の中で知る事ができればと思っていたのだが、想像以上に色々な事が解った。

　特に。二年前は京也のシステムとリンクしなければ美兎は超高次生命体としての力を使えなかったが、

　……今はもう、本人の意思で多少は扱えるようになってきているようね。

　その事実は確かに驚異ではあるが、とはいえその事実が解った事は大きな収穫だ。

　……何せ。

　あそこまで感情を暴走させても、あの程度のものでしかないのだ。

　恐らく自分がハーフエルフではなく、超高次生命体だったという事実を受け入れきれていないのだろう。その強大な力に対し、無意識にストッパーを掛けているに違いない。

　そして。

　あの程度の力ならば、自分達ならばどうとでも対応できる。

　もっとも、

　……あれが彼女の力の全すべてではないでしょうけどね。

　美兎が果たしてどのような概がい念ねん能力を得ているかはまだ不透明だ。

　しかし、その可能性を考こう慮りよした上で、それでもまだ凰沢美兎はコクーンの脅威にはなり得ない。

　……何故ならば。

　あの程度の挑発であそこまで冷静さを失ったのだ。やろうと思えば、幾いくらでも心理的な揺さぶりを掛けられる。

　そして美兎と暁月を結ぶテレポートやトランスポートは、確かに美兎の身柄を卑怯な思惑から守る事はできるものの、正面からぶつかる戦闘に関しては効果を発揮しない。

　要は美兎の力を利用しようとせずに、そのまま暁月もろとも倒してしまえば良いのだ。

　それは詰めが甘あまいというよりも、

　……こちらと正々堂々戦いたいという事でしょうね。

　この手の真っ直ぐさは暁月の魅力なのだろうが、同時に命取りに繋がる甘さでもある。

　そうした事を思いながら、

「せっかく種明かしまでして忠告してくれたんだし……そうね、彼女に関しては大人しく引き下がろうかしら」

　と、余裕の笑みを浮かべるレティアに対し、

「成る程……なら、この島の返へん還かん要求についてはどうする？」

　暁月が議題を元に戻して問うてくる。

　だから、

　……さて、どうしようかしらね。

　美兎にここまでの罠を仕掛けていたのだ。

　この島についても、こちらの裏を掻かくような仕込みがあると考えるのが妥当だろう。

　しかも先に美兎について種明かしをしたという事は、

　……本命の隠し球はこっちよね、きっと。

　だがこの会談──ここまでの流れだと、形としては美兎の件でこちらが一本取られている状態だ。

　これ以上、下手に藪を突つくような真似は避さけて、一いつ旦たん退くのも手だが、

　……このままあっさり終わるのも面白くないわよねぇ。

　そう想い、レティアの口元に深い笑みが浮かんだ。

　──何せ、この会談は『朱あけの黄昏たそがれ』が見届け人なのだ。

　負けたままで終わってしまうのは、色々とよろしくないだろう。

　ならばどうするか。

　たとえどのような罠があろうと、こちらがその気になればどうとでも対応できる。

　適当な前金を支し払はらいさえすれば、すぐにでもこの島を暁月達から取り上げる事が可能だ。

　暁月の策略の底を知る事もできる。その上で彼かれの罠を正面から粉砕し、ここで組織としての力の差を思い知らせておくというのは悪くない考えだろう。

　よって、

「そうね、それじゃあ──」

　と前置きをして、適当な金額を口にしようとした時。

　レティア・クライシスはふと、言いようのない違和感を覚えて言葉を止めた。

「──────」

　これまでコクーンの交渉役として培ってきた勘が言っている。

　このまま誘いに乗るのは危険だ、と。

　……何かしら。

　レティアは頭の中で、これまでの会談の内容を高速で遡る。

　自分は一体、どこに違和感を覚えたのか──その場所を探すように。

　──交渉などの駆け引きにおいて、正面から相手に勝つ方法は大別すると二つ。

　相手の土俵ではなく、自分の土俵に引き込んで攻せめ勝つ「攻こう撃げき側」に立つものと。

　相手の不備をついて、相手の要求そのものを無意味にしてしまう「防御側」のものだ。

　暁月は今回、ずっとこちらの要求に応じるか否いなかで話していた──つまり防御側だ。

　だが、暁月はあからさまな挑発をしてまで、こちらに罠の存在を教えてきている。

　それは防御側に立つ者の戦略としては正しくない。

　仕掛けた罠を見抜かれないためには、嘘うそを言うなどして相手に言質を取られる事なく、真実を隠し通さなければいけないのだから。

　それはてっきり暁月の攻撃的な性格が、防御側に回り続ける事を許さなかったのかとも思ったが──しかし今、こうして違和感を得ているという事は、その考え方が誤っていたという事か。巨きよ大だいな組織の長に立てば、守るべきものが増える。そうなれば、攻撃以上に重要になるのは防御だ。流石の凰沢暁月も、そうした慣例に従ったのかもしれない。

　そうした可能性を思い、

　……いいえ、違う……。

　正面に座る暁月の表情を見たレティアは、即そく座ざに己の考えを否定した。

　そうだ。たとえどれだけ世界の頂点に近づこうと、この凰沢暁月は己を変えない。

　ひたすた真っ直ぐに、愚直なまでに己を貫こうとする。

　……だとしたら。

　凰沢暁月が、防御側の立場を取っていたというのは誤りではないだろうか。むしろそう見せかけておく事で、最も有効な攻撃を放とうとしていたのではないだろうか。

　──ならばこちらに対し、最も有効な攻撃とは何か。

　人工島の返還を要求したこちらに最大のダメージを与あたえる方法とは。

　そのために凰沢暁月は、一体どんな真実からこちらを遠ざけた？

　相手の狙いを見抜くため、レティアは暁月の立場と視点に立って思考する。

　奔放すぎる暁月の考えは本来ならば読みにくいが、彼の思考パターンを分ぶん析せきする材料をレティアは既すでに手に入れている。

　こちらが美兎の身み柄がらを要求する事を見越して、美兎の召喚と超ちよう高こう次じ生命体の力を自分が受け取れるようにするなどという策を、京也を倒たおして美兎を連れ戻しに行きながら思い付くような青年。

　その思考をレティアはトレースし──だからこそ思い出す。

　今回の交渉の中で、暁月が一度だけ核心を先送りにした事があったのを。

　……あれがもし、時間稼ぎのためだったとしたら。

　その後のやり取りを思い出しながら、レティアは己の思考が誘ゆう導どうされていた事に気付く。

　こちらに美兎を奪われないための種明かしをした意図。

　そして、そもそも見届け人にセシルを設定した事の意味。

　それら全てを勘かん案あんし、導き出だされる答えに辿たどり着ついたレティアは、

「……そう……そういう事だったの。だから『ノア』なのね」

　静かな声で呟く。

　恐らくは暁月が発案し、そして久保田が実現したであろう企みを思いながら。

　すると、

「へえ……流石さすがはコクーンの交渉役。まさか気付くとはな」

　と感心したように暁月。だが、

「もし気付けたのなら、もう答えは出た筈はずだな──さあ、幾ら払ってくれるんだ？」

　こちらに自分の狙いを読まれてもなお、暁月は不敵に言い放つ。

　その理由を理解しているレティアは、瞳ひとみを閉じると嘆息混じりの笑みを零して、

「ゼロ、よ。申し訳ないけれど……今のこの島のために私達が払えるお金は一いつ切さいないわ」

「ほう。それはつまり、コクーンにとってこの島はもう何の価値もないって事か──所有権を主張してたって事は、統治や管理の責任も自分達が持っているという意味だろう？　良いのかい、それを放ほう棄きするような無責任な事を言ってよ」

　わざと婉曲な物言いをする暁月に、

「仕方ないわ。私達にとってこの島はとても大切なもの──それは昔も今も変わらない」

　でも、とレティア。

　スッと細めた瞳で暁月を見据えて、

「私達がこの島の所有権を主張できない理由を、誰かが作ってしまったようだから」

　要は、その所有権に則って行なった返還要求が根底から覆された形になる。

　これ以上交こう渉しようを長引かせたところで、セシルの目の前で恥はじの上塗りをするだけだ。

　……それに。

　対外的な配はい慮りよを込めてこの島の価値が変わらないと言いはしたが──実際はもう自分達コクーンがこの島にこだわる理由もなくなった。

　ならばもう充分だろう、とレティアは思う。

　少なくとも、今日ここに来た最低限の目的を自分は達したのだから。

　よって、

「この島の返還要求は取り下げるわ。そちらの当初からの要望である、主要な戦闘要員に絞った戦闘による決着というのも承諾する──それで良いかしら？」

「ああ。それさえ認めてくれるなら、俺おれ達たちは何の文句もねえよ」

「私達コクーンと貴方あなた達たちノアが、本格的な戦闘状態に入るタイミングはいつにする？」

　満足そうに頷うなずく暁月に、全面戦争の始まりの日時を問うと、

「当然たった今この瞬しゆん間かんから──と言いたいところだが、わざわざ一人で来てくれたアンタに失礼な真似はできないからな」

　と暁月は苦く笑しようした。

「アンタに一つ、頼たのみたい伝言がある。前に氷神京也にも頼んだ事があるんだが、それの続きだ。コクーン本部に戻もどって、兄貴に会ったら伝えてくれ──それを俺達の戦いの始まりにしたい」

「……良いわ。ミハエルには何と？」

　レティアが訊たずねると、暁月は「ああ」と言って、

「お前も──そして親父の事も、宣言通りに止めに行くってな」
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『ノア』と『コクーン』に『朱あけの黄昏たそがれ』。

　この世界の頂点達たちが集った会談は、細部の詰つめを含ふくめて二時間程ほどで幕を閉じた。

　暁月あかつきとレティア──そしてセシルの三人が第一大会議室から退出してゆき、イリア・レイノルズはようやく一息をつく。

　思わぬ形で歴史が動く瞬しゆん間かんに立ち会う羽目になったが、これで自分はお役御ご免めんだ。

　同じ新人のライル達の下へ戻もどり、候補生のオリエンテーションに戻れる。

　そう思っていたのに、

「…………あのー」

　イリアは困こん惑わくした呼よび掛かけを口にした。

　会談が終われば解放されるとばかり思っていたのだが、何な故ぜかイリアは現在、美み兎う達たちと共に眺ながめの良いテラスにいる。

　こちらが発した呼び掛けに、

「どうかしたイリアちゃん？　あ、もしかして紅茶よりコーヒーの方が良かった？」

　女らしい所作でカップを口に運んでいた美兎に問われ、恐きよう縮しゆくしたイリアは首をブンブンと横に振ふって、

「いえっ、紅茶で大だい丈じよう夫ぶです。超ちよう美お味いしいです。ありがとうございますっ」

「そう？　良かった、喜んでくれて。あ、お代わりはどう？」

「あ、はい。いただきます……いやっ、そうじゃなくてですねっ？」

　うっかり空のカップを差し出しそうになったイリアは、慌あわてて椅い子すから立ち上がる。

　声を大きくしたイリアに、同じテーブルを囲んでいた美兎、リスティ、千ち影かげ、葛くず葉はの四人から見上げる視線で注目が集まった。

　……うっ。

　思わずイリアはたじろいだ。

　所用で席を外している遥はるかも含めて、目の前に居るのはいずれもこのノアの最高幹部。

　第一副総そう帥すい、凰おう沢さわ美兎。

　第二副総帥、リスティ・シェルフィード。

　第三副総帥、五泉いずみ千影。

　第四副総帥、桐どう元もと葛葉。

　第五副総帥、七なな瀬せ遥。

　普ふ通つうに考えれば、一いつ介かいの新人に過ぎないイリアが席を同じくする事は勿もち論ろん、こんな風に気軽に話ができる相手ではない。

　よって暁月達の会談が終わった後──イリアは速すみやかに撤てつ退たいを図はかろうとした。

　美兎と遥が暁月に「お仕置き」をされている現場へうっかり足を踏ふみ入いれてしまい、さらには極ごく秘ひ裏りに行なわれたトップ会談まで同席してしまった。

　よって、これ以上このおかしな深みに嵌はまってしまう前に何とか逃にげたかったのだが、

「ううぅ……な、何で私はここに居るんですかぁ」

「どうしたの？　何かおかしい事でもある？」

　とリスティ。

「会談の後片付けまで手伝ってくれたんだもの。とても助かったし、お礼にお茶くらいご馳ち走そうしたいじゃない？」

「いや、それはそうかもしれませんが……でも……」

「……でも？　何かしら？　私達とはお茶を飲みたくないって事？」

　言葉を濁にごしたイリアに、この場で最も幼い少女にジト眼めで突っ込まれ、

「い、いえっ、桐元第四副総帥……そんなこと滅めつ相そうもないです。ないですよっ？」

　こちらが慌てた反応を返すと、それを見た千影が楽しそうに笑う。

「駄だ目めだよ葛葉。いくら新人が可愛かわいいからって、そんなにいじめちゃ」

　まあ、

「気持ちは解わかるけどね……」

「な、何で解るんですかぁっ？」

　遺い憾かんの叫さけびをイリアが放つと、千影は平然と、

「何かイリアって可愛いんだよ……一いつ生しよう懸けん命めいな雰ふん囲い気きとかさ」

「あ、それ解る。つい構ってあげたくなっちゃうのよね」

　とリスティが同意を示す。

　……それって、ぶっちゃけオモチャですよねっ。

　今の自分に相応ふさわしい言葉を、イリアは心の中で叫んだ。

　いけない。このままだと自分は、何か激しく引き返せない状じよう況きように足とか首とか突っ込んでしまう事になりそうだ。

　──人には資質というものがある。

　自分はライルのようなリーダータイプでは断じてない。こういう偉えらい人達に囲まれて輝かがやくタイプではないのだ。

　むしろ周囲に溶とけ込んで、地味に自分の役割を果たしてこそ煌きらめくタイプである。

　これ以上、深みに嵌まってしまう前に、何とか普通の新人に戻らなくては。

　と、そこへテラスにやって来た者が居た。

「──ただいま戻りましたわ」

　颯さつ爽そうとイリア達のテーブルへと歩いてくるのは、五人いる副総帥の中で、ただ一人席を外していた少女──七瀬遥だ。

「お疲つかれ様さま、遥さん……すぐにお茶を淹いれるね」

　と美兎が笑え顔がおで迎むかえる。

「でも、随ずい分ぶんと早いけど……レティアさんの案内はもう良いの？」

　そう。遥は、会談後に使用済みのバベルシステムが格納されている倉庫へと向かうレティアの案内役を任されていた。

　しかし、

「ええ。場所だけ教えてくれれば、ご自分で行かれるそうですから」

　と遥は言って、空いている椅子を引いて腰こし掛かける。

「え、でも……」

　と思わずイリアは疑問の声を上げる。

「大丈夫なんですか？　その、本部の敷しき地ち内ないをコクーンに一人で行動なんかさせて……」

　バベルシステムがある倉庫がどこにあるのかは、新人のイリアには解らない。

　──だが、遥がレティアを連れて会議室を出てからまだ一時間も経たっていないのだ。

　レティア・クライシスはコクーンの№Ⅱ。言わば敵の最高幹部である。

　そんな彼かの女じよを、こちらの本部で一人にするのは、普通に考えればありえない。

　美兎らノアの副総帥を、コクーン本部で野放しにするようなものだ。

　たとえ会談が終わろうと、バベルシステムが既すでに使用されていない事を確かく認にんし、彼女がこの人工島を出るまでは、厳重な監かん視し下に置いてしかるべきではないのか。

　すると、

「問題ないよ。彼女の行動はちゃんとシステムでモニターしているから」

　と千影。

「とはいえ、おかしな事はしないと思うけど。私達は今、世界中から注目されている。当然、私達と真っ向からぶつかるコクーンも」

　だが、

「向こうは、世界の管理者としての立場と責任がある組織だ。もし破は壊かい工作なんて軽けい率そつな真ま似ねをして、それを公表されでもしたら、困るのはあっちだよ。聡そう明めいなコクーンの№Ⅱが、その事を理解してない訳がない」

「それに、使用済みのバベルシステムは久く保ぼ田た博士が管理していますもの。だとしたら、色々と積もる話もあるでしょうしね……」

　何せ、と遥。

「久保田博士は、コクーンが認める異世界にまつわる研究の第一人者。かつては各国バベルの基き礎そ設計から各種管理システム──果ては、件くだんのバベルシステムまで開発された方です。当然、コクーンであるクライシス女史とも面識はあった筈はずですわ」

「だとしたら、尚なお更さらマズイんじゃ……だって、昔の仲間なんですよね？」

　会談で話題に挙がった事からも察するに、久保田の技術はこのノアにとっての生命線の一つなのだろう。そんな久保田を、敵であるレティアと二人きりで会わせるような真似をして、もし引ひき抜ぬきや何かの工作をされでもしたら──、

「──大丈夫だよ」

　しかし、イリアの不安を美兎の穏おだやかな声が打ち消した。

　見れば正面の椅子に座すわっている美兎は笑顔で、

「遥さんだって、何の考えもなしにレティアさんを一人にしたりしてないよ。多分、あの人に確認は取ってるんだよね？」

「ええ。閣下に連れん絡らくしたところ、クライシス女史ならば一人にしても構わないと──恐おそらく、彼女が卑ひ怯きような真似をする事はないだろうからと……そう仰おつしやってましたわ」

　何気なく交かわされた言葉に、

「………………」

　イリアはただ、驚おどろきの無言を返した。

　美兎達の間にあったのは、まるで全すべてを解り合っているかのような共通認にん識しき。

　凰沢暁月の下、結ばれている絶対的な絆きずなだ。

　……道理で。

　会談の場でレティアやセシル──世界の頂点に立つ彼女らを前にしても、美兎達が動じなかった訳をイリアは理解できたような気がした。

　改めて実感する。

　このノアは、凰沢暁月への凄すさまじい信しん頼らいの共有によって成り立っているのだと。

　……でも。

　だとしたら、放置できない問題がある。

　イリア・レイノルズは怖おず怖ずと片手を上げた。

　訊たずねる。

「あの……だとしたら、暁月総帥と朱の黄昏のセシル・エンドハートを二人きりにしたのはマズかったんじゃ？」

　会談が終わった後。

　セシルから何事かを囁ささやかれた暁月は、嬉うれしそうな笑えみを浮うかべると、こちらに後を任せて二人でどこかに姿を消している。

　今回のセシルの役割は、暁月とレティア──ノアとコクーンの会談の見届け人だ。

　──とはいえ、朱の黄昏は自じ由ゆう奔ほん放ぽうなテロリスト集団である。

　彼かれらはコクーンのような責任やしがらみに縛しばられていない。

　どんな批判に晒さらされようと、それこそ知った事ではないのだ。

　どこまでも己おのれの欲望に忠実で、目的を達するためならどんな卑怯な手段だろうと躊ちゆう躇ちよせず実行に移すだろう。

　それこそが──恐らくは朱の黄昏が貫つらぬくプライドの筈だ。

　……そりゃ、暁月総帥は強いんでしょうけど。

　セシル・エンドハートは、女の身でありながら、あのコクーンと比ひ肩けんし得る朱の黄昏の団長を務める程の人間だ。

「暁月総帥に、万が一の事が起こったらどうするんです……？」

　心配そうに問うと、

「それも大丈夫だと思うわよ？」

　と、リスティがあっけらかんと言い放つ。

「あのセシルって人を見届け人として呼ぼうって事になった時、アカツキに頼たのまれたのよ。会談が終わったら、彼女と二人きりにして欲ほしいって」

　だから、

「あのスケベの事だし、今いま頃ごろは案外アイツの方から彼女に手を出したりとかしてるんじゃないかしら？」

「へ……？」

　思わず瞳ひとみを丸くするイリアの目の前で、

「それは……ありそうですわね。いかにも閣下が好きそうな美人でしたから」

　と遥。さらに葛葉も、

「それに、あのセシルって人も案外満まん更ざらでもなかったりしてね……」

　何故なら、

「あの人──会談の最中、ずっと暁月に向かって熱視線を送ってたもの」

「うん……きっとセシルさんも、あの人の事が好きなんだと思うな」

　頷うなずきながら美兎が言うと、

「コクーンのレティア・クライシスもそうだけど、何だろうね……やっぱり世界の頂点に立つ女っていうのは、あれくらい美人じゃなきゃ務まらないって事なのかな？」

　千影の言葉に、「うーん」と悩なやましげな声を上げる副総帥五人を見て、

「いや、皆みなさんも負けてないくらい綺き麗れいだと思いますが……」

　と客観的な視点でイリアは告げる。

　タイプこそ違ちがえど、美兎達は五人ともが相当な美人だ。

　それこそ、セシルやレティアと比べてもまるで遜そん色しよくないレベルである。

「おっ、嬉しい事言ってくれるねー」

　と千影が笑って、

「そんな可愛いイリアには、お茶のお代わりをあげよう」

「あ、どうも……──はっ」

　なみなみとカップに紅茶を注がれてしまった。

　……うう、とんだミスですよぅ。

　隙すきを見て、一刻も早くここから離はなれようと思っていたのに。少なくともこれを飲み終わるまで席を離れられなくなってしまった。

　仕方なく紅茶を零こぼさないよう、慎しん重ちようにカップに口を付けていると、

「しかし、顔を見たのは今回が初めてだったけど、まさか朱の黄昏のトップがあそこまで壮そう絶ぜつな美人だったとは……ちょっと衝しよう撃げきだったよ」

「何でも、前に一度だけ会った事があるらしいわね……氷ひ神かみ京きよう也やのクーデター前に」

　千影の言葉に、葛葉が軽く握にぎった右手を口元へ持ってゆき、

「確か──夜の高速をスレイプニルでタンデムデートして、どさくさで彼女のブラジャー抜き取とって来たのよね」

「……はい？」

　うっかり聞き捨てならない言葉に、思わずイリアが訊きき返すと、葛葉の代わりに、

「らしいね。暁月の部屋にある、あの凄すごいサイズの黒いブラって彼女のなんだろう？」

　と千影。

「さすが世界最強の女は胸も規格外だよね……最初に見つけた時は、美兎でも大きすぎるからって、一体誰だれのか騒さわぎになったんだっけ」

　感かん慨がい深ぶかそうなその言葉に、美兎がさらりと、

「──うん。でも、今なら丁度良いくらいだと思うよ？」

　そして少し頬ほおを赤くしつつ、自分の胸を両手でそっと触ふれながら言う。

「この二年の間に、あの人のお陰かげでボクの胸……いっぱい大きくなったもん」

　すると、

『──────』

　それを聞いたリスティ達がスッと半眼になり、それからテーブルの上に身を乗り出して、

「……不公平よね。私達だって、アカツキには同じくらい揉もまれてるのに。美兎ちゃんばっかりどんどん大きくなって」

「全くだわ。このおっぱい女……隠かくれて超ちよう高こう次じ生命体の力とか使って、インチキしてるんじゃないの？」

「まあでも、美兎の胸はあたし達も皆で随分と揉んでいるからね……」

「そ、そうだよっ。ボクがあの人にされてる時も、順番待ちの時も、皆してボクの胸ばっかり滅め茶ちや苦く茶ちやにするから……」

　やってられないと意見を同じくする彼女らに、美兎が慌てて反論すると、

「それは、仕方ありませんわ。たとえ戯たわむれでも、閣下が望まれる事ですもの。私達に仲良くするように、と。それに『皆で一いつ緒しよに』と、最初に望んだのは美兎じゃありませんの」

「そ、それはそうだけど……。──あれ、イリアちゃんどこ行くの？」

「っ──」

　こっそり席を離れようとしていたところを、美兎に呼び掛けられた。

　だからイリアは顔を赤くしながら振り返かえり、

「す、すみません……ちょっと男性経験のない私には、とてもじゃないのですが皆さんのトークは過激すぎてですね。お邪じや魔まになるのも何なので、この辺で失礼しようかと」

「？　あ、もしかして勘かん違ちがいさせちゃったのかな……だったら安心して良いよ？」

　と美兎は言って、

「──ボク達もイリアちゃんと同じで、男性経験はまだだから」

「は…………？」

　思わず目が点になったイリアは、

「じょ、冗じよう談だんですよね？　だって先刻、総帥室であんな凄い事されてたじゃないですか」

「あ、あれは……その、ボクと遥さんがミスをしちゃったから。そのお仕置きだったの」

　と、もじもじとしながら美兎。

「ボク達ね、二年前にあの人に言われたの。『お前達をいつ抱だくかは俺おれが決める』って。勿論、あの人は凄くエッチだから、この二年でボク達色んな事して貰もらったよ？　でも、最後の一線だけはまだなんだ」

「…………え、えーっと、すみません。私には、良く意味が解らないんですが」

　あんな真似をされていて、男女の関係はまだない？　二年も一緒に居て？

　イリアは思考を混乱させながら、ふと一つの可能性に思い至り、

「もしかして、暁月総帥って……男性機能が不全な方だったりするんですか？」

　恐る恐る問うと、

「まさか、そんな事はないよ……」

　そう言った美兎は、ふと艶なまめかしい女の顔になって、

「あの人はボク達をまだ抱いてくれないけど……それでも色んな事をしてくれるの。だから、ボク達もあの人にして貰うだけじゃ申し訳ないし、ボク達にも何かさせてって皆でお願いして、それで許して貰ったんだ。その……手とか口とか、胸とかでするのを」

「それって、つまり……」

　問いかけを放つイリアに、美兎はコクンと頷いて、

「……うん。だから、あの人がそういうのが出来ないって事だけはないよ」

「……………………………………」

　美兎の発言に、イリアは思わず立たち尽つくす。

　見れば、リスティや千影、葛葉に遥も頬を赤く染めていて。

　無言の空気が、美兎の言った言葉が真実なのだと告げてくる。

　そこでイリアは気が付いた。

　……あれ？　もしかして私、また危険な深みに嵌まってませんかこれ？

　巻き込まれて引き返せないような事態にならないよう、なるべく関かかわりを避さけようと思っていたというのに。

　しかし、気が付いた時にはもう遅おそかった。

　いつの間にか距きよ離りを詰めていた美兎が、そっとこちらの手を取り、

「何でだろう……これまで他の人には、ボク達の関係とか絶対に話せなかったのに。何だかイリアちゃんには何でも話せちゃう。どうしてかな？」

「さ、さあっ？　私には全く、全然見当もつきませんっ」

　何とか逃げようと思うのだが、美兎の手は優やさしいながらも、しっかりとこちらの手を握って離さない。

　イリア・レイノルズは自覚する。己のピンチがどえらい事になってきていると。

「ねえイリアちゃん。よかったら、ボク達の相談に乗ってくれないかな？　実は、前から第三者のアドバイスが欲しかったんだ。どうすればボク達が、あの人に抱いて貰えるようになるのか」

「いやいやいやいやっ、無理です無理です本当に無理です。そういうのは経験豊富な方に訊くべきです。私のようなお子様には荷が重すぎます。いやもう本当に勘かん弁べんして下さい」

　イリアは頭が飛んでいきそうな勢いで首をブンブンと横に振るのだが、美兎は熱を帯びた瞳の優しい笑みを浮かべて、

「ううん。実は経験豊富な人のアドバイスはもう貰ってるの。それこそ、前にあの人に抱いて貰っている沙さ耶や香かさんってメイドの人にも。でも駄目なんだ。上手うまくいかないの。ほら、あの人って色々と規格外だから、関わった人は彼が基準になっちゃって」

　でも、それじゃ駄目だと思うんだ。

「だから。あの人に毒されてない、普通の女の子からのアドバイスが欲しいんだ」

「いやどうですかねっ。私ももう暁月総帥のせいで恥はずかしい想おもいをしましたしっ」

　言ってて顔から火が出そうだが、背に腹は替えられない。

　この場から離り脱だつできるなら、イリア・レイノルズ──恥はじを忍しのびます。

「なので、もうかなり総帥に毒されていると思いますし。残念ながら第一副総帥の仰るような事のお役に立てるとは、とても思えな──」

「──大だい丈じよう夫ぶ。あのくらい、別に普通だよ？」

「耳噛かまれて、おしっこ漏もらさせられたのが普通ですかねっ!?」

　どこの異次元の話だ。戦せん慄りつと共に突っ込むこちらに、美兎はまあまあと笑って、

「ところでイリアちゃん。こうして仲良くなったんだし、ボクや皆の事は堅かた苦くるしい役職名は抜きにして、名前で呼んで欲しいな」

「ひぃぃぃっ何ですかそれ！　もしかして私、いよいよ蟻あり地じ獄ごく的に深みに嵌まっちゃうんですかっ？」

　擬ぎ音おんで表現するならズブズブだ。

「駄目ですっ。そんな立場を弁わきまえない真似をしたら、他の候補生に示しがつきませんよっ。で、ですよね七瀬教官っ？　……七瀬教官？　な、何で目を逸そらすんですかっ？」

　助けを求める瞳で見るこちらに対し、遥は無言で視線を横へ向けながら、

「…………美兎がそう言うなら私は別に」

「そ、そんな……っ」

　試験の時はあんなに規律に厳しかった、遥の凜りんとした振る舞まいがまさかの行方ゆくえ不明だ。

　それでもイリアは必死に言い訳を探し、思い出したように腕うで時ど計けいに視線をやって、

「いやでも、そろそろ新人のオリエンテーションが始まる時間ですし。私も色々と準備をしないと」

　イリア・レイノルズは、その場を離れるための理り屈くつを展開した。

「大丈夫。イリアちゃんのオリエンテーションは、後でボク達がちゃんとやるから。安心して良いよ」

　あっさり理屈で回り込まれた。

　逃げられない。

　……あ、諦あきらめませんよっ。

　ここで捕つかまったら絶対マズイ、と本能が警報を鳴らしている。

　これまであった倫りん理りとか価値観的なものが危険だと。

「っ──き、気持ちは大変ありがたいんですがっ。私ばかり副総帥の皆さん方がたに特別扱あつかいをされたら、同期の仲間からやっかまれてしまいます」

　苦くるし紛まぎれの一手。しかし、

「……え？　まさか、そんな風に思う人がいるの？」

　こちらに迷めい惑わくが掛かる可能性に驚いたのか、イリアの手を握る美兎の力が緩ゆるんだ。

　……こ、ここですっ。

　自分が逃げるとしたらここしかない。

「そりゃ多分いますっ。何せ皆さん超ちよう素敵ですから。私もこうしているだけで恐れ多おおい事この上ないです。なのであんまり特別扱いとかされてしまうと、折せつ角かく仲良くなったのに同期の中で一人だけ孤こ立りつしてしまいますっ」

「そっか……そうなんだ。残念だなボク」

　呟つぶやくように言った美兎は、とうとうイリアの手を解放する。

　──やった。やりました。これで、この場からおさらばです。

　喜びが顔に出そうになるのをイリアは必死に堪こらえる。

　慌てるな。喜ぶのは後回しにしろ。

　まずは軽く会え釈しやく。そして回れ右をして、黙だまって立ち去るのだ。

　だからイリアは会釈を一つ。次に回れ右をしようとして──できなかった。

　両りよう肩かたをがっしりと掴つかまれていたからだ。

「…………えっと」

　困惑するこちらに、眼前の美兎は笑顔で、

「イリアちゃん……？」

「は、はい」

「このノアに居る人は、全員ボク達の大切な仲間だよね？」

「は、はあ……」

　いったい美兎は何が言いたいのだろう、と思っていると、

「それなのに──ボク達がイリアちゃんに大切な相談をすると、イリアちゃんをやっかんで孤立させたりするような酷い人が、新人の中に居るの？　今回はプライベートな相談だけど、もしかしたら重要な極ごく秘ひ任務を任せる事だってあるかもしれないのに？」

「っ──いえ、それは……！」

　しまった、と思うこちらに、

「おかしいな。その辺、適性検査でボク達が見み極きわめたつもりだったんだけど……ねえイリアちゃん。イリアちゃんにそんな酷い事をしそうな新人って誰かな？」

「えっ……と。いやー、私が言ったのはただの可能性の話でして……」

「可能性でもいいから教えてくれる？　もしそんな信頼できないような人がいたら、いざという時に他の人まで危険に晒しちゃうもん」

「あ、あはは……第一副総帥、笑顔なのに何だか恐こわいですよー？」

「…………………………」

「み、美兎さん……っ」

「うん。その調子で、イリアちゃんを孤立させそうな人の名前も言ってみようよ」

「…………………………………………っ」

　とうとう進退窮きわまったイリアは、脂あぶら汗あせをだらだら流し始める。

　──いや、美兎の言う事は一理あるのだ。

　結成式典を迎えたばかりの組織に、既に綻ほころびがある可能性を言われれば、上に立つ者として看過できないだろう。

　これは言い訳をしようと不用意な発言をした自分のミスだ。

　だから、

「………………すみません。そんな人はいません。全て私の被ひ害がい妄もう想そうです」

　視線を全力で泳がせながら言ったこちらの瞳を、美兎が覗のぞき込み、

「……本当に？　無理してない？」

「本当です！　無理してないですっ！」

　頭がもげる勢いでガクガク頷くと、美兎はどうにか納なつ得とくしてくれたらしく、こちらの肩かたから手を離して、

「なら良かった。……それでねイリアちゃん。あの……もう一度席に戻って貰っても良いかな？　ほら……まだ色々と意見を聞かせて欲しい事とかあるし」

　恥ずかしそうにしながら言われ、

「…………………………喜んで」

　手を引かれたイリア・レイノルズは、色々なものを諦めながら席へと戻っていった。

　テーブルでは、期待を込めた眼まな差ざしの副総そう帥すい達たちが待っている。



　　　　　２



　美兎達がテラスでお茶を始めた頃ころ。

　凰沢暁月もまた、セシル・エンドハートを自らの総帥室へと招き入れていた。

　密室の空間に、他に人の姿はない。

　会談が終わった後、セシルから「二人きりになりたい」と求められたからだ。

　暁月に続いて中へと足を踏み入れたセシルは、

「成なる程。ここがお前の部屋なのか、暁月」

　室内を見み渡わたして、感心したように呟く。

「ふむ……内装は悪くないな。露ろ骨こつに金を掛けた嫌いやみさはないし、かといって安っぽくもなっていない」

　とはいえ、

「このチョイスは、男のお前には余りに上出来すぎる。恐らくはコンセプトだけお前が決めて、実際に選んだのはお前の女達なんだろう？」

「やれやれ、お見通しか……大したもんだなアンタの女の勘かんってのは」

　暁月が苦く笑しようしながら応接用のソファへどっかと腰こしを下ろすと、セシルは対面のソファへと座り、色っぽく脚あしを組みながら、

「すまないな、急に我わが儘ままを言って。どうしてもお前と二人だけになりたくてな」

「構わないさ。美人の頼みは断らない主義でね。特に、アンタみたいなとびきりの女に頼まれたら、誰もノーとは言えねえよ」

　このノア本部には、他に邪魔が入らないようにできる場所は幾いくつかある。

　その中で、暁月が敢あえてこの総帥室を選んだのには理由があった。

　すると、部屋の奥おくにあるもう一つのドアを見たセシルは、そんな暁月の思おも惑わくすら見み透すかしたように笑みを浮かべて、

「おや、向こうの部屋は何かな？　随分と興味をそそられるんだが」

　だから、言われた暁月もまた笑みを返す。

「流石さすがにお目が高いな。そっちには浴室とベッドがある。何せ、新組織のリーダーは色々と激務だからな。健康管理のためにも、手軽にリフレッシュや休息ができるようにしてあるのさ」

「それを言うなら、手軽に女を連れ込む……の間ま違ちがいじゃないのか？　ワンマン組織のトップが、部下の女達に手を出すにはもってこいの場所だ」

「そいつは心外だな……そんなほいほい部下に手を出すような節操ナシだと、俺は思われていたのかい？」

「いいや。でも、女に求められれば拒こばまない男だろう、お前は──違うか？」

「まあな。女に恥を掻かかせるのは、あんまり好きじゃないんでね」

　暁月があっさり認めると、

「という事は、ここへ連れてきたのは私に恥を掻かせないためなのかな？」

「当然だろ。女に『二人きりになりたい』って言われて、風ふ呂ろとベッドがない場所になんか連れて行ったら失礼だろうが」

「ほう。それではまるで、私がお前を求めているような言い草に聞こえるが？」

　組んだ膝ひざの上に頬ほお杖づえをつきながら、セシルがこちらを窺うかがうように言ってきた。

　だから、



「──違うのかよ？」



　不敵な笑みを浮かべ、凰沢暁月は言い放つ。

　世界最強のテロリスト集団、朱あけの黄昏たそがれの女団長に対して微み塵じんも臆おくする事なく真っ向から。

　すると──ふと、目の前のセシルが一つの反応を見せた。

　眼を細め、嬉しそうに笑ったのだ。

　そして、

「いいや、違わないとも……」

　そう言って、セシル・エンドハートは楽しそうに肩を小さく揺ゆらして、

「ふふ……堪たまらないな、お前のそういう所は。私の期待に応こたえられる者はいるが、超えてくれる奴やつはそうはいない。初めて会った時から悪くないと思っていたが……この二年の間に、さらに良い男になってくれたみたいで、何よりだよ」

「光栄だね。お世辞でも、天下の『朱の黄昏』の団長さんに褒ほめられるとは」

「本当の事さ。これでも世辞は苦手なんだ。しかし、こんな事なら最初から私自身が会いに行くべきだったかな……お前には、私のお気に入りの海かい堂どうまで取られてしまったし」

「悪いね。アイツとは敵同士のままでも良かったんだが、やっぱダチとは一緒に悪わる巧だくみする方が断然面おも白しろいんだよ。アイツが俺の誘さそいに乗ったのも、その辺が大きいんじゃねえのかな」

「成る程ほど………その辺りについては、ぜひ海堂に訊いてみたかったんだが」

　とセシル。

「よもや不在とはな。別に取って食おうって訳じゃないんだ……何も海外まで逃げなくても良いだろうに」

「そうか？　アンタにコクーンとの会談の見届け人を頼みたいって言ったら、アイツ顔を真っ青にして電話番号だけ教えたら、その日の内に速そつ攻こうで姿を眩くらましたぞ」

　残念そうに言うセシルに、暁月は苦笑しながら、

「まあ、アイツにはちょっと外で色々と頼みたい用事もあったから丁度良かったけどな」

　そう。セシルが言ったように、海堂元もと春はるは現在このノアを離れて海外に居る。

　なので、メールで一つ「お願い」をしておいた。

　何せ──こっちにだけセシルの相手を押おしつけたのだ。

　相応の頼み事ごとは聞いて貰わなくては、暁月としても割に合わない。

　最初は渋しぶっていた海堂だったが、メールの追つい伸しんで「引き受けないとセシルをそっちに差し向ける」と書いたら、延々と長い恨うらみ言ごとの後に「了りよう解かい」との返事が届いた。

　きっと今頃、異国の空の下で頑がん張ばってくれている事だろう。

　……頼むぜ、本当に。

　暁月は内心、苦笑する。

　──何せ。こっちはこれから、たった一人で、世界最強の女の相手をしなければいけないのだ。

　とはいえ、

「出会いの後先なんて仮定の話は解らないが……でも少なくとも俺は、二年前のアンタとの出会いは結構気に入ってるぜ？　だから今──アンタが、あのクソ親父おやじの後を継ついで黄昏のボスをやっている事を知っても、こうして差し向かいで座っていられるんだしな」

　フンと鼻を鳴らすと、

「それは良かった。お前が父親である彼を憎にくむのは勝手だが、それで私まで嫌きらわれてしまっては敵かなわない。何せ私と彼は初代と二代目という事以外、何の関係もないんだからな」

　さらりと言うセシルに、

「…………現団長のアンタでも、親父の居場所は解らないのか？」

「ああ。以前はこちらの呼よび掛かけに応じて会ってくれる事はあったが、この二年は全くだ。何度かコンタクトを取ろうとしたが、会えなかったよ。彼が黄昏を抜けたのは、一人でやる事があるかららしいが……もしかしたらそちらが大おお詰づめなのかもしれないな。申し訳ないが、それは私の与あずかり知しらない事だ」

「そうか……」

　と暁月は納得の呟きをして、

「──だが、アンタもまた朱の黄昏として、自分達たちの力を好き勝手に振ふるっているだろう。その事が、異世界から帰き還かんした者達への忌き避ひや差別──ひいてはコクーンによる管理という名の隔かく離りに世論が賛成する事へ繋つながっているとは思わないのか？」

　正面から問とい掛けをぶつける。

　すると、

「全く関わりがないとは言わないさ。だが、忘れて貰っては困るな」

　と肩を竦すくめながらセシル。スッと鋭するどいものにした視線をこちらへ向け、

「朱の黄昏が好き勝手をした結果、それを取り締しまるためにコクーンが生まれたんじゃない──先にコクーンがあり、能力者への管理と隔離の強制があり、そしてそれを受け入れ、私達に犠ぎ牲せいを強いながらその事を是とする世界があったから黄昏は生まれたんだ」

　勿もち論ろん、

「私は組織の立ち上げに関わっていないからな。初代にどういう経けい緯いや思惑があったのかまでは知らないが……だが、少なくとも私はそうした環かん境きようがあったからこそ黄昏を選び、今も黄昏であり続けている」

「そうやってアンタ達が好き勝手をやる結果、苦しむ人が出ていてもかい？」

「私達が我が慢まんしようが好きにやろうが、苦しむ人は出るさ。この世界は全て、目には見えない因果で繋がっている。誰かが生きているだけで、誰かが死ぬようにできているんだ。誰かのために自分の幸せを諦め、犠牲になったり涙なみだする事はある意味では崇すう高こうかもしれないが、見方を変えればそれは欺ぎ瞞まんだよ。誰かのためにと言いながら、善行をした自分に酔よっているだけにすぎない」

　それに、とセシル。

「先さき程ほどの式典の演説でお前自身が言っていたじゃないか。お前もまた、お前が起たつ事で苦しむ者が出る事を承知で、それでもこのノアを興おこした。それはお前にとって譲ゆずれないものがあったからだろう。私達もそうだ。私達なりに譲れないものがある。それなのに、お前と考えが違うという理由だけで、一方的にこちらを非難するなんていうのは、理屈として通らないと思うが？」

　剣けん呑のんの色を含ふくんだ瞳で言われ、

「勘違いしないでくれよ。別に非難なんざするつもりはない。俺がしているのは確認だ」

「……確認？」

「ああ……今のこの世界は、要は力ちから尽ずくで好き勝手やってる奴が動かしている。それがコクーンと朱の黄昏であり、兄貴達や親父──そしてセシル、アンタ達だ。気に入らない奴は叩たたき潰つぶし、自分達の我儘を通している。それがこの世界の正義だというなら、俺もそいつに則のつとってやるだけだ」

　と暁月。

「俺の目的は、気に入らない親父と兄貴をしばき倒たおして、自分達がどれだけ馬ば鹿かかを思い知らせてやる事だ。コクーンと朱の黄昏を潰すのは、そのついでだ。それぞれの組織が、アイツらの存在と今のこの世界の構図を象しよう徴ちようするものだからな。それを叩き潰してやれば、恐らく自分達がやってる事の無意味さを痛感するだろうぜ」

　そして、

「その邪魔をする奴は、誰だろうと容よう赦しやしねえ……一緒に叩き潰すまでだ」

「……そういう事か」

　こちらの宣言に、セシルは納得の頷きを一つして、

「先ほど非難ではなく、確かく認にん……と言ったな。要は、私達を気に食うか食わないかを確認していたんだろう。ならどうだ？　私へのお前の評価と判断は」

　薄うすい笑みで言われ、暁月は苦笑する。

「難しい所だな……男ってのは美人と争あらそいたくないし、できれば我儘を聞いてやりたい生き物でね。そいつは俺も例外じゃないんだよ。だからなるべくなら、折り合いが付けられればと思ってるんだけどな」

　頬をポリポリと掻くこちらに、

「──それなら、良い方法がある」

　とセシル。

「男が女に弱い生き物であるように、女もまた男には弱い生き物なんだ。男の言う事を聞き、尽くしてやりたいと思うのさ。ただし──これは相手が惚ほれている男に限った話だ。それこそ、お前に付き従うあの五人の少女達のように」

「ほお。つまり……俺にアンタを惚れさせたら、黄昏は止まるって事か？」

「いいや。たとえ私がどうなろうと、黄昏は止まらない。あれは組織というよりも、自由に生きる個人の寄り合いだからな」

　だが、

「少なくとも──私がお前に惚れれば、私とお前がぶつかる事はなくなるだろうな」

　と、挑ちよう発はつ的てきな瞳でセシルが言ってくる。

「良いね……そいつで充じゆう分ぶんだ。取り敢えずのところは、何の不足も文句もねえ」

　そう言って、不敵に笑うこちらに、

「──だが、生あい憎にくと私は理想が高くてな。取り敢えず式典の演説や、コクーンとの会談を見る限り頭脳の方は問題なさそうなんだが……残念ながらあれだけでは、強さまでは測れないだろう？」

　そして、

「生憎と私は、口先だけ達者な男は嫌いでな。腕うでっ節ぷしの強い男がタイプなんだ。だから教えて欲しいんだよ暁月──」

　一息。

「──この二年で、お前がどれだけ逞たくましくなったのかを」

　そんなセシルに、

「……やっぱり、この部屋を選んだのは間違いじゃなかったな」

　そう言って、暁月は笑った。

　そして、暁月がパチンと指を鳴らした瞬しゆん間かん──総そう帥すい室の風景が一変した。
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　セシル・エンドハートは、己の居る空間が変へん貌ぼうを遂とげるのを見た。

　場所は室内から屋外へ。時刻は昼間から夜へと切きり替かわり、

「ここは……」

　そしてセシルは、暁月と共に見覚えのある場所に居た。

　それは二年前──暁月と初めて出で逢あったあのコンビニだ。

　セシルは今、かつて彼かれと語らった店の前のベンチに座すわり、テーブルを挟はさんで彼と相対していた。

　すると正面の暁月が笑えみと共に、

「氷神が前に使っていた『実装空間』ってシステムがあってな。そいつを色々と改良して、総帥室で特とく殊しゆな結界と一緒に展開できるようにしておいたんだ。何せこれからは、いつ俺を襲おそおうって奴が現れるか解わからないからな。周囲に被ひ害がいが出ない戦せん闘とうフィールドの用意は必ひつ須すだろ？」

　だから、

「安心して良いぜ。ここなら誰の邪魔も入らないし、どれだけ暴れても構わない。何せここは、俺とアンタの深層意識に干かん渉しようして展開された、あらゆる感覚が現実のものになる空間だ。たとえばそこのコンビニも、実際の総帥室には存在していないが、今の俺おれ達たちなら触れる事ができる」

　その言葉に、

「成る程……精神世界のようなものか」

　セシルは即そく座ざに理解と納得を得た。

　恐おそらく──実際に存在しない物質や事象を、セシルと暁月だけが五感で知覚できるようにしているのだろう。

　……しかも。

　セシルは自らが腰こし掛かけている木製のベンチに触れた。

　その形状は先程まで座っていたソファとは異なるというのに、形はおろか感かん触しよくまで木製のベンチそのものだった。目の前の道路には自動車の行き来があるが、恐らくあれも自分達にとっては触れる事ができる──要は、存在している事になっているのだろう。

　そして、

「実際に存在しない物に触れる事ができ、かつ戦闘用フィールドの役割も果たしているのか……だとしたら」

「そうだ。かつてバベルの敷しき地ち内ないには、能力者の管理目的から、肉体ダメージを精神ダメージへと転化し、ダメージ量にリミッターを掛けるシステム結界が張られていたのに対し、この空間の内部は真逆の結界が張られているのさ」

　つまり、と暁月。

「ここでは、本来存在しない筈はずの物質による影えい響きようを受ける──即すなわち、精神ダメージが肉体ダメージへと転化される。だが、俺達が元いた空間を知覚できない以上、実際の総帥室が破は壊かいされる事はない」

　だから、

「ここなら、好きなだけ暴れられるぜ。概がい念ねん能力も好きなだけ使える。対コクーンや朱の黄昏との戦闘用に開発した結界と空間だからな」

「その記念すべき一人目が、私という訳か……光栄だな」

　笑みと共にセシルが告げると、

「光栄なのはこっちの方だぜ。何せ、あの朱の黄昏の現団長とやり合えるんだからな」

　と不敵な表情で暁月。

「空間は二年前の俺達の出会いの場所と時刻を再現した。再現した空間は、当時の人工島全域だ。あの時、あんたがこのコンビニに来たのはただの偶ぐう然ぜんじゃない。海堂からの報告を聞いて、俺を見極めに来たんだろ？　だったら、今ここでやり直そうぜ──俺達の本来の出会いってヤツをよ」

　それを聞いたセシルは、

「そうだな──なら、その言葉に甘あまえさせて貰うとしよう」

　そう言って、表情を切り替える。

　一人の女から、世界最強のテロリスト集団──朱の黄昏の女団長のものへと。

　そして、

「──二十分」

　セシルはそっと呟くように言った。

「あの日。お前とこの場所で色々と会話をした後──あの爆ばく破は犯はんが来なければ、私はお前の実力を確かめるつもりでいた。もしあそこで戦闘を始めていたら、その騒そう動どうを聞きつけた保安隊やお前の仲間の少女達が駆かけつけてくるまでに要した時間は恐らく二十分程だ。氷神京也ならもっと早くに気付いていただろうが、とはいえ自分の計画を進めなければいけなかった当時の彼にこちらへの手出だしはできなかっただろうからな。そして私は、お前の仲間達が戦いに介かい入にゆうしてくるようなら退くつもりでいた」

　つまり、

「それまでの二十分の間──私を相手に、どれだけ保つかを試ためそうと思っていたんだ。ちなみにあの時のお前の実力なら、三分以上意識を保っていられたら合格点を与あたえるつもりだった。もし五分以上保てば私の期待を超こえていたし、それこそ十分以上保てばそれはもう想像以上だ。もしそうなっていれば、その場で惚れていたかもな」

　まあ、

「私がお前を意識するようになった切っ掛けは、気付かない内にブラジャーを盗とられていたからだ。あれは全く予想していなかったからな。不覚にも心が奪うばわれたよ」

「……成る程な。とはいえ、それはもう二年前の話だろ？」

　と、暁月はふっと笑いながら、

「今の俺なら、どうすればアンタに惚れて貰えるんだい？　ブラジャーだけじゃなくて全ぜん裸らに剥むくか、それとも今度は直で生乳でも揉もんで本物のハートを奪ってやれば良いのか？」

　その問い掛けに、

「そんなものは、決まっているだろう」

　とセシル・エンドハートは笑った。

　そして、

「私の想像を超えて、この胸をときめかせてくれ──いつだって女が男に惚れる条件はそれだけだ」

　そう告げたと同時。

　既すでにこちらの眼めの前では、凰沢暁月が動き出している。
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　暁月は刹せつ那なに右みぎ腕うでを繰くり出した。

　親指と人差し指、そして中指の三本を前へと伸のばした形でセシルの胸むな元もとを狙ねらう。

　──二年前の出会いで、唯ゆい一いつこちらがセシルを上回ったポイント。

　それがセシルに気付かれる事なく、彼かの女じよのブラを抜ぬき取とった事である。

　馬鹿げた行こう為いだし、ふざけた話だ。

　しかし。それでもあの行為が、セシルにこちらを意識させる契けい機きとなったのならば、

　……今回の始まりは、ここからじゃないとな。

　二年前の自分からの変化と成長を見せるならば、まずは前回のＭＡＸを超える事から始めるのが最も解りやすい。

　そしてそれを皮切りに、二十分以内にセシルの期待と想像を超える。

　だとしたら、無む駄だにできる時間は一いつ瞬しゆんたりともない。

　よって完全なノーモーション。予備動作もほぼゼロでの不意打ち。

　これまで数多あまたの女の下着を瞬まばたきよりも早く奪ってきた、女の敵・はぐれ勇者の右手は、

「あれ……？」

　しかし、あっさりと空を切った。

　セシルの胸元からブラジャーを奪う筈の一いち撃げきは、彼女の豊満な胸をすり抜ける。

　そして──暁月のすぐ眼の前に、信じられないものがあった。

　肉にく薄はくという言葉が相応ふさわしいような至近に、セシルが居たのだ。

　回かい避ひをされ、さらには完全に懐ふところまで入られた。

　甘い薔ば薇らの匂においがふわりと香かおる中、

「始まりを前回の続きにするのは悪くないが──私の女の部分を確かめるのなら、覚かく悟ごを持てと言ったのを覚えているか？」

　こちらの動きと一瞬の思考の隙すき間まに、セシルがゆっくりと言ったのを暁月は聞いた。

　理論的にはあり得ない筈の速度の言葉を、確かに聞いたのだ。

　そして、

「勝手に胸を触さわろうとしてくる男に、女はどうすると思う……？」

　告げられた瞬間。

　世界最強の女が繰り出した平手打ちを受け、凰沢暁月は宙を真横へ吹ふっ飛とんだ。

「──────っ」

　頬ほおに受けた凄すさまじい衝しよう撃げきは、まるで首が吹っ飛んだかのような錯さつ覚かくを暁月に与える。

　飛んだ先にあるのは、コンビニの巨きよ大だいなガラス窓だ。

　とっさに暁月は錬環勁氣功を発動。右半身から氣を放射し、衝撃を完全に殺すつもりだったが──セシルの平手打ちの余りの威い力りよくに、暁月の視界と思考が一瞬ホワイトアウト。

　刹那の意識の空白は、暁月から対応という選せん択たく肢しを奪う。

　甲かん高だかい破は砕さい音が響ひびき渡わたり──直後、連続した轟ごう音おんが生まれた。

　窓をブチ破って高速で店内へと叩き込まれた暁月は、三列に並んでいた棚たなとアイスのフリーザーを吹き飛ばし、さらに奥にあった飲料水の冷蔵庫に背中からぶつかったところで、

「……っの！」

　体内で練り上げた氣をギリギリのタイミングで背面に展開して制動。

　ガラスこそ破砕したものの、中に大量に陳ちん列れつされていたペットボトルをクッションにして、どうにか暁月は自らの肉体を飛ばしていた衝撃を殺す事に成功する。

　そして、まるで嵐あらしが通とおり抜けたかのように滅め茶ちや苦く茶ちやになった店内を暁月は見た。

　二年前の時も、激しい衝しよう撃げき波はを伴ともなうスタングレネードで店の中を破壊されているというのに、今回もまた似たような事態に陥おちいるとは、

「…………やれやれ、世界一運のないコンビニだな」















　暁月がそう呟くと同時。

　世界一強い女のビンタを繰り出したセシル・エンドハートが神速の追つい撃げきを仕し掛かけてきた。
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　遥の案内を途と中ちゆうで断ったレティアは、ノアの敷地内のとある一画を訪おとずれていた。

　それは、かつてこの場所がＪＰＮバベルだった頃──研究所区画が広がっていた場所だ。

　だが、ここはもうコクーンである京也が治めていたバベルではない。

　暁月が治めるノアである。

　よってかつての面おも影かげは既になく、立ち並ぶ施し設せつもまた真新しいものばかりだ。

　そうした眺ながめを見ながら、レティア・クライシスは思う。

　……飛行機から見た商業地区もそうだったけれど。

　暁月がノアの立ち上げに費やす事ができた期間は二年。

　それは一いち概がいに短いとは言えないものの、とはいえ長いとも言い切れない時間だ。

　特に。島の施設をここまで変えるには、二年という期間は余りにも短すぎる。

　しかも先進諸国とその企き業ぎようには、暁月達とのあらゆる商売行為を厳に慎つつしむようにと、自分達コクーンが直々に通達してある。

　無論、不動産建築に関かかわる作業員を集める事だけなら、コクーンの支配が及およびにくい発展途と上じよう国こくから賄まかなう事ができただろう。

　大きい人の流れが生じれば、当然ながらこちらにもその情報が入る。

　それを利用すれば、この島にコクーンの手が掛かった者を送り込む事はできた。

　恐らく美兎が展開していた結界は、暁月達に敵意や害意を持つ者が入り込むのを防ぐというもの。だが、諜ちよう報ほう員いんは必ずしも本人に自覚があるとは限らない。そうと気付かせぬ内に、現地の情報を集めさせる事だって可能なのだ。

　──それに、よしんば美兎が展開していた概念結界に弾かれてしまっても構わない。

　敵に侵しん入にゆうされる可能性がある事が解れば、暁月達は海外から人を入れる事に躊ちゆう躇ちよするようになっただろう。そうなれば、ノア本部を始めとする建設計画に遅おくれを生じさせる事ができた筈だ。それこそ、今日の結成式典に間に合わない程に。

　……でも。

　暁月達が、海外に人員の募ぼ集しゆうを掛けた兆候は露つゆ程ほども見られなかった。

　そして──それにも拘かかわらず、暁月は完全に自分の島へと変貌させてみせている。

　しかも自分達コクーンのように潤じゆん沢たくな資産やネットワークといった組織力に恵めぐまれている訳ではない。限られた人員で、限られた期間内に暁月はやってのけたのだ。

　……大したものね。

　レティアは素す直なおに、暁月を称しよう賛さんする。

　暁月の周りに人が集まり始めている。

　それもただの人間ではない。彼を高みへと押し上あげる事ができる優すぐれた人材だ。

　多大な資産力を誇ほこる嵐あらしノ宮みや貴たか子こ。

　アルハゼンの眼鏡使い黒くろ野の亞あ衣い。

　……そして。

　もう一人の人物を思おもい浮うかべたレティアは、そこでふと足を止めた。

　かつて、レティアが訪れた時と同じ──恐らく、このノア本部において唯一ＪＰＮバベルだった頃と姿を変えていない場所。古い自動車工場のような工こう房ぼうだ。

　目的の人物はすぐに見つける事ができた。

　オイルで汚よごれた作業着を身に纏まとった巨きよ体たいの男性が、何かのエンジンらしき機械を分解している。機械には余り詳くわしくないレティアには解らないが、きっと彼にとっては価値のあるものなのだろう。

　だから、あくまで彼の作業を邪じや魔ましないようにレティアはそちらへと歩み寄り、

「──お久しぶりです、久保田博士」

　静かな口調で声を掛けた。しかし、

「………………………」

　レティアの呼び掛けに、久保田は無言で軽く視線を上げただけで、すぐにエンジンの手入れを再開してしまう。

　そんな久保田の反応に、レティアは苦笑しながら、

「安心しました。凰沢暁月に付いたと伺うかがった時は、てっきり貴方あなたが変わってしまったのかと思いましたけど……どうやら私の杞き憂ゆうだったみたいですね」

　すると、ようやく久保田が口を開いた。

　視線はあくまで手の部品に向けたまま、むっつりとした口調で、

「…………何の用だ、レティア・クライシス」

「凰沢暁月と極ごく秘ひ裏りに会談がありまして。この島の返へん還かんを求めたのですが、貴方のせいで失敗に終わりました。なので、一言文句を言わせていただきに。それに、少し訊ききたい事もあったので」

　あと、

「何よりも──かつての偉い大だいな仲間の顔を、久しぶりに見ておきたかったんです」

「俺おれはもう、お前達とは何の関係もない。今はただの技術屋にすぎん」

「もちろん解っています。でも、たとえ貴方が私達の下を離はなれて一いつ介かいの研究者になられても。そして私達やバベルではなく、凰沢暁月とこのノアを選んだとしても──それでも貴方の過去が消える事はありませんから」

　レティアは薄く笑う。

「現に──貴方がコクーンを抜けてから現在に至ってもなお、貴方が背せ負おっていた『№Ⅲ』はロストナンバーのままです、久保田博士」

　いえ、

「コクーンの最初期メンバーの一員であり、始まりにして終わりのコクーン№Ⅲ──グレイ・ヴァイゼルハウト」
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　戦闘開始から十分──課せられた二十分という制限時間の半分が経過した頃。

　暁月とセシルの戦闘の舞ぶ台たいは、既にコンビニから別の場所へと移っていた。

　それは当然かつ必然の流れによるものだ。















　ぶつかったのは凄まじい肩かた書がきを持つ者同士。

　片やコクーンの一角である氷神京也を倒した第三勢力ノアのトップ。

　片やコクーンと比ひ肩けんしうる世界最強のテロ集団、朱の黄昏のトップ。

　そんな両者の激げき突とつの舞台となれば、たかがコンビニが無事でいられる筈がない。

　──あの後。

　平手打ちに続いてセシルが仕掛けてきた追撃は、恐らく右の掌底だったと思われる。

　言い切る事ができないのは、種を明かせば早すぎて見えなかったからだ。

　それを反射的な動きで横へ避よけたら、代わりに暁月の背後にあった冷蔵庫の受けた衝撃でコンビニが丸ごと吹き飛んだ。

　意味が解らないかもしれないが、事実なのだから仕方がない──この表現に、比喩や過剰な演出は一切含まれていないのだ。

　恐らくセシルの掌底の衝撃が、壁かべを伝って床ゆかや天てん井じようへと抜けて店全体に伝でん播ぱしたのだろうが、これには避けた暁月も苦笑するしかなかった。

　よって。

　二人の再会に相応しい場所として実装空間で再現した思い出のコンビニは、戦闘開始から五秒で跡あと形かたもなくなり「世界一運のないコンビニ」は、「世界一運のなかったコンビニ」として永遠の過去形となったのだった。

　そして今──二年前の人工島全体を再現した実装空間の中で。

　暁月とセシルの戦いは、商業地区の繁はん華か街がいで行なわれていた。

　他に人の姿はない。暁月が実装空間で再現させたのはあくまで「環境」だけだからだ。

　よって道には乗用車やトラックなどが普ふ通つうに走っているが、運転席に人の姿はなかった。

　バイクが存在しないのは、無人で走らせると余りに絵的にシュールになるためである。

　そんな、自動車が行き交い、高層ビルが建ち並ぶ商業地区のど真ん中に、何度となく響き渡るものがあった。

　不規則な間かん隔かくを以もつて大気と地面を震ふるわせるそれは、この広い空間内にただ二人だけ存在する男と女の戦闘音だ。

　そして一瞬の静せい寂じやくの後──巨大なスクランブル交差点で、赤信号のため横断歩道の手前で止まっていた巨大トレーラーのコンテナの側面に、暁月が背中から突っ込んだ。

　バガンッ!!　という激突と金属のひしゃげたのが入り交じった音が鳴り、その衝撃によってコンテナが横よこ滑すべりし、巨大な車体がくの字に曲がる。そして、

「がはっ──……っ、痛ってて」

　背中に受けた激突の衝撃で、肺の中にあった酸素を吐はき出した暁月は、陥かん没ぼつしたコンテナの縁に手を掛け、這はい出でるようにして地面へと降り立った。

　視線を前へと向ければ、スクランブル交差点へと繋がっている大通り──その数百ｍ程先に、辛かろうじてこちらへ向かって歩いて来る小さな人ひと影かげを見る事ができる。

　それを見て、

　……凄えな。

　凰沢暁月は素直に感かん嘆たんした。

　相手の強さに対する称賛の念もあるのだが、それ以上に暁月を驚おどろかせたのは、この距きよ離りでもなお、あそこに居るのが絶世の美女だと解る事だ。

　まるで悠ゆう然ぜんと笑みを浮かべているのが見えるかのようである。

　……流石さすがだぜ、全く。

　凄まじいまでの存在感だった。

　世界最強のテロリスト集団『朱の黄昏』を、女の身で務めているのだ。

　二年前に初めて出逢った時はまだ彼女の正体を知らなかったものの、その美しさと存在感には驚かされたものだが、

　……あれでも相当に抑おさえていたって事か。

　こうして二人きりで対たい峙じしている今ならば解る。

　コンビニに現れた時から、外のベンチで語り合い、こちらに胸を触らせてくれた時も。

　高速でのカーチェイスの最中や、それこそ最後に何も言わずに姿を消す時まで。

　あの時のセシル・エンドハートは、ただお忍しのびで遊んでいただけなのだと。

　……つーか。

　下手をすれば、今ですらセシルは遊んでいる可能性がある。

　少なくともこちらを吹っ飛ばした後は追撃を掛けず、こうして地面に降りるような猶ゆう予よを与えてくれているのだ。時間にすれば僅わずかだが、それでもセシルならばコンテナに突っ込んだ暁月へ連撃を重ねて磔はりつけにする事は容易な筈だし。それこそ──高速で宙を吹っ飛んでいたこちらに、幾いくらでも攻こう撃げきを叩き込めただろう。

　……まあ。

　もしセシルがそう来ていたら、暁月としても異なる動きを取っていた。

　よって一概にセシルが手を抜いていると言う気はないが──だとしたら彼女は自身が追撃を行なった場合、こちらがカウンターを繰り出そうとしていた事を読んでいた事になる。

　だから凰沢暁月は思う。たとえ真実がどちらだろうと──やはりセシルは凄まじいと。

　……何せ。

　戦闘が始まって以来、暁月は同じ展開を強しいられていた。

　即ち──暁月がセシルの攻撃を一方的に食くらい続けているのだ。

　別に、暁月が手を出していない訳ではなかった。

　むしろ逆だ。向かっていく回数はこちらの方がずっと多い。

　現状の立場や実績を考えれば、自分とセシルなら明らかにこちらが挑ちよう戦せん者しやだ。

　たとえ相手が女だろうと、遠えん慮りよなどする必要はない。

　むしろそんな真ま似ねをすれば、かえってセシルは暁月に失望する事だろう。

　それだけは、暁月としても避けたかった。

　相手は間ま違ちがいなく世界最強の一人である。

　この二年の間に暁月も鍛たん錬れんを行なってきたし、強さも磨みがき続けてきたが──そう簡単に、頂点との差が埋うまるとは思えないし、そうでなくては面おも白しろくない。

　──だが。父や兄に勝つ事を目標に掲かかげている以上、セシルは乗のり越こえなければいけない相手の一人だ。この二年の間にコクーンや朱あけの黄昏たそがれと戦う準備をし、ノアを立ち上げたというのに、もしもセシルの期待に応こたえられずに、それどころか幻げん滅めつされたりしてしまったら、それこそノアを畳たたまなければいけなくなる。

　だから。暁月としてもセシルの期待に応えられるよう、何度避よけられようと決して諦あきらめる事なく、ひたすら初しよ志し貫かん徹てつで彼女のブラジャーを狙い続けているのだが、

「……取れねえんだよなぁ」

　うーん、と暁月は首を捻ひねった。

　別に普通に戦っても良かったのだが、男が一度決めた事だ。ならば意地でも取ってやろうと思うのだが、やはり初撃で警けい戒かいされてしまったのか、何度狙ねらってもブラジャーはおろかセシルの胸にかすりもしない。

　それでも、暁月とセシルの戦闘は壮そう絶ぜつなものとなっていた。

　何な故ぜならば。かつての姿を再現された人工島は、既にその三分の一近くが破壊されつくしているのだ。暁月を狙ったセシルの攻撃の余波もあるし、セシルを狙って避けられた暁月の攻撃のせいもあるのだが、

　……実装空間内で良かったぜ。

　凰沢暁月は、つくづくそう思う。

　かつて、ランキング戦でフィル＝ザッハークと戦った時はブレスで訓練用市街地が薙なぎ払はらわれ、京也との戦闘では暁月が最後に放った氣の奔ほん流りゆうがバベルタワーの上層部分を吹き飛ばしもした。そのいずれもが、当時の暁月が行なった死し闘とうによって生じたものだ。

　しかし今。セシルとの戦いで破壊された人工島は、範はん囲いも被害も以前の二つとは比べものにならない。

　……解っていた事だが。

　凰沢暁月は、己おのれが敵と行なう戦闘の領域が、上のステージへと移っている事を理解する。

　それは自分が強くなった事を実感させると同時に、暁月に新たな責任を自覚させた。

　恐らく今後、コクーンや朱の黄昏との戦闘の多くはこの人工島が舞台となる。

　だとしたら、この島を守るのはノアの総帥であり、全すべてを率いる暁月の仕事だ。

　──無論、この二年の間に作つくり替えられた人工島には、久保田が開発した特殊な防ぼう御ぎよ結界が張はり巡めぐらされている。さらに、最も戦闘の舞台となり得るノアの敷地内には、より高度な対物質破壊の概念結界も働いている。もし現実の空間で同じようにセシルと戦っていたら、ここまでの被害が出る事はないのだろうが、

　……とはいえ、これからは相手によって戦う場所を選ばないとな。

　何せ自分達の本部であり、住居であり、そして船でもあるのだ。

　公海上を無制限に移動できる永久機関【箱船アークシステム】。

　それがこの島最大の強みであり、だからこそアキレス腱けんともなり得る。

　……もっとも。

　当然、一番の重要機関である以上、【箱船アークシステム】は複雑な虚きよ数すう次元回かい廊ろうに隠かくされている。自分の意識がある状態では著いちじるしく制限されはするものの、超ちよう高こう次じ生命体の力を使用した美兎ですら侵入できないようにテストと調整を繰り返かえした強固な結界だ。

　何重もの次元断層は、あらゆる侵しん入にゆう者しやと破壊の衝撃を防ぐようにできている。

　よって、余よ程ほどの事がない限りは心配ないとは思うが、

　……念には念を入れないとな。

　万が一の事態は、常に起こる可能性がある。

　奇き跡せきを起こせるのは、何も自分達たちだけとは限らないのだから。

　……それに。

　暁月は思う。己が今直面している戦いにおいて、奇跡が起こってはならないと。

　運も実力の内という言葉は間違いではないが、こと現在に関しては当てはまらない。

　何せこの相手は、暁月の素の実力が、どれ程ほどのものになったかを期待しているのだ。

　だから、何としてもその期待に応えたいところなのだが──やはり、あのセシルを相手に、ブラジャー狙い一択たくというのはハードルが高いらしい。

　──とはいえ、流石さすがにここまで粘ねばって、今さら方針転てん換かんするのは無様すぎるだろう。

　とにかくここまで来た以上、まずはあのけしからん乳を包つつんでいるブラジャーを頂かない事には話にならないし、それ以上にこちらの気が済まない。

　絶対やる。

　……だが。

　こちらへと歩いてきているセシルを見ながら、暁月は差し当たっての問題を想おもう。

　まずは彼女に届かなくては話にならないのだが、

　……どうにも動きが解らねえんだよな。

　見えないのでも、読めないのでもなく、認にん識しきできない──知覚できないのだ。

　初撃は不意打ちの機会を逸いつしないよう、そのままの状態で仕掛けたが、平手打ちによる反はん撃げきを受けた後、暁月は既に「領域」に入っている。

　だからこそ、コンビニを跡形もなく破壊したセシルの追撃を避けられたのだが、「領域」に入ってもなお、セシルの動きに対応できないのだ。

　……そろそろ何とかしねえとな。

　向こうはともかく、こちらはそれなりに力を出している。

　こちらの攻撃は避けられ、あちらの攻撃を喰らい続ける状態が続いているため、体力は消しよう耗もうし、ダメージもかなり蓄ちく積せきされつつある。

　このままでは、どんどん形勢が悪くなるだけだろう。

　そして、いよいよ近くまでやって来たセシルがこちらに言った。

「どうした……そんな所で立たち尽つくして。もうお終しまいか？」

「まさか。まだ始まってもいねえだろ」

　フンと鼻を鳴らしたこちらに対し、

「威い勢せいの良いのは結構だが、時間も折り返しに入った。最初の狙いにこだわるお前のやり方は嫌きらいじゃないが──そろそろ飽きてきたぞ、私は」

　セシルの笑みと声こわ音ねに凄せい惨さんな色が混じった。

　と同時、圧あつ倒とう的てきなプレッシャーが暁月へと放たれる。

　──それは、凰沢暁月がこれまで受けてきたものの中で最強の圧力。

　先さき程ほどの会談の場で、美兎が放ったものをさらに上回るような重圧だ。

　下手に腕に自信がある能力者が受ければ、間違いなく精神を押おし潰つぶされて即そく死し。

　一いつ般ぱん人じんだと、許容できる範囲と領域を超えすぎていて、逆に知覚できないかもしれない。

　そんな激しいプレッシャーの嵐に晒さらされた暁月は、

「ははっ……こりゃ凄え、良い女ってのは殺気まで最高だなオイ！」

　心の底からの昂こう揚ようを覚え、堪たまらないとばかりに歯を剥いて笑った。

　身体の中にあった疲ひ労ろうや痛みが一気に吹っ飛んだ。

　代わりに全身が総毛立つのを感じる。

　それはアドレナリンの大量発生か。もしくは、どうしようもなく死を意識させる程の圧力で、痛みや疲労などという生易しいものを感じていられなくなったのか。

　そのどちらか、或あるいは両方なのかは解らないが、

　……こうじゃないとな。

　やはり勝負は緊きん張ちよう感がないといけない。

　しかし──喜ぶこちらに対し、セシルは無言だった。

　セシルは顔から感情を消したまま、

「………………」

　それまでと同じように、暁月の視界から姿を消した。

　氣も感じない。知覚できなくなったのだ。

　だが居る。これまでもこうして姿を消し、その度に攻撃を喰らってきた。

　だから。対する暁月は、一つの動きを行なった。

「──────」

　瞬きを行なったのだ。
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　暁月の知覚外に出たセシルは、ゆったりとした動きで暁月の傍へと歩み寄った。

　しかし──すぐ眼の前に立っているにも拘らず、暁月にはセシルが見えていない。

　これがセシルが暁月の攻撃を全て避け、そして全ての攻撃を彼に当てる事ができた理由。

「領域」の一つ上の境地──「聖域」だ。

　極限まで集中力を高める事で、意識は通常時よりも加速される。

　その意識で意思を身体に送れば、加速領域の肉体動作が行なえるようになる。

　それは同じ場所に立ちながら、異なる時間軸じくに身を置くのと同義だ。

　よって加速した側に置き去りにされた者は、相手を知覚できなくなる。

　かつて──初めて会った日の晩。最後に暁月の前から姿を消した時も、セシルはこの聖域状態へ入っていた。

　当時の暁月は、彼の横をゆっくりと歩き去るこちらを知覚する事ができなかった。

　そして今。

　残念ながら現在の暁月もまた、セシルを見つけられずに居る。

　こちらに焦しよう点てんの合っていない暁月の眼は、何もない虚こ空くうを見ていた。

「超高次生命体の力を得た氷神を倒たおせたのだから、期待していたんだがな……」

　セシル・エンドハートは思う。どうやら自分の見込み違ちがいだったようだ、と。

　──無論、暁月に対しては、やや強い期待を持っていた事は否定しない。

　何せ暁月は、これまでセシルの想像と期待を常に超えてきていたのだから。

　だから、暁月にだけ特別な感情を抱いだくようになった。

　信しん頼らいできる仲間とも、尊敬できる初代とも異なる──一人の女としての感情を。

　初めての想い。

　しかし、セシルはその状態で二年の月日を待たされる羽目になった。

　美兎の超高次生命体としての力を使った概念結界のせいだ。

　自分は待つのは好きではない、とセシル・エンドハートは断言できる。

　我が慢まんするのも嫌いだ。本当に欲ほしいものは、すぐにでも手に入れたい。

　だからこそ朱の黄昏の団長を、剛ごう毅きから受うけ継ついだのだ。

　そしてその後は、本当に欲しいものだけは必ず手に入れてきた。

　それを、暁月だけは二年もお預けを食らわされたのである。

　当然、その間にも想いは募つのり、どんどんと膨ふくらんでいった。

　誰だれかを想う幸せ。誰かに恋こい焦こがれる幸せと自分に言い聞かせ再会の日を待っていた。

「お前は知らないだろうな……お前から会談の見届け人の依い頼らいについて電話を受けた時、私がどれだけ歓かん喜きしたかを」

　やっと暁月に会える。やっと彼かれに想いを伝える事ができる。

　それだけの価値がある男を、ようやく自分は手に入れられる──そう思ったのだ。

　そして結成式典の演説や、コクーンのレティア・クライシスとの会談における交こう渉しようや話術を見て、やはり自分の直感に間違いはなかったと思っていたのだが、

「恋こいは盲もう目もくとはよく言ったものだな……現実を目まの当あたりにすると、こうも冷めるものだったとは。これなら綺き麗れいな思い出のままの方が良かった」

　たとえ百年の恋だろうと、冷める時は一瞬だ。

　そして宝物だと思っていたものは、あっという間にガラクタへと変わる。

　冷ややかな瞳ひとみを暁月に向けながら、セシルは言った。

「残念だな暁月。私の中の理想のお前は、もっと強く逞たくましい男だったよ──少なくとも、私を見つけられないような情けない奴やつではなかった」

　それは別れの言葉。

　セシルは暁月に右の手をかざした。二年もの間、期待させるだけ期待させておいてこちらの恋こい心ごころを裏切ったのだ。

　乙女おとめの純情を踏ふみにじったのだ。その報むくいは受けて貰もらう。

「初はつ恋こいは叶かなわないと聞くが──なかった事にすればノーカウントにしてまた新たに初恋ができるそうだな」

　女は逞しい生き物だ。

　たとえどれだけ大切な思い出だろうと、全てを過去のものとし、無かった事にできる。

　だから消す。凰沢暁月を過去にして、さらにその存在を消し去るために。

　セシル・エンドハートは、己の右手から全てを消しさる衝撃波を解き放ち、



「──次の初恋を探すのはまだ早いな」



　だが──眼の前から不敵な声が発せられ、さらに右の手首を掴つかまれた。

　そして、

「見えてるぜ、セシル・エンドハート……」

　暁月の瞳が、確かにセシルを捉とらえた。

　吸い込まれそうな漆しつ黒こくの瞳に、己の姿が映っているのをセシルは見る。

　通常──聖域の加速に置き去りにされた者は、加速した側からあらゆる動作が遅おそくなって見える。しかし暁月は今、セシルに呼よび掛かけ、さらにはその手を掴んでみせた。

　何よりも、こちらをはっきりと見み据すえている。

　だから、

「ふ……ふふ……ははっ」

　セシルは笑えみを浮かべ、歓喜の声を漏もらした。

　見つけてくれた。暁月が自分を見つけてくれた。

　少しばかり焦じらされはしたが、ちゃんとこちらと同じ高みに来てくれた。

　やはり自分の眼は、抱いた直感は間違ってはいなかったのだ。

　さらに、

「さて問題だ……これなーんだ」

　左手でこちらの右の手首を掴んでいた暁月が、自身の右手を掲げて見せた。

　親指と人差し指で摘つまんでいたのは、黒のレースの布地。

　それはセシルが誰よりもよく知っているものだった。

　今日のこの日のために選んだ、己の勝負下着のブラジャーだ。

　それは想いを寄せる男に見せ、そして脱ぬがされるためのもの。少なくとも聖域に入ったセシルを見つけられないような男になど、触ふれる事はおろか見る事すら許さない代しろ物ものだ。

　──だが、暁月はそれを奪ってみせた。

　暁月を不ふ甲が斐いないと決めつけ、苛いら立だちから思考に隙すきがあったかもしれない。

　それでも聖域に入った状態のセシルに、気付かれぬよう触れた男はこれまでにいない。

　仲間や、それこそ敵であるコクーンの中にそれができる者はいるとは思うが、実際にやってみせた者は初めてだ。

　だから、

「待たせたな、セシル。これでようやくスタートだぜ」

　そう笑みと共に、初めての男に──凰沢暁月に名前を呼ばれた瞬しゆん間かん、

　……あ。

　セシルは下腹部の奥おくが、甘あまく震えたのを感じた。

　惚ほれた相手ならば、見られるのも脱がされるのも嬉うれしいというのは、どうやら真実だったらしい。セシルが感じたのは、これまでにない至福の喜びだ。

　感じる。

　──だからもう我慢できない。

　暁月の言っていたように、ようやくここからがスタートなのだ。

　セシルは抑えていたものを解放した。それは二年の間に溜ため込んでいた感情だった。

　恋は嵐。その言葉が比喩ではなく、事実である事を証明するかのように。

　セシル・エンドハートは動いた。

　まるで吹き荒あれるように──最強の嵐となって。
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　二年前の京也との戦いにおいて、暁月は無意識下で聖域へと足を踏み入いれた。

　それは短い時間だったが、それでも美兎の超高次生命体の力を取り込んでいた京也を圧あつ倒とうする事ができ、さらには意識を正常に戻もどした後も瞬しゆん間かん的てきに加速領域に入る事ができたのだが、残念ながらあの時点の暁月にはそれが限界だった。

　──しかし、今は違う。

　この二年の間に、暁月は鍛錬と修しゆ行ぎようを重ねていた。

　これからの戦いでは絶対に必要になると確信し、一度だけ己が足を踏み入れられた領域の扉とびらを自由に開けられるように、己を徹てつ底てい的てきに追い込んだのだ。

　その結果──暁月は見事、聖域へと至る扉を開けられるようになったのである。

　暁月とセシルが定めた時間は二十分。既すでに残りは僅かになっていた。

　だが──意識を聖域の加速状態においた二人が互たがいの力を確かめ合うには充じゆう分ぶんな長さだ。

　そして二人が激突を開始した中、先に速度で上回ったのは暁月だった。

　意識を同じ加速領域においても、それは時間軸が同じになっただけに過ぎない。

　条件を等しくしたならば、後は対等で行なう互いの比べ合いとなる。

　弾かれたように苛か烈れつに動いたセシルに対し、暁月は後方への跳ちよう躍やくを入れた。

　着地に至る数瞬しゆんの間に、セシルから奪うばった彼かの女じよのブラジャーを懐ふところへ大切に仕し舞まえば、心置きなく戦う準備が完かん了りようする。

　だから行った。

　着地による大地の踏みしめを力強いものにすると、一気の加速で前に出る。

「──行くぜ」

　錬環勁氣功全開。

　己の全てを懸かけた暁月の突とつ撃げきに、眼めの前の紅のスーツの女が応じた。

　笑みと共に、弾かれたように身を前へ──こちらへと飛ばしたのだ。

　先刻こちらの知覚外に出た時とは、比べものにならない程の速度。

　だが、凰沢暁月はもうセシル・エンドハートの姿を見失わない。

　見据える。己が目指す頂にいる、世界最強の女の凄まじい強さと、その苛烈な美しさを。

　そうして互いの想いがぶつかり合い、重なりあった結果──生まれたのは必然の激突だ。

　まずは意思が生まれ、次に動作が生まれた。

　それが力となり、動作の果ての結果が生じる。

　そんな己に、相手は応えの動きを作る。

　一いつ瞬しゆんの迷いも、一瞬の判断ミスも許されない加速領域の戦せん闘とうは、無限という言葉が相応ふさわしい数の攻撃と防御と回かい避ひを生み出だした。

　その無限のやり取りの中に、意思と動作による無数のフェイントを織り交ぜ、相手の予測を超こえようとするが、暁月とセシルはその全てに対応する。

　この次元に到とう達たつしてもなお、相手を上回るに至らない。

　だから相手に今以上を望み、そして己にそれ以上を望む。

　同じ想いが絡からみ合あい、どこまでも互いを高めてゆく。

　互いの攻こう守しゆをむさぼり合う。

　衝しよう撃げきが駆かけ抜ぬけ、己と相手を除く周囲が割れた。

　大地が砕くだけ、大気が滅めつ裂れつした。

　それでも暁月は構わない。きっとセシルもそうだろう。

　今、この場に必要なのは自分と相手だけだ。

　恐おそらく──否、間違いなくセシルもそう思っている。

　だから止まらない。

　思考と動作の加速は続き、やがてそれは反射を超えた。

　至上の戦闘の興奮と、それに相手が応えてくれる無上の喜び。

　その全てを感じながら、

「──まだだ」

「ああ──まだだとも」

　暁月とセシルはその上を求めた。

　聖域という名の加速領域の中、互いが決めた制限時間が残り一分を切った。
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　このままで終わる訳にはいかない。

　凰沢暁月は己にそう強く言い聞かせた。

　良い戦いはできていると思う。セシルの期待にも応えられているかもしれない。

　しかし──まだ彼女の想像を超える所までは至っていない。

　それでは足りないのだ。自分と彼女が求めている結末には。

　だから、暁月は錬環勁氣功のリミッターを解除した。

　この二年の鍛錬で、肉体内での激しい氣の練り上げや、高出力の負ふ荷かに耐たえられる身体作りを行なってきた。

　その結果として解わかった事は、扱あつかいきれない力は己の強さを殺すという事だ。

　過ぎたるは及およばざるが如し。

　過剰な力みを捨て、適度な脱だつ力りよくを行ない、だからこそ至れるのが「聖域」だ。

　……だが。

　それが一つの正解であり、真理である事を理解しながら、

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉっ！」

　それでも凰沢暁月は吠ほえた。己の中に、限界を超えた氣の奔流を巡らせる。

　利口な考えと、理知的な選せん択たくを捨て去る。

「最後の最後に馬ば鹿かになれるんだよ──男ってのは！」

　そうでなければ至れない境地というものが、男にはあるのだ。

　その覚かく悟ごを止められるものはない。

　全身から、眩まばゆいオーラにまで昇しよう華かされた氣を噴ふき出しながら。

　凰沢暁月は行った。

　一瞬という言葉すら生なま温ぬるい刹せつ那なの間にセシルの背後へと回り込むと、

「──────」

　暁月は右の手刀を繰くり出した。

　狙ねらったのは首の後ろ。当たればその衝撃と、体内に流し込むこちらの氣──さらに向こうの氣を乱す事での三重の効果で相手を無力化し、即そく座ざに決着を付けられる場所だ。

　今は互いに実装空間に身を置いているが、元は暁月の総そう帥すい室だ。

　男の部屋で気を失うような無防備な女を、暁月は放っておくような真似はできない。

　きっと自分は、奥のベッドで優やさしく手厚く看護してやる事だろう。

　たっぷりと念入りに。

　しかし、

「…………！」

　刹那に暁月は驚きよう愕がくを得た。眼の前のセシルに、対応の動きが生まれたのだ。

　こちらの一いち撃げきが当たる直前、暁月の眼にセシルの身体が歪ゆがんだように見えた。

　円運動を基本とする錬環勁氣功の使い手である暁月は、とっさに何が起きたのかを理解した。セシルが右の内側に、自身の体を巻き込むような動きを見せている。

　──同じ動作は、やろうと思えば暁月もできる。

　だが頑がん強きような肉体を誇ほこる男と、柔やわらかくしなやかさのある肉体を持つ女とでは、実際に生まれる動きは別物だ。しなるようなその動きは、とっさの動きの中にも思わず見み惚とれてしまいそうな美しさと、それ以上の速さを備えていた。

　しかも高速の体重移動と共に行なっているため、勢いのついたセシルの動作は、回避から攻撃へとそのまま連なっている。

　まずは、下から弧こを描えがく軌き道どうで爪つめを立てた左の拳こぶしが来た。

　手刀を空振ぶったこちらは、隙が生まれ僅かに体勢も崩くずれている。

　防御や回避だけをされたならともかく、攻撃まで同時に行なわれては対応が厳しい。

　しかも爪を避けても、恐らくその次に右の回まわし蹴げりが来る。

　よって身を沈しずめる下方向への回避は不可能。

　紙かみ一ひと重えで左右に逃のがれるのも無理だ。当然ながら、手よりも足の方が間合いは長い。

　そんな真似をすれば、二撃目の直ちよく撃げきを食らう。

　かといって宙へ逃れれば、後からの追つい撃げきに対し無防備な己おのれを晒さらす事になる。

　だから、

　……この……っ！

　繰り出した手刀によって己の体重移動が前方へと行なわれている状態で、それでも暁月は強ごう引いんに背後へと身を引いた。

　どうにか上体を反らす形になり、その眼前をセシルの爪が下から上へと抜けてゆく。

　そして、二撃目の回し蹴りが来るのを確信した上で暁月はつま先で地面を蹴けった。

　風を巻くような音は既に右の耳元に迫せまっている。セシルの放った回し蹴りだ。

　間に合わない。直撃を貰う正に寸前、

「──────」

　暁月は己の首を左へと捻る事で対処。

　直撃と回避を分かつ空間の隙すき間まを捻出する事に成功する。

　──それでも、回し蹴りに伴ともなって放たれた風圧までは避けられない。

　しかし側頭部に衝撃を受けた時には、既に暁月は背後へ跳とんでいる。

　風圧の衝撃を後ろへ逃しながら、暁月は背面の宙返りを行なった。

　縦に回る視界の中、天と地が逆転したタイミングで暁月は見る。

　右の回し蹴りを避けられ、宙を横へ旋せん回かいする事を余よ儀ぎなくされたセシルが、勢いよく左ひだり脚あしを振り上あげているのをだ。

　そして、セシルが繰り出したのは虚空への踵かかと落とし。

　それは宙を穿うがった後、地面へと叩たたき落おとされた。

　セシルの狙いを、轟ごう音おんと共に生じた結果によって暁月は見る。

　右の蹴りをこちらに避よけられたセシルが、アドリブの踵落としによって横への回転エネルギーをキャンセル。生まれる筈はずだった無む駄だな滞たい空くうをショートカットしたのだ。

　……マジかっ!?

　さらに地面へと振り下おろされた踵は、加速を生む第一歩となり、弾かれたようにこちらへと出たセシルが彼ひ我がの距離を詰つめてくる。

　だから暁月は、既に行なっていた縦回転に横の捻りを加えた。

　その上で繰り出したのは、斜ななめに振り下ろす軌道の左の蹴りだ。

　タイミングはドンピシャ。だが当てられるとは思っていない。

　それでも、

　……牽けん制せいにはなるだろっ！

　飛とび蹴りを空振ると、体勢が大きく崩れるので悲ひ惨さんなのだが、始めから牽制目的で避けられる事を前提としていれば話は別だ。

　直進からこちらの左へと抜けるように避けようとするセシルに、

「──喰くらえ」

　すれ違いざま、暁月は後ろ手に氣弾を解き放つ。

　アドリブにはアドリブを──見み舞まったのは至近距離からの一撃だ。

　放たれた氣の塊かたまりは、白のオーラの奔流を纏まといながらセシルへと着ちや弾くだん。

　同時に足裏に氣を展開し、生じた爆圧を踏み台だいにして暁月は跳躍。

　宙で背後を振り返り、

「おおおおおおおおおおぉぉぉおららららららららららららららららららァァ──っ！」

　跳躍による上じよう昇しようを行ないながら、氣弾の連発による波状攻撃を行なう。

　その一つ一つが、氷神京也を倒した時とほぼ同じ威い力りよく。

　それらを眼下へ向けて叩きつけてゆく。

　──そして。

　二十を超える連発を行なった後、そのまま高層ビルの屋上の端はしへと降り立った暁月は、

「………………ふう」

　ようやく長い息を吐き、己の連続攻撃による衝撃で地面が破は壊かいされた結果、巻き上げられた砂すな埃ぼこりが周囲一帯へと広がってゆく様を見た。

　確かく認にんする。

「──────」

　セシルの氣は動いていない。煙けむりの中だ。ならば間違いなく直撃した筈。

「これで少しは……」

　ダメージを与あたえられただろう。

　そう思った暁月の視線の先で、地面から五階フロア程の高さまで巻き上げられていた砂すな煙けむりが、轟という低い風鳴りと共に吹ふっ飛んだ。

　すると爆ばく発はつの中心──アスファルトの地面に穿たれた直径二十ｍ程のクレーターの底に、無傷のセシルが笑え顔がおでこちらを見上げて立っている。

　それどころか、

「……服まで傷一つないとか、どんな馬鹿げた繊せん維いを使えば作れるんだよそんなモン」

　呆あきれるように言った暁月の眼の前で、しかしふと面白い状じよう況きようが起きた。

　──展開した実装空間は、二年前の人工島を再現したものである。

　ただし、戦せん闘とう舞ぶ台たいとして「環かん境きよう」と「状況」にのみ絞しぼって展開されているため、車は走っていても、道に人の姿はない。たとえ実装空間が生んだ偽いつわりの通行人でも、犠ぎ牲せい者しやが出ると思うとどうしても余計な気を遣つかってしまうし、戦闘に集中できないからだ。

　よって、車は走っていてもその運転席に人の姿はない。

　つまり──たとえどれだけ激しい戦闘が起きようと、そこに人の意思が存在しない以上、環境と状況のためにのみ存在している車は走り続ける訳で。

　たとえ前方にセシルのいるクレーターがあろうと、平然と車は走り続ける。

　よって、

「おお……」

　暁月が見下ろしている先で、十トントラックがセシルの立つクレーターへと突っ込んだ。

　実際には存在しないものも、潜せん在ざい意識の領域に干かん渉しようされているため、眼に見えるもの、そして感じられるもの全てが自分達にとって現実だ。

　繰り返す。実装空間内では──精神ダメージは肉体ダメージへと転化される。
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　セシルは、ふと辺りが暗くなったのを見た。

　見上げるこちらの視界を、それまであった夜空とビル──さらには屋上から自分を見下ろしていた暁月に至るまで、全てを遮さえぎるようにして降ってきた巨きよ大だいな鋼鉄の塊が埋め尽くしている。

　だから、

「──────」

　セシルは、無造作に左の手を横へと振った。

　内側から外へと払う仕草のそれは、まるで羽虫を払うかのような軽いものだ。

　──そして。

　世界最強のテロリスト集団『朱あけの黄昏たそがれ』の女団長、セシル・エンドハートにとっては。

　たとえそれが羽虫だろうと。

　たとえそれが十トントラックだろうと。

　そこには別段大差はない。

　セシルが左手を振り抜くと、ズンッ！　と大気を震ふるわせる重低音が生まれた。

　直後──落下していた十トントラックが、重力と己の重量を無視して空を飛んだ。

　宙を滑かつ空くうしたトラックは、そのまま暁月が屋上に立つビルの中層フロアに直撃。

　その衝撃でガソリンタンクに引火し──大だい爆ばく発はつを巻き起こしたのと、



「──ったく。デタラメだな、おい」



　いきなり。

　セシルの背後で声がしたのは全くの同時だった。

　そして次の瞬間──とうとうセシルの想像を超えた事態が起きた。

　後ろから、こちらの身体の前へと回された二本の手が、ジャケットの上からセシルの胸を揉もんだのだ。

　声は言う。こちらの耳元で楽しそうに、

「何てデタラメなサイズのおっぱいだ──けしからんぜコイツは」
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　トラックがセシルへと落ちていった瞬間。

　暁月は神速で動いていた。

　セシルがトラックを吹っ飛ばすより先に、地面へと着地した暁月は、高速で空を舞まったトラックがビルへと突っ込み爆発を起こし、その事でセシルの意識がそちらへ向いた一瞬をついて、今度こそ彼女の背後を取ったのだ。

　──だから、この機会を逃さない。

　彼女の胸に触れた光栄の想いを耳元で告げると同時。

　凰沢暁月は、セシル・エンドハートの耳たぶを噛かんだ。

　その瞬間、彼女の胸に触れている両手と、耳たぶを噛んでいる口から、セシルの体内にたっぷりと氣を送り込む。

　胸と耳──これまでに、このコンボを受けて絶頂へと至らなかった女はいない。

　そして、それはあのセシルであっても例外ではなかった。

「────」

　暁月の腕うでの中で、ビクンとセシルの身体が跳はねた。

　それは激しい快楽へと達した女が見せる、避ける事のできない反応だ。

　さらにセシルに触れているため、彼女の体内における氣の流れと状態を確認できた。

　間ま違ちがいなく絶頂させた事を確認。

　あの朱の黄昏の女団長──セシル・エンドハートを自分がイカせた。

　世界最高の女を、それ以上の高みへと行かせた偉い業ぎように、暁月が満足を得ていると、

「………………あれ？」

　しかし、絶頂に達した女に、次に起こる筈の動きが訪おとずれなかった。

　全身の脱力と、それによるこちらへの身体の預けが来ない。

　首を傾かしげる暁月に、

「──────」

　平然と立ったままで居たセシルが、ゆっくりと顔だけで振り返かえった。

　そこにあるのは余よ裕ゆうの笑みだ。だから思わず、

「おっかしいな。相当キツくイカせた筈なんだが……」

「イッたとも。初めてだが、これが女の絶頂というものなんだな……確かにこれは、多くの女がお前に骨ほね抜ぬきにされてきたのも頷うなずける。危あやうく腰こしが抜けてしまうかと想った」

　と、事もなげに言い放ち、



「だが──それがどうした？」



　そう口にした瞬間、腕の中にいた筈のセシルが消えた。

　見えなくなっただけではない。完全に気配が消えていた。

　……まさか。

　聖域に入っているこちらの知覚外へ出られた──その事実を思った瞬間。

「がっ────!?」

　凰沢暁月は上空へと吹っ飛んでいた。

　不可視の攻こう撃げきで、顎あごを下からかち上げられたのだ。
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　──それは一瞬の事だった。

　ほんの一瞬だけ暁月の意識の外へ行き、セシルは攻撃を行なったのだ。

　それは、より上位の境地からの一撃。

　セシルは、宙を吹っ飛ぶ暁月を見上げて、

「悪いが──この程度では、まだお前に勝ちを譲ゆずってやる訳にいかないな」

　ふふ、と笑った。

　──落下してくる十トントラックへの対応と、その後に作った隙。

　あれは油断ではなく余裕。暁月がどのような手でこちらとの決着を付けるかを知るため、セシルがわざと彼に与えてやった好機だ。

　あそこでこちらの胸を揉み、さらに耳まで噛んでの絶頂が暁月の考えていた決着とは。

　やはり暁月は面おも白しろい。与えられた初めての絶頂も素す晴ばらしい感覚だ。

　あとでゆっくりと堪たん能のうし、たっぷりと反はん芻すうする事にしよう。

　きっと暁月に身を任せれば、今のような自分がまだ知らない女の幸せを教えて貰えるに違いない。そう思うと心が弾はずむ一方で、

「──だが生あい憎にくと、私は自分が主導権を握にぎる方が好きでね」

　悪いがあの程度では、こちらの想像の範はん囲い内ないだ。

　合格点は与えてやれるが、決着は暁月の決めたものでは終わらせてやれない。

　よってセシルは決定する。自分達たちの結末は、自分が決めると。

　そして──セシル・エンドハートは己おのれの概がい念ねん能力を発動した。

　──その瞬間、

「な──」

　セシルはとっさに、自身の背後を振り返った。

　そこに一人の青年が立っており、今まさにこちらへと手を伸のばそうとしていた。

「あれ……何でバレたんだ？」

　タイミングもあって向こうもそれなりに驚おどろいているが、こちらの驚愕はそれ以上だ。

　まさか、という思いがまず最初に来る。

　だってそうだろう。

　こちらが顎をかちあげた暁月は──今もまだ宙を飛んでいるのだ。
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「参ったな……」

　背後からの不意打ちのタイミングを逸いつした暁月は、やれやれと嘆たん息そくした。

　今のが最後のチャンスだったからだ。

　だがそれは、何もセシルが隙を見せる機会の事ではない。

　セシルから告げられた二十分という制限時間が、ついに終わってしまったのだ。

「くそ……もうちょいやりたかったんだがなぁ」

　悔くやしそうに言った暁月は、そこでようやく宙を飛んでいた己を消し去った。

　それを見たセシルが、驚きの表情を笑みへと変えて問うてくる。

「……今のは何だ？　実体を残しながら、いきなり背後に現れたな。もしや錬環勁氣功とは別の、お前の新しい概念能力か？」

「うんにゃ。あれも錬環勁氣功の範囲内だ……まあどういう仕組みかは言えねえけどな」

　何せ、氷神京也との戦いで無意識下の自分がやった後──この二年の間にどうにか形にできた、コクーンや朱の黄昏用の奥の手ての一つだからだ。

　……中でも。

　この技わざは、ミハエル・アークウッド──兄である凰沢朔さく夜やと戦った時の事を想定して編み出した技だ。たとえ相手がセシルであろうと、流石さすがにその仕組みを教える訳にはいかない。それこそ美兎達たちにですら、まだ見せるに留とどめているような技なのだ。

「──それよりも、どうする？」

　と、今度は暁月が問い返した。

「一応、制限時間の二十分はもう経たった訳だが──まだ続けるかい？」

　こちらが背後から忍しのび寄よっていた時。

　恐らくセシルは、概念能力を発動しようとしていた。

　その前にこちらに気付かれてしまい、その機会は失われてしまったかに思えたが、

　……いや。

　自分のあの技は、初見の相手には気付かれない筈のものだ。

　それを、あり得ないタイミングで気付かれた。だとしたら、あの時セシルは確かに概念能力を発動していて──だからこそ、こちらの動きを察知できたのかもしれない。

　……まあ。

　こちらが自分の技のカラクリを教えないのだ。セシルも教えてくれはしないだろう。

　──だとしたら、残る問題は一つ。

　この二十分の戦いに、心残りがあるかどうかにつきる。

　すると、

「そうだな……延長戦とまではいかなくとも、軽いロスタイムを設けるのは悪くない」

　だが、とセシル。

「お前はどうだ、暁月？　まだやり足りないような事を言っていたが」

「俺おれか？　俺は別にどっちでも良いぜ。だから、アンタが自分の胸に聞いてくれ。それで出した答えなら、どちらだろうと俺は最後まで付き合うよ」

　意味深な笑みと共に言ったこちらに対し、

「？　それは──」

　怪け訝げんな顔をしたセシルが、そこでふと言葉を切った。

　気付いたのだ。暁月の仕し掛かけと言葉の意味に。

　だから、

「ふっ……はは、あははははっ！」

　セシル・エンドハートは声を上げて笑った。

　心の底から楽しそうに、まるでサプライズを喜ぶ少女のように。

「……一体いつだ？　トラックをブラインドに、私が背後を取らせてやった時か？」

「さてな。それをここで教えちまったら興きよう醒ざめってもんだろ」

　と肩かたを竦すくめて暁月。

「ただ戦闘の最中に余りにエロく揺ゆれるんでな。一度は奪ったけど、やっぱり返した方が良いかなって思ってよ」

　それに、

「女の下着ってのは、ベッドの上で脱がすのが一番エロくて綺き麗れいだからな」

「……ふふ。成なる程ほどそうか。確かにな」

　と笑うセシルに、

「それより、答えは出たのかい？　続きをやるなら、こっちは一向に構わないぜ」

　何せ、

「このままアンタと戦い続ければ、恐らく俺はさらに強くなれる筈──」

　不敵な笑みを浮うかべて言った暁月は、不意に言葉を切った。

　いつの間にか、すぐ眼の前──息の届く距きよ離りにセシルが居て、

「それも悪くはないが、そちらはまた今度にしておこう。お前の実力と可能性は、もう充分に解ったからな」

　だから、

「次は、他のものを確かめ合わないか……私が一番綺麗になれる場所で」

　良いだろう？

「お前が欲ほしくて欲しくて、二年も待ったんだ──もう我が慢まんの限界だよ」

　そう言って。

　セシル・エンドハートが、こちらに唇くちびるを重ねてきた。







　　　終章《忍び寄る脅きよう威いの不敵》
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　レティアが呼よび掛かけを発しても、久く保ぼ田たの作業の手が止まる事はなかった。

　無言のまま、黙もく々もくと作業を続けている。

　──しかし、ほんの僅わずかな変化がそこにはあった。

　辺りの空気が、先さき程ほどまでよりも少しだけ張はり詰めているのだ。

　大気が緊きん張ちようを孕はらんだ理由を、レティアは理解していた。

　かつて久保田が名乗っていたコクーンネームを、こちらが口にしたからだ。

　世界の管理者であるコクーン。

　その組織の始まりは、今から二十数年前──十代の少年少女が異世界へと召しよう喚かんされるようになった数年後に、二人の青年によって作られたとされている。

　久保田が三番目のコクーンとして、仲間に加わったのは組織ができてから二年後。異世界の魔ま法ほうや技術に関する知識の深さと、凄すさまじい戦闘能力の両方を兼かね備そなえた彼かれは、表舞台にこそ顔を出さなかったものの、長きに亘わたってコクーンの№Ⅲで居続けた。

　そして今から数年前。レティアがコクーンになって少しした後──ほぼ入れ替かわりのタイミングで、久保田はコクーンの座を自ら退き、研究者となった。

　──久保田が背せ負おっていた№Ⅲが受うけ継つがれなかったのは、彼の代わりを務められる者がいなかったからだ。各国にある特別自治区の根幹を司つかさどるバベルシステムから、肉体ダメージを精神ダメージに転化する結界。果ては『Ｙ計画』においてこの次元に顕けん現げんさせた超ちよう高こう次じ生命体のコントロールシステムに至るまで、久保田は現在のコクーンやバベルにとって必要不可欠な研究開発を一手に担になってきた。

　その功績は最早もはや、偉い大だいなどという言葉では生温い。

　唯ゆい一いつ無む二に──それ程までに久保田が生み出した技術は素晴らしく、凄まじかった。

　また久保田は、コクーンの歴史を古くから知る者として貴重な存在でもある。

　何せ現在№Ⅰのミハエルを始め、レティア達たち現げん役えきコクーンに、設立メンバーの二人と直接面識がある者はいない。唯ゆい一いつ、ミハエルだけが二人のうち片方と面識があるくらいだ。

　よって──設立メンバーの二人と面識を持っているのは、今となってはもう最初期メンバーの一員である久保田しか残っていない。

　……何な故ぜならば。

　初代の№Ⅱが組織を裏切り離り反はんしようとした時、殺してでも彼を止めようとした当時の他のコクーンメンバーの、そのほとんどが返り討うちに遭あって命を落としてしまったからだ。

　そして。

　コクーンを裏切った初代の№Ⅱは、後に一つの組織を興おこしてその首領となった。

　世界最強のテロリスト集団──『朱の黄昏』の初代団長だ。

　そのため、レティアがその後を受け継ぐまで、№Ⅱは二十年近くも空位のままだった。

　現在、公式には初代の№Ⅱの記録は全すべて抹まつ消しようされている。

　かつて凰おう沢さわ剛ごう毅きが名乗っていたコクーンネームと共に。

「──わざわざ昔話をしに来たのか？」

　不意に久保田に言われ、想おもいを馳はせていたレティアは苦く笑しようして、

「言った筈ですよグレイ。私は貴方あなたに文句を言いに来たんです。せっかく所有権を主張してこの島を凰沢暁月あかつきから返して貰もらおうとしたのに」

　一息、

「まさか、バベルシステムを地脈から切きり離はなしただけでなく──この島そのものを航行可能にしてしまうとは思いませんでした。お陰かげでこちらが用意していた計画が台無しです」

「……………………」

　笑えみを含ふくんだこちらの言葉に、かつてコクーンだった男は無言を返した。

　ぶっきらぼうな久保田が、いつも放っているようなものとは異なる沈ちん黙もくだった。

　それはレティアの発言が、正せい鵠こくを射ているからに他ほかならない。

　──暁月との会談において、レティアが人工島の返へん還かん要求を撤てつ回かいしたのはこれが原因だ。

　あの場において繰り広ひろげられた交こう渉しようと駆け引ひきの応おう酬しゆう。その中で、暁月がちりばめていたであろう布石を、レティアはギリギリの所で気付く事ができたのである。

　そして。それらを組み合わせた結果、導き出された推測が「この人工島そのものを航行可能にしている」というものだ。

　確証は何もない。だが確信はあった。

　だから、会談の場では敢あえて確認をしなかったのだ。

　暁月に問とい掛ける事も、自分の携けい帯たい端たん末まつのＧＰＳで位置情報を確認する事もしなかった。

　……もし、それをしていたら。

　こちらが暁月の策に嵌はまった事を、レティア自身が証明する事になってしまっていた。

　その後で要求を撤回するのと、暁月の策に嵌まった事実を認めずに撤回するのとでは、まるで意味が違ちがってくる。

　罠わなに嵌まった事を認めて止やむなく撤回すれば、そこには敗北しか残らない。

　しかも、その敗北をセシルに──朱の黄昏に見られてしまっていただろう。

　だが、罠の存在を見み抜ぬいて失態を回かい避ひしたならば結果は互ご角かくだ。

　コクーンが自らの所有権を主張できる特別自治区は、かつて日本と呼ばれた国における東京湾わん内ないの一画──『Ｙ計画』において、重要な地脈の集束ポイントがある場所である。

　暁月は、その事実とこちらの権利を逆手に取ったのだ。

　よってレティアは、先ほど案内役だった遥はるかと別れてから、この久保田の工こう房ぼうへ来るまでに手持ちの携帯端末のＧＰＳで現在位置を確認したが、

　……既すでに、太平洋の公海上を航行していたものね。

　元々あった場所から、直線距離にしておよそ一千㎞強。

　これだけの質量の島を、この短時間の間にそこまで移動させる事ができ、かつこちらにその高速移動を気取らせない慣性制せい御ぎよシステムを島全体に展開可能な内燃機関は、レティアが知る限りバベルシステム以外には存在しなかった。

　──しかし、あのシステムの稼か働どうには、地脈とのリンクが不可欠だ。

　凰沢美み兎うを遥はるかに上回る力を持った超ちよう高こう位い次元生命体をコントロールする事で、この世界のあらゆる事象を操あやつり、完全な世界管理を行なう事が目的の『Ｙ計画』。

　だが、そこまでの力を持つ超高次生命体をこの下位次元へ呼び寄せるには、この世界──否いな、この惑わく星せいそのものを絶対神が降臨するに相応ふさわしい『場』へと作つくり替えなければならないのである。

　といっても、この世界そのものを変革する訳ではない。

　本来は下位空間に顕現すればその強大すぎる力故ゆえに次元そのものを崩ほう壊かいさせてしまいかねない超高次生命体を呼び寄せても、耐え得るように環境を整える必要があるのだ。

　よって──この島が現在、公海上を航行中であるという事実は、暁月が冗じよう談だん交じりに口にした『ノアシステム』の実在を証明する。

　レティアはつくづく思う。

　こんな荒こう唐とう無む稽けいな考えを思いつく暁月も相当なものだが──そんなアイディアを本当に実現してしまう辺り、やはり久保田は研究者として紛まがう事のない天才だと。

　だからこそ、一つだけ腑ふに落ちない。

「聞かせて下さい、グレイ……」

　レティアは問う。

「……貴方は何故、凰沢暁月に付く事を選んだのですか？」



　　　　　２



　久保田がコクーンを辞やめた理由をレティアは知らない。

　だが研究者の立場でバベルに残ったという事は、少なくともこちらの敵に回るつもりはなかった筈。

　しかし二年前の京きよう也やが起こしたクーデターの後、久保田はコクーンの退たい避ひ勧かん告こくには従わずにこの島へ残り、以後暁月と行動を共にする事を選んだ。

　その理由がどうしても解わからなかった。

　すると、

「…………俺には責任があるからだ」

　低い声で、久保田がそれだけを言った。

「責任……？　貴方に、何か凰沢暁月を守らなくてはいけないような責任があると？」

　眉まゆを顰しかめて問うこちらに、しかし久保田は何も応こたえない。

　久保田と暁月との間には何らかの因いん縁ねんがある事は教えてくれるが、その中身まで説明してくれるつもりはないのだろう。

　恐おそらくは、ミハエルや凰沢剛毅が絡からんだ凰沢家の家庭の事情なのだろうが、

　……責任、ね。

　三者三様の譲れぬ想いから、この世界の運命を左右する程に敵対しているミハエル、剛毅、そして暁月。そこに久保田がどのように関かかわっているのか興味は尽つきないが──とはいえ、久保田が何も話してくれない以上、真実へと辿たどり着つくのは不可能だ。

　だとしたら、今は自分にできる事をするべきだろう。

　コクーンとして、暁月が率いるノアとどのように相対してゆくかを。

　……まあでも。

　会談では暁月の「限られた者のみの戦せん闘とうで決着を付ける」という要望を呑のんだ形になったが、だからといってコクーンにとって悪い結果になった訳ではない。

　むしろ逆だ。

　暁月に、あの提案を言わせ──こちらがそれを呑む。

　その図式を作り出だす事が、レティアが今日ここへ来た目的だった。

　暁月と繰くり広げた交渉は、そのついで。あくまでおまけに過ぎない。

　これで暁月を始末しても各国から非難されない状況が作れたのだから。

　何せ、幾いくらノアに勢いがあるとはいえ、自分達コクーンと彼らとでは、組織力において絶対的な差がある。しかし、大きな力の差が存在する者同士でぶつかれば、それを卑ひ怯きようや不平等だと叫さけび出す者がいる。弱者は絶対的な強者を嫌きらうのだ。

　よって、もし正面からぶつかればこちらを卑ひ怯きよう者もの呼ばわりする者が出ていただろう。

　──だが、今回の条件を提示したのは他ならぬ暁月自身である。

　そして、自分達コクーンは暁月の提案を呑んだのだ。

　勢いや想いなどという曖あい昧まいで不確定な状況や感情を排はいした結果、たとえどれだけ残ざん酷こくな力の差が浮き彫ぼりになろうとも、もはや誰だれにも卑怯とは言わせない。

　世界の安あん寧ねいのために立たち塞ふさがる障害として、容よう赦しやなく潰つぶすまでだ。

　……それに。

　交渉についても、こちらが一方的に負けた訳ではない。

　暁月の手を見抜いた上で誘さそいに乗らなかった以上、彼やセシルに対し、こちらにはまだ切れるカードがありながら、敢えて引いた可能性を思わせる事ができたし、

　……何より。

　はったりではなく、レティアはこの状況でなお形勢を逆転できるカードを持っていた。

　それをあそこで切らなかった──否、切れなかったのは唯一の計算外の存在。

　朱の黄昏のセシル・エンドハートが居たからだ。

　自分達の敵はノアだけじゃない。たとえ暁月達を相手に勝利を収めても、こちらの手の内を朱の黄昏のセシルに晒さらしてしまっては本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　……まあでも、恐らく彼はそれを見み越こして彼かの女じよを見届け人にしたんでしょうね。

　いざという時にこちらの動きを封ふうじるために、セシルをあの場に配置したに違いない。

　だとしたら、ノアが航行可能な要よう塞さいである事実を知ったこちらが、どのような手を打つのかも想定し、対策を立てているだろう。

　コクーンの支配力が及およぶ先進諸国を除いた、海に面した発展途と上じよう国こくへ島ごと赴おもむき、直接貿易や商業活動を行なうノアに、こちらが乱暴な手段を取れば要いらぬ反発を生んでしまう。

　それを承知で、先進諸国に指示を出し、発展途上国から主要企き業ぎようを引き揚あげさせたり、経済制裁を発動させてノアを追おい詰める事もできるが、

　……恐らく。

　ここまで知ち恵えが回る暁月の事だ。当然その可能性についても考こう慮りよしている筈。

　それこそどこの国とも貿易が行なえないと判断したら──異世界に貿易相手を求めるような真ま似ねをしてもおかしくない。

　暁月の下には、超高次生命体である美兎が居るのだ。たとえ使用できる力が限定的であっても、次元シフトを行なえる可能性はゼロではない。

　──だから、これが最善。

　自分達はただノアと正面からぶつかり、そして跡あと形かたもなく潰すだけで良いのだから。

　そして、

「……聞きたい事はそれだけか」

　と、久保田はむっつりと言って立ち上がった。

「ならもう少し待っていろ。この作業が終わり次し第だい、バベルシステムを格納している倉庫まで案内してやる」

「解りました、お願いします……」

　レティアは軽く頭を下げると、

「ああ、そうだわ──もう一つだけ良いですか、グレイ？」

　ふと思い出したように言った。

　こちらを振ふり向むいた久保田に対し、レティア・クライシスは問う。

　静かに、

「──『ＯＺオズ』、という名をどこかで聞いた事はありますか？」
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「『ＯＺオズ』……？」

　すぐ眼めの前にいるセシルが口にした単語を、暁月は眉を顰めて繰り返した。

　──長いキスで戦闘を終えた後。

　実装空間の展開を解いた暁月は今、セシルと共に総そう帥すい室の奥おくにある寝しん室しつにいた。

　戦闘の興奮の余よ韻いんが冷めやらぬまま、二人はそのままベッドの上へ。

　そして手の届く距離で向かい合い、互たがいの服を脱ぬがし合いながら、

「ああ。規模はおろか、その目的すらまだはっきりしていない組織なんだが……最近、密ひそかに動き出していてな」

　言いながらセシルは「んっ」と身をよじらせた。

　赤のジャケットを脱がした暁月の左手が、ブラの上から彼女の胸を揉んだのだ。

　そして暁月の右手は、既にセシルのスカートのファスナーへと伸びており、

「随ずい分ぶんと女の扱あつかいになれているんだな……私はまだ、お前のシャツすら脱がせられていないというのに」

「気にする事ねえよ。何より、アンタのそういう初うい々ういしいところを知る事ができる方が、俺としては嬉うれしいんでな」

　で？　と暁月。

「そいつらが一体どうしたって？」

「んっ……まだ目的は解らないが、連中には狙ねらっている相手がいるようでな」

「──狙っている相手？」

「ああ──コクーンと朱の黄昏だ」

　その言葉に、暁月は一いつ瞬しゆん真顔になると、すぐに苦笑を浮かべた。

「驚いたな……俺の他にも、そんな馬ば鹿かな真似をしようとしている連中がいたとは」

　腰を軽く抱だくようにして浮かせて、セシルの短いタイトスカートを暁月が脱がせると、

「……お前のその言い方では、少し認にん識しきが間違っているな」

「？　どういう事だ？」

　完全に下着姿になったところで、ようやくこちらのシャツのボタンを開け終えたセシルは、ふっとその瞳ひとみを静かなものにして、

「『ＯＺオズ』は本気で私達を潰そうとしている……現に、この半年の間にウチの団員が二人ほど殺やられた。それだけじゃない。コクーンも一人殺されている」

「…………何だと？」

　その言葉に、今度こそ暁月は表情を厳しいものにした。

　俄にわかには信じられなかったからだ。

　それ程までの力を持つ者達が居た事にも驚いたが、

「俺おれ達たちより先に動いて、コクーンや朱の黄昏のメンバーを倒たおしておきながら……そいつら、何の声明も出していないのか？」

　立場上、コクーンがその事実を公表できない事は理解できる。

　世界の管理者である彼らが下手に自分達の敗北を知られれば、その絶対的な権けん威いに傷が付いてしまう。だからこそ暁月はその点を逆手に取り、極ごく秘ひの会談での交渉においてレティアを上回り、こちらの要求を呑ませたのだ。もっとも──戦闘要員に絞しぼっての激げき突とつによる決着というのは、コクーンにとっても望むところのため、彼らにそこまでの損害が生じた訳ではないが。

　……しかし。

　コクーンや朱の黄昏を倒しておきながら、その『ＯＺ』という連中は自分達の存在を一いつ切さい主張していない。だからこそセシル達『朱の黄昏』も、恐らくは『コクーン』も、その狙いを測りかねているのだろう。だが、

「……どうしてその話を俺に？」

　問い掛けを放った暁月に、セシルはこちらの上半身を裸はだかにしながら、

「決まっているだろう。お前が私の認める男になってくれたからさ。コクーンと朱あけの黄昏たそがれにとっての敵が、お前達の味方になるとは限らない。何せお前達は、ノアの立ち上げに二年近くを費やしている。もし協力する気があるのなら、自分達だけで動かずに、とっくにお前達にコンタクトを取ってきている筈はずだろう」

　だから、

「連中の狙いが、お前達ノアにまで及ぶ可能性は充じゆう分ぶんにある。他の者がどうなろうと知った事ではないが、万が一にもお前を失ってしまうような事態になるのは避さけたいのさ」

　後は海かい堂どうもだな……と笑ったセシルを、暁月はぐいっと抱き寄せた。

　互いに身体を密着させながら、

「そいつら……俺でも、勝てないような連中なのか？」

　低い声で問う。それは不ふ機き嫌げんになったからではなく、ただ真しん剣けんに訊たずねているからだ。

　するとセシルはこちらの胸に両手を置きながら、

「残念ながら、それは解らない。ウチの二人がやられた時も、私は一いつ緒しよにいた訳ではないからな。連中の力は、はっきりいって未知数だ」

　ただ、

「余裕と油断は違う。ウチの団員にせよ、コクーンにせよ、油断してやられるような馬鹿は一人も居ない。一瞬の油断が死に繋つながる事を、私達は誰よりも知っている。かつてお前が倒した氷ひ神かみ京也も、余裕を見せる事はあっても、油断を見せた事はなかった筈だ。仮に今のお前の前に氷神が現れたとして──お前は彼の前で油断できると思うか？」

「……成る程な」

　確かに、自分は二年前と比べて強くなった。

　恐らく今、京也ともう一度戦ったとしたら、当時よりも勝てる可能性はずっと高い。

　あの時はギリギリ互角へ持ち込めるかどうかの危険な戦いだったが、今ならば恐らく互角以上に渡わたり合あえる筈だ。

　……しかし。

　だからといって、それで油断できるかといえば答えは否だ。

　京也の概念能力である『対極消滅ダブルデリート』は、一いち撃げき必殺の威い力りよくを有していた。

　たとえ今、再び戦ったとしても──京也との戦闘は微み塵じんの油断も許されない死し闘とうになるだろう。それは何も、この二年で暁月が成長していなかった訳ではない。

　命を懸かけた戦いというものは、単純に戦闘能力の優ゆう劣れつだけで勝敗が決まらないのだ。

　勝負とは勝ち負けを決めるものであり、強さを競きそうものではないのだから。

「『ＯＺ』か……解った、ありがたく頂いておくぜ。その情報」

　と暁月は告げると、

「──じゃあ、そろそろもっと大事なものを頂くとするかな」

　そう言って、セシルの後ろから彼女のショーツの中に手を入れた。

　そしてたっぷりと尻しりを揉もんでやる。

「あっ……こら、んっ……まだ私はお前のズボンを脱がせてないぞ？」

　甘あまえた声で咎とがめながら、それでもセシルは暁月の行こう為いを許してくる。

　こちらへしなだれ掛かってきたセシルは、暁月にキスをせがんだ。

　だから応えるように唇を重ね、互いに舌を絡め合う。

「んちゅ……ん、はぁ……ん、暁月……あぁ、もっとキスしてくれ……」

「良いぜ。もっと舌を出しな」

　こちらの言葉に、セシルは素す直なおな反応を見せた。そんな彼女に、暁月はご褒ほう美びとばかりにたっぷりと舌を差し入れ、己の唾だ液えきを飲ませてやる。

　それから首筋を舐なめ、鎖さ骨こつへと舌を下ろしてゆき、

「……さて、そろそろアンタが一番綺麗になる瞬しゆん間かんを見させて貰うぜ」

　そう言って、暁月はまずセシルのブラジャーを外した。

　途と端たんに、信じられないようなボリュームの胸が暁月の眼の前で露あらわになる。

　あのセシルの胸を今、自分は見ている。

「やっぱり、アンタは綺麗だな……」

　その感かん慨がいを暁月が言葉にすると、セシルは少しだけ恥はずかしそうに笑みを浮かべながら、

「ここまで見せたのはお前が初めてだよ。それだけじゃない。これまで胸を触さわらせたのだって、お前だけだ……」

「……ああ、解ってる」

　セシルの告白に、暁月は頷うなずきを返した。

　自分は錬環勁氣功の使い手なのだ。

　体内の氣の流れから、相手の身体がどのような経験をしてきたかについてある程度知る事はできる。

　セシルがこれまで本当に男性経験がない事も──化け粧しように加え、大人びた雰ふん囲い気きも纏まとっているが、実は暁月とほとんど年が離れていない事も。

　──だから、暁月は美兎達と同じようにセシルを大切に扱った。

　ゆっくりと彼女をベッドの上へと押おし倒し、暁月の大きな手ですら溢あふれる程のボリュームのある胸を、ゆっくりと揉みながらその体内に氣を流してセシルの性感を高めてゆく。

　すると、快楽の味をあっという間に覚えたセシルは、すぐに甘い喘あえぎ声を上げ始めた。

「ああっ、んぅ……はぁん、ん……ふふっ、くぅん……ふっ」

　初めての快楽に震ふるえながら、時折嬉しそうな笑みを零こぼす余よ裕ゆうがある辺りがセシルらしい。

　──彼女が団長を務めているのは、世界最強のテロリスト集団だ。

　若い女が世界最強の強者達をまとめあげるには、仮面が必要だったりもしたのだろう。

　そんなセシルにしかできない反応を、暁月は尊重し、自らもまた楽しんだ。

　左右の胸の先を、それぞれ口と手で攻せめてやると、セシルは嬉しそうに暁月の頭を掻かき抱いだいた。より強い快楽に、セシルは嬌きよう声せいをより大きいものにし、腰こしをくねらせ、徐じよ々じよに淫みだらに乱れてゆく。

　そんな中、

「なあセシル……」

「んっ……あぁ、ふ……何だ、暁月……？」

　潤うるんだ瞳で、眼の前の美しい女が問うてくる。そんなセシル・エンドハートに、暁月は長らく彼女が聞いていなかったであろう言葉を与あたえた。

　告げる。

「下は自分で脱いでみてくれ──俺によく見えるように」

　それは世界最強の女に対する命令の言葉。

　たとえどれだけ強かろうと、服を脱げば誰だろうとただの女だと。

　そして暁月は今、セシルをちゃんと一人の女として扱っていると教えるように。

　するとセシルは驚おどろいたように眼を丸くした後、一つの反応を見せた。

　笑ったのだ。

「私にただの女になれというのか……お前は本当に欲張りだな」

　そう言うなり、いきなりキスをすると、こちらをぐいっとベッドへと押し倒した。

「良いだろう……こんな事は、お前にだけだからな」

　こちらの腰を挟はさむような体勢で膝ひざ立ちになったセシルは、黒のショーツに両手を掛けた。

　そして扇せん情じよう的てきなポーズを取り、蠱こ惑わく的てきな笑みを浮かべたところで、

『─────っ』

　凰沢暁月とセシル・エンドハートは、二人同時にそれに気付いた。

　いつの間にか──自分達たちしかいない筈の寝室の壁かべ際ぎわに、一人の男が立っていたのだ。

　余人を交える事を能あたわぬ筈の、ノア総帥のプライベートな寝室。

　ここは、この本部の中でも最も高レベルのセキュリティによって守られている筈の空間だ。千ち影かげや葛くず葉はが席を外していたため、イリアが総帥室に迷い込めた時とは事情が異なる。

　暁月は、セシルとの二人だけの時間を誰にも邪じや魔まされないよう、きちんと侵しん入にゆう防止の結界を展開しておいた。

　それなのに──今、暁月とセシルの眼の前には男の姿がある。

「……お？　何だよ、気付いちまったのか？　せっかく良いところだったってのに」

　興が削そがれたとばかりに、男は言った。

　──見た事のない男だった。

　だがその佇たたずまいと、鍛きたえ上あげられた肉体が雄ゆう弁べんに暁月とセシルに教えてくれる。

　この男は──間ま違ちがいなく強いと。そして、

「まあ何だ。俺の事は気にしないで、さっさと続きをしてくれて良いぜ？　何せ、ノアの総帥の凰沢暁月と、朱の黄昏の女団長セシル・エンドハートの濡ぬれ場ばだ。こんなお宝みたいな現場、お目にかかれるような奇き跡せきはそうないからな」

　ハッと不敵に笑う謎なぞの男に、

「──誰だ、テメエ」

　良いところを邪魔された暁月が、不機嫌そうに告げると、

「おいおい、あの凰沢暁月ともあろう男が、そんなお決まりの質問しちまうのか？　何だよ……意外と大した事のねえ小こ僧ぞうなんだな」

　小こ馬ば鹿かにしたように男は言った。

「俺がテメエの仲間や、コクーンや朱の黄昏に見えるか？　このタイミングで勘かんが働かねえとか、間が抜ぬけているにも程があるぞオイ」















　そして。

　次の瞬間──その男は一つの名前を言った。

　凄せい惨さんな笑みと共に、新たな戦いの幕を開ける名を。

「『ＯＺオズ』のアベル・レジェンドだ──さあ続けろよ、凰沢暁月」
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　前巻から引き続きの方も、全巻まとめての方も、本書を手に取っていただきましてありがとうございます。上うえ栖す綴てつ人とです。さて、この十一巻ではいよいよ暁月が第三勢力のトップに立ち、自身の野望を果たすために動き出しました。そのため、これまでとは装よそおいを新たにした「第二部」のような作りになっています。

　そんな本巻の見所ですが、やはり作中の劇外で流れていた『二年の時間経過』です。それぞれのキャラが、二年という期間を経て変化と成長を遂げました。また、この巻では第二部開始の一発目という事で、意図的にシリーズ一巻との対比構造で描いているのですが、かつては氷ひ神かみ京きよう也やが君くん臨りんしていた立ち位置に、今は暁月あかつきが居ます。とんでもないトップに付いて行かなければいけない周囲は大変ですが、まだ右も左も解らず新鮮なリアクションをする新人達と、それを見てかつての自分達を思い出す馴な染じみの面々という構図をぜひお楽しみいただければと。またラストで新たな敵勢力が登場しましたが、このシリーズをこれまで追いかけて下さっている読者の方なら、ある程てい度どは心当たりがあるのではないでしょうか。『コクーン』や『朱あけの黄昏たそがれ』の他に、裏で動いていた者は残っていましたし、その辺りについては次巻以降で比較的早めに明らかにできればと思います。

　それでは、本書にご協力いただいた皆様に謝辞を。まずは卵たまごの黄き身みさん、第二部開始という事で、各キャラの新規デザインありがとうございました！　ほとんど、新シリーズと同じくらいの作業量だったのではないかと思います。そのため、お会いした時に何とかまともな進行に戻せるように頑がん張ばりますとお伝えしていたのですが、逆にこれまでで一番厳きびしいスケジュールになってしまいました……もう本当に申し訳ないです。それなのに、素す敵てきなデザインとイラストの数々ありがとうございました。そして担たん当とう様を始めとする関係各所の皆さんにも、これまでで最もご迷めい惑わくをお掛けしてしまいました。本当にスミマセンでした。そして、本巻をご購入いただいた読者の皆様。今回も暁月達にお付き合い下さいまして、ありがとうございます。この原作小説の他に、ＴＶアニメのＢＤやＤＶＤの最終巻が間もなく発売になります。また、中なか曽そ根ね先生によるＷＥＢコミックの方も二巻が発売になっていますので、よろしければそちらもゲットしていただければと。

　そして、スニーカー文庫で昨年始まった『新しん妹まい魔ま王おうの契約者テスタメント』の方もぜひよろしく。

　ではまた次巻で。果たして、セシルはショーツを脱ぐのかっ？　お楽しみに～。
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